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プロローグ











　──桜咲く。

　この一言には、桜の開花を告げるだけではなく、多くの意味が含まれている。

　寒い冬を終え、うららかな春の訪れへの喜び。

　花を開いた桜が美しく、また、おそらく桜の開花を喜べる心理状態であろうこと。

　そう、『桜咲く』という言葉からは、幸せ、祝福、そんなものが感じられる。

　今の私──真ま城しろ葵あおいの状態が、まさにそうだ。

　晴れて私は、この春から志望していた京都府立大学の学生となった。







「──葵っ！」

　大学の門を潜くぐると、背後から聞き慣れた声が届く。

　振り返ると親友の宮みや下した香か織おりが、満面に笑みを浮かべて大きく手を振っていた。

「香織」

　香織も同じ大学に進学した──というより、元々彼女の方が先に京都府大を志望し、勉強をがんばっていた。

　それはかつて家庭の経済状況を懸念して、有名私立中学からそのまま私立高校にエスカレーターせずに、府立高校に進学した彼女らしい選択といえるのかもしれない。

　そんな香織は華美ではないものの、可愛かわいらしいワンピース姿だ。

　まさに女子大生という雰囲気であり、学校構内で『制服姿』ではないのが、とても新鮮に思える。

「おはよう。シンプルで素敵なワンピースだね」

「おおきに。でも、もう何着たら良いか分からなくて。すでに『制服が楽やった』て思い始めてるくらいや」

「分かる。でも、初日から音を上げないで」

「そやね。いよいよ、今日から大学生やね」

　校舎を仰いで、熱っぽく言う香織に、私は頷うなずいた。

　先週の金曜に入学式を終え、休みが明けた今日は、登校日一日目。

　これからは、女子大生。

　そう思うと胸が弾むものの、浮かれてもいられない。

　私が専攻した学部は、文学部歴史学科。

　ここで学んで、学芸員の資格を取得したいと思っている。

「葵、学部は違うけど、お互いがんばろ」

「うん」

　香織は、欧米言語文化学科を専攻した。

　呉ご服ふく店てんの次女である香織は、物心ついた時から大いに日本文化に触れてきたため、外国の文化にとても憧れを抱いているらしい。

『異国を知って、自国を知ることもあるやろし、いつか、留学もしたいと思ってる』

　そう言って笑顔を見せる香織は、とても輝いて見え、私もがんばろう、という気持ちにさせられる。

「そや、葵はサークルとか入る？」

　歩きながら尋ねる香織に、私は「うーん」と唸うなった。

「香織は？」

「私は、フラワーアレンジメントのサークルに入ろかなて」

「生け花じゃなくて？」

「うん。生け花は、ずっと習なろうてきたから、今度は自由に花を飾っていきたいて思うて」

「そっか、香織にピッタリだね」

　香織は花を活いけるのが好きで、かつて佐さ織おりさんとともにお花の教室に通っていた。

　だが、実家の呉服店が六ろっ本ぽん木ぎに支店を出すも失敗し、経営状況が厳しくなった時に、家のことを考えて自分だけ辞めていたのだ。

　ちなみに、その宮下呉服店はというと、その後、佐織さんが斎さい王おう代だいに選ばれたことで、店の広告塔のようになり、傾きかけていた経営も持ち直したようだ。

「葵も一緒にどう？」

「興味はあるんだけど、バイトもあるから」

「あ、そうか。葵は、骨こっ董とう品ひん店てん『蔵くら』にはなくてはならない人だもんね」

　と、からかうように微笑まれて、私の頬が熱くなる。

　そう、私は、寺てら町まち三さん条じょうにある骨董品店『蔵』で、もう二年もバイトしている。

　……とはいえ、

「なくてはならない人なんて、そんなことはないよ」

　気恥ずかしさに首を振ったものの、あることを思い出して私は「あ」と言葉を止めた。

「ううん、違った」

「違った？」

「今は私が必要みたい。期間限定だけど。今、『蔵』は、壊かい滅めつ的てきに人手不足なの」

「なんで？　ホームズさん、大学院修了して、店主になったんちゃう？」と、香織は首を傾かしげる。

　そう、学業の傍かたわら『蔵』の店番を務めていた、ホームズさんこと家や頭がしら清きよ貴たかさんは、この春に大学院を修了した。

　いよいよ、正式に『蔵』の後継ぎとなって、店の経営に乗り出すのだ。

　私は、勉学を励みつつ、少しでも『蔵』、そしてホームズさんの役に立つことができたら……と、あれこれと考え、これからの未来に想いを馳せていた。

　──だけど。

「ホームズさんが店を継ぐのは、延期になってね」

　ぽつりと零こぼすと、香織は驚いた様子で瞬またたく。

「どういうこと？　もしかして、ホームズさん、単位が足りなかったん？」

　やっぱり、という様子で頷く香織に、私は苦笑した。

「ううん、ホームズさんは、無事大学院を修了したよ」

「あ、そうなん」

「うん。実は私も『単位は大丈夫なんだろうか』って勝手に心配していたんだけど、そこはやっぱりソツのない人だから」

　私の言葉に、香織は納得した様子で大きく相あい槌づちをうつ。

「ほんなら、なんで？」

「……それがね」と、私は息を吐くように口を開く。

　ホームズさんは以前、大学院を修了した後は、骨董品店『蔵』をアンティークカフェにしたい、と話していた。

　これからは、その計画に向けて動き出すのだろう。

　自分も全力で手伝おう。

　私は、そんなふうに意気込み、ホームズさんと二人で新たな店づくりに携われることを楽しみにしていたのだけれど──。

　そうは問屋が卸おろさなかった。
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　それは、大学入学を控えた、四月のはじめ。

　その日も私は『蔵』にバイトとして入り、せっせと 掃除に勤いそしんでいた。

　ホームズさんはいつものようにカウンターで帳簿をつけていて、店内には、カリカリとペンの音と、ＢＧＭが静かに流れている。

　ジャズが流れていることが多いけれど、今日はクラシックだ。

　曲は、ヴィバルディの『春』やメンデルスゾーンの『春の歌』を含めたものであり、店の小さなショーウィンドーには、桜をモチーフにした掛け軸や茶碗がディスプレイされ、店内はとても春めいている。

　のんびりと心地良い時間が流れる中、突然、『カラン』とドアベルが鳴り、私は弾かれたように顔を上げた。

　そこには、小粋な着流しにハットをかぶった年配の男性の姿があり、

『おう、葵ちゃん、お疲れ様やな』と、笑みを見せている。

『オーナー、お疲れ様です』

　そう、彼はこの店のオーナー・家頭誠せい司じさん。彼は店に入るなり紙袋の中から書類を取り出して、どっさりとカウンターの上に置いた。

『あー、重くてかなわん』

　オーナーは首に手を当てて、ぐるりと回す。カウンターの中の椅い子すに座っていたホームズさんは、書類の山に目を落とし、眉根を寄せた。

『……これは、一体なんですか？』

『お前の受け入れ先や』

　オーナーは素っ気なく答えて、一人掛けソファーにどっかりと腰を下ろす。

『受け入れ先？』

　怪け訝げんそうに書類を手にするホームズさんに、近くにいた私も首を伸ばして、彼の手元を覗のぞいた。

　一番上の書類には、『ＵＥＤユーイーディコンサルタント』と記されている。

『ＵＥＤコンサルタント？』

　訊いたことのない企業だ、と思っていると、

『上うえ田ださんが経営する会社ですよ。Ｕはユナイテッド、Ｅはエキスパート、Ｄはダイナミックの略だと仰ってましたが、上田ということでＵＥＤなのでしょう』

　ホームズさんは書類に目を落としたまま、さらりと答えてくれる。

『ＵＥＤＡ』で『ＵＥＤ』とは、上田さんらしい、と私は相槌をうつ。

　彼が、大阪で経営コンサルタント会社をはじめ、多くの事業を手掛けているという話は訊いていた。

　書類には、会社名と所在地と仕事内容、そして、『期間三か月』と記しるされている。

　他の書類には、美術館だったり、ホテルだったり、小こ松まつさんの『小松探偵事務所』や、なぜか『梶かじ原わら秋あき人ひと』と秋人さんの名前が記されていて、期間も二週間から三か月と、さまざまだ。

『……これは、一体どういうことなのでしょうか？』

　ホームズさんは書類から目を離して、オーナーに視線を移す。

　その瞳がとても冷ややかで、私はぞくりとした。

『見ての通り、修業や』

　オーナーは、懐から出した扇子を開き、パタパタと扇あおぎながら答える。

『修業？』

『──そうや。お前はこの京都の市内、つまりは洛らく中ちゅうに生まれて洛中で育ち、幼い頃からワシにくっついてこの世界に入った。せやから、古美術の世界のことは、その若さでよう知ってる。それはワシも認める』

　オーナーは大きく頷き、すぐに鋭い眼まな差ざしを向ける。

『せやけど、それだけや。お前は外の世界を知らなすぎる。この京を出て生活もしたことのない世間知らずの坊ぼんやねん。そんな状態で、店を継ぐのはあかん。一度外に出て修業せな。せやから、知り合いに清貴を短期間、雇ってくれるところを募ったところ、こないに集まったんやで。ありがたいことや、引く手数多あまたやな』

　オーナーは手を擦り合わせながら、得意そうな笑みを浮かべた。

『……そんなふうに考えていらっしゃったのでしたら、どうして事前に仰ってくださらなかったのでしょうか？』

　突然、そんなことを言われても、という様子でホームズさんは眉を下げる。

　すると、オーナーは胸を張って口を開いた。

『しゃあないやろ。最近、急に思いついたんや』

『…………』

『お前がいよいよ学生じゃなくなるて実感した時に、急に「こらあかん」と思ったんや。ワシの天性の勘やな』

　天性の勘ですか……、とホームズさんは静かに零こぼして、額に手を当てる。

『そんなふうに心配されなくても、僕は大丈夫ですよ。あなたについて一応、世界を回ってきたわけですし』

『それとは別物や。今のお前は、箱入り息子、〝井の中の蛙かわず、大海を知らず〟や』

『〝井の中の蛙、大海を知らず〟という言葉には、〝されど、空の青さを知る〟という続きもあるそうですよ。こういう業界は狭く深く突き詰め、それでも空の青さを知ってるくらいでちょうど良いのではないでしょうか？』

　ホームズさんがにこりと微笑むと、オーナーは眉をピクリと引きつらせた。

『お前には、向上心というものがないんか』

『もちろん、ありますよ。それはあなたの仰る〝井の中〟にあるのかもしれません。他のことを学ぶなら、自分の学びたいことをとことん学びたいものです』

　口の減へらないホームズさんを前に、オーナーは何も言わずにすっくと立ち上がり、睨にらむような目を見せた。

　怒鳴るわけでもなければ、拳こぶしを振り上げるわけでもない。

　それでも、恐ろしいほどの迫力を感じ、私の体がぶるりと震えた。

『──ええか、清貴、オイタはしまいや。修業に行くんやで』

　低い声で告げたオーナー。その雰囲気から、オーナーの本気が伝わったのか、ホームズさんは観念したように息をついた。

『……分かりました。こちらの資料にある会社、すべて行かなくてはならないのでしょうか？』

『すべて回らせたいところやけど、そら無理やな。必須なところだけは印をつけるし。それ以外はお前が選んでええ。最低、十社は回ることや』

『十社ですか……』

『不服そうやな』

『ええ、それはもちろん』

　悪びれもせずに答えるホームズさんに、オーナーは愉たのしげに笑った。

『お前には、並外れた吸収力があるさかい、十社も回れば、さらに視野は広くなるやろ。より大きなって、戻ってこい。そん時こそ安心して、お前にこの店を任せられる』

『ですが、その間、この店はどうされるんでしょうか？』

『しゃあないから、ワシが店頭に立つ。お前のためや』

　その言葉に、ホームズさんは気持ちを切り替えたようで、真しん摯しな瞳でこくりと頷いた。

『スタートは、四月十日や。しっかり励み』

　オーナーはそれだけ言って、踵きびすを返し、そのまま店を出ていった。

『カラン』と響くドアベル。

　オーナーの姿が遠ざかるなり、ばたん、とホームズさんはカウンターに突っ伏した。

『ホームズさん、大丈夫ですか!?』

『……大丈夫じゃないです。十社も回るということは、僕は一年半から二年弱、あちこちを飛び回っていることになってしまいます』

　私は、ぐっ、と息を呑のむ。

『職場のほとんどが京都市外。ですが、京都府内……関西圏の職場も多いので、ちらちら程度には帰ってこられるとは思いますが、それでも今のように会えないでしょうし、遠距離恋愛のようなかたちになってしまうでしょう』

　遠距離恋愛、と私は声にならない声を洩もらす。

　自分もようやく大学生になり、これからホームズさんと新たな『蔵』の店づくりに携たずさわれることを心から楽しみにしていただけあって、残念で仕方がない。

　だけど、オーナーの言っていることも、分かる気がした。

　ホームズさんは、博学で行動力があり、一見非の打ちどころがないように見えるけれど、時々驚くほどに世間知らずな部分もある。

　京都という特殊な町で生まれ育ち、他の土地には、旅行に行ったことはあっても、住んだことがあるわけではない。

　オーナーは、ホームズさんが学生ではなくなった今、もっと広い社会に出て、さまざまな経験をしてもらいたいと思っているのだろう。

　仕方がないことだ、と相槌をうっていると、ホームズさんは顔を伏せたまま、ぽつりと零した。

『……葵さん、待っていてくれますか？』

『もちろんですよ。当たり前じゃないですか』

　強く頷くと、ホームズさんはそっと顔だけを上げて、目を伏せる。

『せやけど、心配や』

『何が心配なんですか？』

『あなたは、とても魅力的ですからね。女子大生になって、さらに不安だったのに、その上、側にいられないなんて』

　また始まった、と私は苦笑する。

『いいかげん、ホームズさん、〝彼女バカ〟をなんとかしてもらえませんか？　失笑ですよ、本当に』

『〝彼女バカ〟なんて聞こえが悪い。せめて〝彼女萌もえ〟と言っていただけませんか』

『か、彼女萌えって！』

　私の声が裏返り、頬が熱くなる。

『そもそも、私はモテたこともないですし、ホームズさんが心配するような女子じゃないですから』

『そんなんだから、不安なんですよ』

『えっ？』

『前にも言ったことがあるかもしれませんが、無自覚というのは武器でもあり、罪でもあるということです』

　そんなこと、聞いたことがあっただろうか？

　それはさておき……。

『そう言いますけど、ホームズさんこそモテるんですから、私だって心配ですよ』

『いえいえ、僕はモテませんよ』

『そうですか？』と私は疑惑の目を向ける。

　これまで、ホームズさんに憧れを抱いていたり、『いいな』と思っているであろう女性に、何人か出会ったことがあるのだけど。

　とはいえ、彼は強固な壁で自分を囲っているところがあるし、『モテる』というまではいかないのかもしれない。

『それに、たとえモテたとしても、浮気なんてしませんので、ご心配なさらず』

『……本当ですか？』

『ええ、ひと時の快楽であなたを失うかもしれないリスクを背負うなんて、絶対にごめんですから。そんなくだらない間違いを犯すほど、僕は馬鹿じゃないです』

　真顔で言うホームズさんに、心臓が強く音を立てて、言葉が出ない。

　ホームズさんは腕を伸ばして、私の手を優しくつかんだ。

『せやから、葵も浮気せんといて』

　その長い指の感触に、ドキドキと鼓こ動どうが逸はやる。

『し、しませんよ』

『ほんまに？』

『はい。私も正直、寂さびしいですけど、ホームズさんに、もっと成長してもらいたい、というオーナーの気持ちも分かりますし、がんばってくださいね』

『……おおきに』

　寂しげな笑みを見せるホームズさんに、胸が詰まった。

　私は一いっ拍ぱく置おいて、『そうだ』と笑顔で手を打つ。

『修業を終えたら、一緒にお祝いをしましょうよ』

　するとホームズさんは『お祝い？』と目を見開く。

『そうです、お祝いしましょう』

　念を押すように言うと、お祝いですか、とホームズさんは口角を上げた。

『それは良いですね。あなたとお祝いできるのを楽しみに僕は修業に励みたいと思います』

『はい、私もお祝いを楽しみに、がんばろうと思います』

　ちょっとした、遠距離恋愛。

　かつて遠距離恋愛で失敗したことがある私は、まったく不安はないと言えば嘘になるけれど、どうせなかなか会えなくなってしまうのならば、うんと勉強をがんばろう、と思う。

　これは、私にとっても、修業といえるだろう。

　ホームズさんが、この『蔵』に帰ってきた時に、驚いてくれるほどに成長していたい。

　私はひそかに決意を固めて、拳を握った。
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「──と、まぁ、こういうわけで」

　そう話す私に、香織は「へええ」と驚きの声を上げる。

「すぐに継がせずに修業に出すって、オーナーらしい。思えばうちのお姉ねえも、城きの崎さきの温泉旅館に修業に行かされてたなぁ」

「ああ、そういえばそうだったね」

　ホームズさん、香織、秋人さん、店長、私の五人で城崎旅行に行ったのが懐かしい、と私は目を細める。

「そやけど、オーナーが店頭に立つことになったのに、どうして壊滅的な人手不足なの？」

「……結局オーナー、あまり店に来なくてね。店長が一人で店も大変みたい。利り休きゅうくんも受験生だし、なるべく私が手伝いに入らないと」

「やっぱり、『蔵』には、なくてはならない人やね」

　香織は、ぷっと笑う。

　それはどうだろう、と笑みを浮かべながら首を傾け、

「それより、早く教室に行こうか」

「うん」

　桜の花びらが舞う中、私たちは弾んだ足取りで、玄関に向かった。

　それは、新たに迎えた春の日の出来事。









第一章　『一生に一度は』
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　朝八時、美しい庭園に出て、異常はないかチェックする。

　その広さは、甲こう子し園えん球場の一・五倍だ。

　広さを東京ドームと比べなかったのは、東京ドームであらわすと、『東京ドームの約半分ほどの大きさ』という表現になる。

　それは、いささか寂しく、それならば甲子園球場の一・五倍の広さ、と言った方が箔はくが付くものだろう。

　約四十種類の竹がある外園には、松しょう隠いん、梅ばい隠いん、竹ちく隠いんという名の三つの茶室に、砧きぬたの手ちょう水ず鉢ばち、謂いわれのある女郎花おみなえし塚つかもある。

　美しく整えられた花々に竹、木々の緑に池。

　これらを愛めでながら、異常がないかをチェックするのが仕事とは……、

「──この世の贅ぜい沢たくちゃうやろか」

　清貴が広い庭園を散歩するように歩きながら、ぽつりと零した時、

「清貴くん！」

　背後から男の声が耳に届く。

　振り返ると、三十代後半の眼鏡をかけた男性が人の良さそうな笑みで駆け付け、清貴の前で足を止めた。

「井い川がわさん、おはようございます」

「おはよう、清貴くん。あっ、『清貴くん』なんて言っちゃだめだよね。『家頭さん』と言った方がいいかな。どうも『家頭』と言うと、先生のイメージが強くて」

　彼・井川恭きょう介すけはそう言って、頭をかいた。

　彼の言う『先生』とは、清貴の祖父であり骨董品店『蔵』のオーナー・家頭誠司だ。

「今はお客さんがいるわけではないですし、『清貴くん』で構いませんよ」

　清貴はにこりと微笑む。

「いやはや、学生だった清貴くんがもう卒業したんだから、月日が経つのは早いよね。家頭先生から『うちの清貴を期間限定で雇ってくれるところを募集してるんやけど』って話を伺った時は、上の許可も取らずに手を挙あげちゃったよ」

「怒られませんでしたか？」

「戸惑われたけど、まぁ、うちの美術館も家頭先生にはお世話になってるしね。館長は『恩を売れれば』なんて気持ちもあるみたいだけど、僕は違うよ。君は我が『松しょう花か堂どう庭てい園えん・美術館』に素晴らしい風を吹き込んでくれる存在だと確信してる。期待してるよ！」

　井川は強く拳を握り、白い歯を見せる。

「……期待していただけるのは、嬉しいのですが、そんなにお役に立てるかどうか」

　清貴が肩をすくめると、井川は「またまた」と背中を軽く叩いた。

「なんたって君は、『寺町三条のホームズ』の異名を取る人物なんだろ？」

「その異名と、こちら松花堂庭園・美術館は、まるで関係ないかと」

「元京大院生の学芸員で、このルックス。それだけで十分役に立つよ。時に、清貴くん、これがなんだか分かるよね？」と、井川は、『砧の手水鉢』を指す。

　手水鉢とは、元々は神前で口をすすぎ、身を清める水を確保するための器のことだが、その後、茶の湯にも取り入れられた。

　露ろ地じの中に置かれるようになり、『つくばい』と呼ばれる独特の様式を形成していったといわれる。

「この、『砧の手水鉢』は、江戸時代の豪商・淀よど屋や辰たつ五ご郎ろう邸にあったものですね。名前の由来は、彼の屋敷が、男おとこ山やまの麓にあり、辰五郎は山の中腹から樋おけを使って屋敷の手水鉢まで水を引いて、その落差を利用して、手水鉢の中で踊る石の音を楽しんだことと言われています。また、その音が、洗濯に使う砧を打つ音とよく似ていたことから、『砧の手水鉢』と名付けられたとか」

　さらさらと説明をする清貴に、井川はぽかんと口を開いた。

「……いや、さすがだよ。もしかして、勉強してきてくれたのかい？」

「いえ、たまたま知ってることでして」

「ああ、やっぱりさすがだな。もう、君はそのままでいいんだよ。お客さんに訊かれたことをそうやって答えてもらえればいいよ。期待してるよ！」

　しっかりと手を取って前のめりになる井川に、清貴はほんの少し眉を動かすも、すぐに深く頭を下げた。

「……ありがとうございます。三か月という短い期間ですが、どうぞよろしくお願いいたします。井川副館長」

「や、やだな、あらたまって。ところで、うちの美術館にはもう慣れたかい？」

「ええ、なんとなくですが」と、二人は館内に向かって歩き出す。

　清貴が、京都府八や幡わた市の『松花堂庭園・美術館』に期間限定社員としてやってきて、三日が経っていた。

　今は春の展示会を開催中であり、来園者も多い。

　松花堂庭園・美術館は、元々、江戸時代初期の石いわ清し水みず八はち幡まん宮ぐうの社僧・松しょう花か堂どう昭しょう乗じょうゆかりの施設だ。また、松花堂昭乗は『松花堂弁当』の名前の由来でもある。

「……でもさ、『松花堂昭乗って誰？』って言う人も多くて」

　肩を落とす井川に、清貴は「ああ」と相槌をうつ。

「近この衛え信のぶ尹ただ、本ほん阿あ弥み光こう悦えつとともに『寛かん永えいの三さん筆ぴつ』と称せられた高名な文人僧ですが、彼らに比べてメジャーではありませんよね」

「そうなんだよ。どうしてだと思う？」

「琳りん派ぱの勢いに追いやられたのかもしれませんねぇ」

「ああ、琳派かぁ……」

　井川は、とても眩しいものを見るような目で遠くを見る。

「ですが、彼の名を世に広めるのが、この美術館の役目なのではないでしょうか？」

「そう、そうなんだよ。期間限定だけど、一緒にがんばろうね、清貴くん」

　再び手を取った井川に、清貴は「ええ」と頷いた。
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「へっ、ホームズさん、松花堂美術館に行ったん？」

　昼食時間。

　私はいつものように、大学の学食で香織と待ち合わせをし、ランチを食べながら、修業の第一弾として、ホームズさんが八幡市の松花堂庭園・美術館に行ったことを伝えた。

　香織は驚いたようにぱちりと目を開き、気の抜けた声を出す。

「なんや、『遠距離恋愛』言うてたのに、八幡市てえらい近いやん。近距離恋愛やん。京けい阪はんでチョロッと行けるし」

「同じ京都府内だし、距離は遠くはないんだけど、なかなか会えなさそう」と、私は息を吐くように言って、サンドイッチを口に運んだ。

「どうして？」

「美術館は土日もやってて、休館日は月曜日だし。それにホームズさん、家を追い出されて、八幡市のウィークリーマンションに住んでいるの」

「へえええ！　家まで追い出されたんや。誠司さん、本気やね。ホームズさん、落ち込んでるんちゃう？」

「それが、真逆。『憧れの一人暮らしですよ。ようやく妖怪たちから解放されました』って、ウキウキしてた」

「妖怪て」と香織は口に手を当てた。

「ほんで、どうして最初にその美術館やったん？」

「いろんなところが名乗り上げてくれたみたいなんだけど、中でもかなり早い方だったのと、『暑くも寒くもない、とても良い季節にあの庭園で働けるなんて、こんな嬉しいことはないです』……なんて、言ってた」

　ホームズさんの口調と身振りを真ま似ねて言うと、「似てるし」と香織は笑う。

「ホームズさんがそんなふうに言うって、きっと松花堂美術館の庭って、素敵なんだろうなぁ」

　独り言のように洩らした私に、『意外』とばかりに香織は目を合わせる。

「葵、行ったことないんや？」

「……うん、恥ずかしながら、名前を訊くのも初めてで」

「ああ、でも、私も中学校の頃に行ったきりや。松花堂さんで、開館十周年の記念特別展を開いた時に、親に連れられて。たしかに素晴らしい庭園やったよ。そうそう、私、あそこで悟さとりを開いたんやった」

「悟り？」

　訊き間違いではないだろうか、と私は上体を乗り出した。

「うん。その頃の私は進路に悩んでて。家業の経営状態も芳かんばしくないし、このまま私立の高校にエスカレーターで行くか、府立に移るか、悶々としてて。『自分が私立から府立に進学すると、うちの店の経営が良くないことがバレるかな？』とか、『カッコ悪いかな？』とか、『親のためにそこまで私が考えることもないかな？』って、悩んでて」

　当時の香織の葛かっ藤とうが、手に取るように分かる。

「そやけど、松花堂の庭園をのんびり散歩しながら、あれこれ考えていたら、花も竹もとても綺き麗れいで、なんや心が洗われて。『あれこれ考えたり、親のためとか思ってたけど、本当は自分は結局、私立が合わなくて、府立に移りたいんや』ってことに気が付いたというか。親を理由にしていただけで、自分自身が府立に行きたいってことに気が付いて、大おお木き高校に進学を決めたというわけ」

「それは、本当に悟りだねぇ」

　思っていた以上の『悟り』に、私は感心して大きく首を縦に振る。

「こんな話してたら、また行きたなってきた。葵も期間中に松花堂さんに行くんやろ？」

　そう問われて、私は返答に困り、苦笑した。

「なんや、行かへんの？」

「ホームズさんは修業に行ってるのに、私がちゃらちゃら遊びに行って良いものか、迷ってて」

　いくらウキウキしていたとしても、ホームズさんは家まで追い出されて、慣れない八幡市で生活をしながら働いている。

　遊びじゃないんだ。

　香織は納得したように頷いたあと、そうだ、と手を打つ。

「ほんなら、こっそり見に行かへん？」

「こっそり？」

「庭を見て、こっそり美術館を覗いて、ホームズさんには声を掛けずに帰ってくる。これならええやろ」

「それならいいかも」

「葵がバイト休める土日に、行こか」

「うん。今度の土曜は、店長がいるから休めるかも」

「それなら、今度の土曜日に行こう」

「うんうん」

　私と香織は、少しわくわくしながら、スマホを取り出して、美術館への行き方を調べ始めた。
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　美術館とはいえ、デスクワークをする事務室は一般企業とさほど変わりはない。

　デスクが並び、資料や本が積み上げられている。

「ちょっと、みんな集まってもらえないかな。軽いミーティングをしよう」

　事務室に入るなり、声を上げた井川副館長に、学芸員やスタッフは「はーい」と答えた。

　過去の展覧会一覧を確認していた清貴も顔を上げて、ミーティングですか、と小さく頷く。

　期間限定社員の自分は、なんだかんだ言っても蚊か帳やの外なのだろう。

　それでも自分のできる範囲で、ここの役に立てたら……。

　そんなふうに思っていると、井川は清貴の背後にまわって、ポンッと両肩に手を載せた。

「ミーティングテーマは、この清……家頭くんのことなんだ。皆もご存じの通り、彼はあの有名な国こく選せん鑑かん定てい人にん・家頭誠司先生のお孫さんで弟子。京都大学大学院出身のエリート・サラブレッド・学芸員だ。この通り、ルックスにも恵まれている。しかし彼がここにいてくれるのは三か月。みんなはこの彼に、どんな仕事を頼むのが良いと思う？」

　両肩に手を載せたまま、皆を見て尋ねる彼に、清貴は瞬く。

　すると、女性学芸員の一人が、素早く手を挙げる。

「おっ、早いね。それじゃあ、杉すぎ並なみさん」

　彼女は「はい」と立ち上がり、こほん、と咳せき払ばらいをした。

　セミロングの黒髪に細面の、二十代半ばの学芸員で、『杉並晴はる美み』というネームを下げている。

「今、当美術館では、『学芸員の講演会をしていこう』という取り組みをしていますし、ぜひ、家頭さんに講演をお願いしたいです」

　その言葉に皆は、うんうん、と頷く。

「あと、家頭さんなら美術界に顔が広いですし、展示作品をご好意で貸してくれそうな方のピックアップと交渉をお願いできたらな、と」

　続いて男性学芸員がそう話す。

　すると、井川は、ハーッと息をついた。

「そうなんだよ。うちは市立の、そんなに予算が豊富ではない美術館でね。展覧会がある時は、あちこちの美術館に行って、展示作品を借りてくるんだけど、それもほとんどご好意でね。個人さんにお借りする時も、本当に『お気持ち』しかお返しできなくて……。家頭先生なんかは快く貸してくれて、その上『礼は松花堂弁当でええ』なんて言ってくれるものだから、本当にありがたくて……」

「そうそう、季節ごとに展示会があるから、それに向けて、お客さんが来たくなるような展示作品をお借りできたら……」

「うちの館長なんて、毎日あちこちに走り回ってるんだ」

　次々にそう話すスタッフたちに、清貴は『なるほど』と相槌をうつ。

「分かりました。僕がお役に立てるかどうか分かりませんが、当たってみることにします。最悪の場合、うちにあるものをお貸ししても良いですし」

「えっ、どんなものを？」

「展示の目玉にできるほどの品は、中国の青せい磁じと志し野のの茶碗くらいでしょうか。ですが、祖父の許可が取れたらになりまして、こちらはあまり期待しないでください。祖父は他のものは貸しても、青磁と志野の茶碗は貸したことがないんです。駄目だった場合は、樂らくや仁にん清せいの茶碗もいくつかありますし、七しっ宝ぽう焼やきの壺や大たい観かん等の掛け軸もそれなりにあります」

「…………え、それで、もう十分、大目玉展示作品だよね」

　ぽつりと零した杉並に、皆はドッと笑う。




　ミーティングを終えて事務室を出ると、館内入口前のホールがざわめいていることに気付き、清貴は眉根を寄せた。

　きゃあきゃあ、という浮かれたような声に、誰か有名人でも来たのだろうか？　と思ったその時、

「おう、ホームズ！　ようやく見付けた！」と、訊き慣れた声が耳に届く。

　顔を向けると、梶かじ原わら秋あき人ひとが露骨に清貴を指ゆび差さしていた。

「……人を指差すのは、やめていただけませんか？」

「俺は怒ってるんだよ。ここまで来て、館内を探しても庭を駆け回っても、お前の姿がねーし」

「普通に事務室にいましたよ」

「怒ってるのは、お前の姿が見付からなかったからじゃねーよ！」

「あなたが何を言いたいのか、さっぱり分かりません。もっと頭の中で整理してから、口に出しませんか？」

「おう。よっしゃ、整理した。お前は、どうして、ここに、いるんだよ、って話だよ」

　随分雑な整理だ、と清貴は額に手を当てる。

「……祖父に修業するよう言い渡された話は、あなたも知ってるはずですが」

「ああ、もちろんだ。俺だっていち早く名乗り出たよ。お前を俺のマネージャーにって。所属事務所の許可まで取ったのに、お前は俺の申し出を却下しただろ」

「はい」

　清貴は表情も変えずに頷く。

「俺の仕事を断っておいて、どうして、ここにいるんだよ！」と、秋人は両手を広げた。

　ようやく自分の言いたいことを伝えた彼を前に、清貴は呆れたように一いち瞥べつをくれた。

「あなたのマネージャーを務めるよりも、この美術館で働く方が、僕には何倍も、いえ、何百倍も魅力的に感じたからですよ」

「お前は、馬鹿か」

「……あなたに馬鹿と言われるのは、心外ですね」

「だってよ、美術館なんて、お前、いっつも行ってて慣れ切ってるだろ。この滅多にない機会に、もっと違う世界に飛び込めよ。芸能人のマネージャーなんて、この先、経験できないことだと思うぜ」

「少しばかり、もっともらしいことを仰ってますが、これはもう価値観の違いでしょう。この先の生涯、『梶原秋人という俳優のマネージャー』になれなくても、まったくもって構いません」

「なんだと、コノヤロー」

「ここは、美術館ですよ。どうか、お静かに」

　清貴は人差し指を立て、すぐに周囲を見回して、「すみません」と頭を下げるも、ギャラリーたちは頬を赤らめ、うっとりとした目を見せていた。

　清貴との一ひと悶もん着ちゃくを終えたことを察したギャラリーたちは、おずおずとにじり寄る。

「あ、あの、梶原秋人さんですよね？」

「写真撮ってもいいですか？」

　前列の女性たちがそう尋ねると、

「おう、いくらでも！」

　秋人は満面の笑みを見せ、すぐにＳＮＳに発信されることを意識したポーズを取る。

　きゃあ、と声が上がる中、清貴は、やれやれ、と肩をすくめていると、

「き、清貴くん！」

　井川と杉並が、血相を変えて駆け寄ってきた。

「申し訳ありません。騒がしい人物が混入いたしまして、すぐお帰りいただきますので」

　清貴はすかさず秋人の頭をつかんで、無理やり下げさせる。

「痛いってぇ、ホームズ」

　すると、井川と杉並の二人は「いやいや」と首を振った。

「今をときめくイケメン俳優の、梶原秋人さんですよね！」

「そうそう、『京きょう日和びより』に出演している！」

　と目を輝かせる二人に、

「はい、そうっす。梶原秋人です。いつも親友がお世話になってます」

　今度は秋人が、清貴の頭をつかんで下げさせた。

「し、親友なんですか？」

　杉並が口に手を当てて頬を赤らめると、秋人は強く頷いた。

「そうなんです。こいつ、しっかりしてるようで、時に危なっかしくて」

　そう言って秋人は、清貴の肩に手を回して引き寄せると、きゃあ、とホールに控えめながらも黄色い歓声が上がる。

「…………」

　そんな中、清貴はこれ以上ないほどに、冷ややかな表情を見せていた。




「──こちらが、『松花堂庭園・美術館』自慢の、松花堂昭乗ゆかりの庭となります」

　清貴は冷ややかな表情のまま、事務的に説明をする。

　隣を歩く秋人は、いつものように頭の後ろに手を組んで、「へぇ」と声を上げた。

　それは、今より数分前、

『清貴くん！　ぜひぜひ、梶原さんにこの美術館を案内して差し上げてください！』と、井川から『副館長指令』が下され、清貴はそれに不本意ながらも従っていた。

「ってか、松花堂昭乗ってダレ？」

　くるりと顔を向ける秋人に、清貴は『やっぱり』という様子で息を吐いた。

「本阿弥光悦はご存じですか？」

「おう、名前はな。琳派の人だろ」

「ええ。その本阿弥光悦と並ぶ文人僧です」

「僧、って坊主ってことか？」

「ええ、石清水八幡宮の僧であり、瀧たき本もと坊ぼうの住職でした」

「石清水八幡宮って、『寺』だったのか？」

「かつては社寺が混在していまして、明治前は寺院色が強かったようです。今は神社ですが」

　そう話す清貴に、秋人は「そうなんだ」と相槌をうつ。

「彼は能書家で、書・画・和歌・茶の湯など、幅広い分野に優れた才能を発揮しました。そんな彼が晩年、『草そう庵あん茶室・松花堂』を建てて隠居生活を送ったのですが……」

「おっ、それが、ここってわけか」

「いえ、時代の移り変わりとともに、撤去しなくてはならなくなりまして。そこで、八幡の文化人が、明治二十四年から三十一年にかけて、草庵『松花堂』と『泉いずみ坊ぼう書院』をこの地に移築して保存したわけです」

「おお、八幡の文化人、やるな」

「ええ、本当ですね。素晴らしいことだと思います。そうして、ここは『松花堂庭園』と名付けられました」

　最初こそ乗り気でなかった清貴だったが、熱心に訊き入る秋人を前に、いつもの調子が戻っていた。

　そのまま、庭園内にある三つの茶室に向かって歩いていると、

「家頭さん」

　小走りで駆け付ける杉並に、清貴と秋人は足を止めて振り返った。

　息を切らしている彼女の後ろには、老若男女が五人並んでいる。

　いずれも初めて見る顔だった。

　清貴は彼らに目を向けて微かに会釈をし、杉並に視線を移す。

「杉並さん、この方々は？」

「臨時ボランティアで来てくれている方々なの」

　と、杉並は微笑んで、彼らの紹介を始めた。

　中学校の職業体験で来ている、中学二年生の石いし田だ涼りょう。

　大学の勉強を兼ねて来ているという、大学一年生の武たけ田だ浩こう一いちと前まえ田だ理り絵え。

　近所に住んでいる、三十代前半主婦の細ほそ川かわ依より子こ。

　定年退職したばかりだという、橋はし元もと晃あき男お。

「今日から五日間、この美術館でボランティアをしてくれるんだけど、研修を兼ねてぜひ、一緒に回らせてもらえたらと思って」

　杉並がそう言うと、五人は「よろしくお願いいたします」と軽く会釈をする。

「僕でよろしかったら」

　胸に手を当ててにこりと微笑んだ清貴に、女性陣は頬を赤らめる。

　秋人は、自分の方が目立たねばと思ったのか、清貴を押しのけるようにして前に出た。

「よっしゃ、一緒にホームズのレクチャーを受けようぜ」

　そんな秋人を前に、

「えっと、もしかして、梶原秋人さん、ですよね？」

「そして、『ホームズ』とは？」

『どうしてここに、俳優の梶原秋人がいるのだろう？』『なぜ、この彼は梶原秋人に「ホームズ」と呼ばれているのだろう？』と、皆揃って困惑の表情を見せている。

「……僕の名前は、家に頭と書いて家頭といいまして、それで『ホームズ』というあだ名がつけられているんです」

　皆の戸惑いを察した清貴がすかさず言うと、

「それが、マジでホームズばりにすげぇんだ。俺はこいつの親友で、今日ここに来たんだよ」と、秋人はまた清貴の肩に手を載せる。

　皆が、『なんだかラッキーかも』と顔を見合わせて口許に笑みを浮かべる中、

「いちいち、肩に手を載せなくていいですよ」

　清貴はあしらうように手を払い、

「それでは、ご案内します。どうぞこちらへ」と、茶室に向かって歩き出した。

　清貴は、茶室『梅隠』『松隠』『竹隠』の案内をしていった。

　三つの茶室のうち、皆が大きな反応を示したのは、小こ堀ぼり遠えん州しゅうが松花堂昭乗のために建てた茶室『閑かん雲うん軒けん』を再現した『松隠』だった。

　玄関、八畳の広間と四畳台目の茶室と水みず屋や（台所）から成っていて、特に窓から見える庭の景色が素晴らしく、皆は心を奪われたように立ち尽くす。

「あー、心が洗われるなぁ」

　茶室から庭を眺め、手を広げて言う秋人に、皆はくすくすと笑った。

「それにしても、これが京都市内の中心部にあったら、人でごった返して入れないくらいの人気になりそうだよな」

　独り言のように言う秋人に、清貴は「たしかに」と頷く。

「まさに、穴場ですよね。何よりこの三つの茶室は、場所を借りることができるんですよ。茶室によって値段は違いますが、一日約一万五千円から二万五千円だとか」

　そう話す清貴に、皆は「えっ」と瞬いた。

「こ、ここ、レンタルできるんですか？」

「しかも、思ったほど高くないような……」

「ええ。三時間利用なら、その半額になるそうですし、大人数で借りて、お茶会を開かれたり、サークルで生け花をしたり、はたまた結ゆい納のうもできそうですね」

　さらさらと話す清貴に、皆は「へえ」と感心の声を洩らしながら、相槌をうった。

　茶室を出て、『草庵茶室・松花堂』へと向かい、その後は、小こ早ばや川かわ秀ひで秋あきの寄進とも伝えられている、『泉坊の客殿』に回った。

　砧の手水鉢の説明をし、外園を散歩するように眺めて、松花堂庭園の案内を終えた。

　ボランティアたち五人はその後、井川に連れられて石清水八幡宮に研修に行き、清貴は秋人を接待すべく、隣接している日本料理料亭『京都[image: ]きっ兆ちょう 松花堂店』にて松花堂弁当を食べることになった。




「俺のお陰で、『松花堂弁当』を食べられることになったんだ。良かっただろ」

　お店に入り、席に案内されるなり、ニッと笑う秋人に、清貴は息をつく。

「……接待を受けているあなたはともかく、僕は自腹ですからね」

「えっ、そうなのか？」

「ここは、市立のそう大きくはない美術館なんですよ。接待していただけることに、心から感謝してくださいね。まぁ、僕も自腹とはいえ、この[image: ]兆で松花堂弁当を食べられるのは、嬉しいですが」

　清貴はそう言って、窓から臨む素晴らしい庭に目を向けて、嬉しそうに微笑む。

「そう考えると、そんなところが、期間限定とはいえ、よくお前を雇ったなぁ」

「たしかにそう思います。僕はなるべくお役に立てるように、がんばらなくてはと思っていますよ」

「さっきみたいに案内をか？」

「それもそうですし、もっと具体的に利益を上げられるお手伝いができたらと」

「どんなふうにだ？」

「この美術館に求められていて、一番好ましいのは、祖父の宝である青磁と志野の茶碗を借りてくることでしょうね」

「そんなん簡単じゃん」

「それがそうではないんです。祖父はそれらを一度も、どこにも貸したことがないんですよ。観たかったら、家頭邸か『蔵』に観に来いと言うだけで。一度円えん生しょうに盗られてから、さらに神経質になりまして、もう父にすら貸さなくなりました」

「へぇ、そうなんだ」

　そんな話をしていると、「お待たせいたしました」とテーブルに松花堂弁当が置かれた。

「おっ、来たな。そういや、松花堂弁当が松花堂昭乗っていう僧からきているっての、今日初めて知ったなぁ」

「元々農家の種子入れだった器を、松花堂昭乗が茶会で煙草盆や小物入れにしていたそうなんです。昭和初期、[image: ]兆の創業者・湯ゆ木き貞てい一いちが松花堂昭乗の旧跡での茶会に出向いた折、部屋の片隅に置いてあるその器を見付けまして、『これを料理の器としたらどうか』と考えて、工夫を重ね、『松花堂弁当』ができたそうです」

「へぇ、それで吉兆が隣にあるわけだ」

「はい。この景色を愛めでながら、松花堂弁当を食べられるなんて、幸せですね」

　清貴は、ふふふ、と笑って、そっと蓋ふたを開ける。

　四角い黒塗りのお弁当箱は四つに区切られており、煮物、刺身、焼き物、胡ご麻ま豆どう腐ふが並んでいる。

　傍らにはご飯に吸い物と、香の物が付いている。

「……上品だな。トンカツで全然良かったんだけど」

「それは、若いあなたにはまだ早いのでしょう」

「はっ、お前は俺より若いだろう」

「まぁ、そうですけど。とりあえず、カロリーのあるものをガッツリ食べたいという人には、この松花堂弁当の魅力は分かりません。繊せん細さいな切り口の飾り包丁、魅せることを考え作られた配置、盛り方、素材の持ち味を生かし、体にも良い薄味の上品な味付け。すべてに感動を覚えます。この美しい庭を眺めながら、これらひとつひとつをゆっくりと味わいながらいただくんですよ」

　清貴は「いただきます」と手を合わせて、胡麻豆腐を口に運ぶ。

　秋人は「ふーん」と頷き、「そんじゃ俺もいただきます」と、清貴を真似て胡麻豆腐を食べた。

「あ、たしかにマジで美味い」

　ぱちりと目を開く秋人に、清貴は「そうでしょう」と頷いた。

「……松花堂美術館に松花堂弁当か。悪くないなぁ、提案してみようかな」

　食べ終わる頃、独り言のように言う秋人に、清貴は目線だけを上げる。

「『京日和』ですか？」

　秋人が京都を紹介する五分間番組『京日和』は、今も続いていた。

　最初こそ清貴の立ち居振る舞いを真似て紹介していた秋人だったが、本性が露見した今は素の状態で番組に出ている。

　だが、それが逆に視聴者の反響を呼び、なかなかの人気番組となっていた。

　第一回目の秋人と、最近の秋人ではまるで別人だと、笑い話にもなっているそうだ。

「ああ、結構、俺の意見を訊いてくれるんだよ。京都市内を主にやってたのに、『城崎と天あまの橋はし立だてを紹介したい』って言ったら、『いいですね！』なんて、すぐに企画を通してくれて」

「ああ、そうでしたね。いきなり府外の、それも北近畿が出てきて、視聴者がびっくりされていたのが記憶に新しいです。ここを紹介するのは良いと思います。松花堂昭乗の名をもっと知ってもらいたいですね」

「だよな。今は弁当としてしか知られてねぇし」

「食べ終わりましたら、今度は館内を案内しますので、井川さんが戻ったら相談してみましょう」

　そう言う清貴に、「おう」と秋人は片手を上げて、少し身を乗り出す。

「で、お前、最近、葵ちゃんとどうなのよ？」

「どう、とは？」

「あの子もついに女子大生だし、前に言ってた『ストッパー』とやらが外れて大変なんじゃねーの？　葵ちゃんはまだ大学生になったばかりなんだ、妊娠とかさせねーようにな」

　いたずらっぽい笑みでそう言う秋人に、清貴は息をついた。

「まさか、あなたにそんな心配をされるとは……」

「お前はしっかり者だけど、葵ちゃんにかかると、てんで駄目だし」

「それは否定しませんが、そもそもそんな心配をされるようなことはありませんので」

　清貴が食事を続けながらさらりと言うと、秋人は動きを止めた。

「え……二人はまだなのかよ」

「…………」

「その若さで体に不具合があるなら、ちゃんと病院に行けよ」

　気の毒そうに小声で言う秋人に、清貴はゴホッとむせる。

「いえ、そういうことでは。どちらかというと、メンタル的なもので」

「緊張しすぎて駄目になる的な？」

「それとも違いまして……。葵さんは、本当に素晴らしい女性じゃないですか」

「あ、ああ？　どうなんだろうな。俺にはまあまあの子にしか見えないけど。中の上的な」

「常に成長し続け、そして包容力がある素晴らしい女性です。僕なんかが、彼女に触れて良いのだろうか、と思ってしまうんですよ」

　はぁ、と息を吐く清貴に、秋人は目を丸くした。

『いや、俺的には、中の上な葵ちゃんはお前にどうかなと思ってるけど』と言おうとして口を噤つぐむ。

　人の趣味はそれぞれだからな、と秋人は頷いた。

「葵ちゃんのことを『素晴らしい女性』だと思うのはいいとして、どうしてそんなに自分を卑下するんだよ？」

「……前に、南なん禅ぜん寺じの水すい路ろ閣かくで、あなたにうっかり洩もらしてしまったことがあるでしょう？」

「あー、失恋からやさぐれて、『深入りしないで済む相手と一時的なお付き合いができれば、それでいいんじゃないか、と思うようになった』ってやつか？」

「よく覚えてますね」

「なかなかのインパクトだったからな。だから、それがなんだよ？」

「僕はきっと、葵さんが思う以上に酷くて最低な男です。それを隠したまま、彼女との仲を進めて良いものかと……」

「なら、隠さなきゃいいんじゃねーの」

「……きっと、嫌われると思います」と、清貴は目を伏せる。

「相変わらずめんどくせぇな、お前。そもそも、男なんてのは、本能を優先させるようにできてんだ。女から見て『最低』だとしても、それがスタンダードで当たり前なことだろ。過去にどんなオイタをしたかしんねーけど、今は葵ちゃんを裏切ってるわけじゃねーし、何をそんな気にするんだよ、バカじゃねぇ？」

　秋人は心底呆れたように言って、デザートを口に運んだ。

　そんな彼を前に、清貴は驚いたように瞬く。

「なんだよ、その顔」

「いえ、なかなか良いことを言うな、と思いまして」

「まー、親友だからな」

　その言葉に、清貴は何も答えず肩を上下させる。

「お前、最近俺が『親友』って言っても、はっきり否定しなくなったよな」

　にっ、と笑う秋人に、清貴はまたむせた。
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「──えっ？　梶原さん、後日また来てくれるんですか？」

　秋人が、帰って数時間後。

　事務所のデスクで清貴から伝えられた話に、杉並は目をぱちりと開いた。

「はい、彼が『京日和』にここを紹介することを検けん討とうしてくれるとのことで。それを井川さんにお伝えしたら、『それはぜひ、国宝である石清水八幡宮も一緒に』と仰いまして」

　すると杉並は、強く同意とばかりに首を縦に振る。

「うんうん、それはもちろん。うちは……というか、うちも八幡さんのお膝ひざ下もとで、多大にお世話になっているから」

「それで、『それじゃあ今から、石清水八幡宮を案内しますよ！』と井川さんが申し出てくださったんですが、秋人さんは仕事があるため、夕方の新幹線で東京に行かなくてはならないとのことで」

「さすが芸能人」

「ですが、今度の土曜日、深夜に大阪でのラジオの仕事があるそうで、日中また関西に戻ってくるんですよ。その時にここに来てくれることになりまして、あらためて石清水八幡宮の取材をし、番組スタッフに提案したいとのことでした」

　すると杉並は「わあ」と目を輝かせて、手を合わせる。

「それじゃあ、上手くいけば、うちと八幡宮が『京日和』に登場するってことでしょう？　あの番組は若者にも人気だから嬉しい」

「ええ、そうですね」

　ですが、その日、僕はあの男の一日マネージャーを務めなくてはならなくなりまして、それは憂ゆう鬱うつです、という言葉を清貴は飲み込み、笑みを見せる。

「梶原さんって、今時のチャラ男のようでいて、仕事に熱心な面もあるのねぇ」

「今時のチャラ男なのは間違いないですが、何事にも割と全力ですね」

　清貴がさらりと言うと、杉並はぷっと笑う。

「そっか、家頭さんは梶原さんのそんな部分を認めているわけね」

「……どうでしょう」と苦笑する清貴に、杉並はまた笑う。

「家頭さんって、ツンデレなんだ」

　また、どうでしょう？　と首を傾げる清貴に、杉並は口許を緩ゆるませて、そっと頬杖をついた。

「それにしても、井川さんも大喜びだろうな」

「はい。すぐに八幡宮に連絡すると走っていきましたよ」

「井川さん、ボランティアさんたちを石清水八幡宮まで送って、研修を終えて帰ってきたばかりなのに」

　杉並は、ふふふ、と笑って、思い出したようにテーブルについて各々メモをしているボランティア五人に顔を向けた。

「皆さん、石清水八幡宮はどうでした？」

　突然、杉並に声をかけられて、皆は驚いたように顔を上げるも、すぐに笑みを見せる。

「あ、はい。本当に素晴らしかったです」と言ったのは、主婦の細川依子。

　続いて大学生の男女二人、武田浩一と前田理絵が、うんうん、と頷く。

「知識では知っていても、実際に行ったら思っていた以上に歴史を感じまして」

「ああ、平たいらの清きよ盛もりが控え室に使った回廊とか、信のぶ長ながが寄進した黄金の雨あま樋どいとか」

「ねぇ」

　顔を見合わせて言う二人に、杉並は微笑みながら身を乗り出す。

「ねっ、もしかして、お二人はカップルだったりする？」

　すると二人は顔を見合わせ、「あ、いえいえ」と首を振った。

「同じ大学のサークル仲間で」

「はい、そうなんです」

　と二人は愉しそうに笑う。

「なんのサークル？」

「日本史とパワースポットを調べたりするサークルなんです」

「この松花堂美術館のボランティアに参加したのも、松花堂昭乗の歴史に触れられるのはもちろんですが、今回は『石清水八幡宮』で研修も受けられる、ということも魅力だったんですよ」

　そう話す二人に、杉並は「へぇ」と相槌をうつ。

「もし良かったら、他の方にもボランティアに参加してくださった理由を訊いても良いですか？　石田くんはボランティアというより、学校の職業体験だけど、ここを選んでくれた理由は？」

　まずは最年少である中学二年生の石田涼に杉並が話を振ると、彼はおそらく人見知りなのだろう、すぐに目を伏せ、ぼそぼそと口を開いた。

「……僕は美術部で、美術館に興味があったのと、……それと、石清水八幡宮の研修が受けられることが魅力で」

　とても小さな声だったが、なんとか訊き取ることができた。

「うんうん、そっかぁ」と杉並は、相槌をうつ。

「私はかつて、学芸員に憧れてなれなかった人で。結婚して、この八幡市に移り住むことになって、割と間もなく、ボランティアを募集していることを知って、勢いで飛び込んじゃいました」と、三十代前半の主婦、細川依子が、はつらつとした笑みで言う。

「わたしもちょっと似てるかな。わたしはずっと地元なんですが、定年退職して、自分の時間を持て余してしまってね。そんな時に募集を知って、美術館スタッフって素敵じゃないかと思いましてね。あとは、松花堂庭園が純粋に好きでして」

　最後にそう言った橋元晃男に、

「皆さん、ありがとうございます。短い間ですが、あらためてよろしくお願いいたします」

　と、杉並は頭を下げた。




　その後、杉並が館内の見回りに行った。

　清貴は頼まれていた書類整理を始める前に、と立ち上がりコーヒーを淹いれる。

　そのついでにボランティア五人の分のコーヒーも淹れて、「どうぞ」とカップを置く。

　すると熱心に何かをスケッチしていた中学生の石田が、驚いたようにびくんと体を震わせた。

「ああ、驚かせてすみません。集中されていたのですね」

「あ、いえ」

　石田はスケッチブックを隠すようにして首を振る。

「何を描かかれていたのですか？」

「…………」

　弱ったようにしながらも、石田はおずおずとスケッチブックを清貴に見せた。

　そこには茶室『梅隠』が描かれていて、清貴は「へぇ」と感心の声を上げる。

「記憶を頼りにスケッチされたわけですよね。素晴らしいですね」

「す、素晴らしくなんかないし」

　石田は頬を赤らめて俯く。

「いえ、素晴らしいですよ」

「……か、母ちゃんは、絵ばかり描くなって言うし、父ちゃんは男のくせにスポーツをしないなんて軟弱だって」

　そう呟つぶやく石田に、他のボランティアたちは気の毒げな目を見せるも、

「ああ、それは、良かったですね」

　そんな中、清貴だけは微笑んでそう言う。

　その言葉に、石田も皆も、目を丸くした。

「ど、どうして？」

「理解があって、自由に好きなだけ描かせてもらえるというのは、理想かも知れませんが、反対され、抑圧されるというのも、意外と悪いことではありません。あなたは描きたい欲を膨ふくらませ、さらにその才能を伸ばされるでしょう。短い限られた時間で描こうとする。職業体験でここを選ばれたように、少しのチャンスも無駄にしない。あなたは本当に素晴らしいですよ。もしかしたら、あなたはいつか、自分を抑制していたご両親を見返した上で、感謝する日が来るかもしれませんよ」

　にこりと微笑む清貴に、石田は絶句する。

　そんな彼を見下ろし、

「いいですか、石田くん。すべての環境・状況を自分の武器とし、自分に有利になるように持っていくことです。そうすると、人生は面白いほどに変わってきますよ」

　顔を覗くようにして言う清貴に、石田は大きく目を見開く。

「や、なんか、俺、今寒気が」

「う、うん。啓けい示じを受けた感が」

　大学生の武田と前田が、軽く腕を摩さする。

　その啓示は、決して天使からのものではない気がする、と思うも口には出さなかった。

「前田さんと武田さんは、熱心に何を書かれていたんですか？」

　くるりと顔を向けた清貴に、二人は驚きつつも笑みを見せる。

「これは、普通にレポートで」

「はい、松花堂庭園・美術館のことと、あとはさっき行った石清水八幡宮について。石清水八幡宮の方は、サークルでも発表するので別のノートに書いているんですけど」とサークル用のノートを見せる。

　表紙に『Ｎｏ．⑧』と記されたノートは、これまでに行った社寺をすぐに開けるようにしているのだろう。

『常磐ときわ神社（茨城県）』『尾び陽よう神社（愛知県）』『南なん龍りゅう神社（三重県）』『須す佐さ神社（和歌山県）』というタグシールが貼られていた。

「家頭さん、わたしのノートも見てもらえないかな」

　橋元が目を輝かせて、ノートを開いた。

　そこには『松花堂庭園・美術館・石清水八幡宮および、八幡市にもっと観光客を呼ぶにはどうしたら良いか？』という見出しとともに、彼自身の考えが連なっている。

『八幡市スタンプラリーを企画する』

『美術館はもっと大っぴらに写真撮影をＯＫにして良いとし、ＳＮＳでの口コミの集客を狙う』

　といった、初老の男性とは思えない斬新な意見に、清貴は感心して頷く。

「なるほど、面白いですね」

「わたしは、地元はこの八幡市なんだけど、職場は他府県で観光関連の仕事をしていたので、つい」と彼は笑う。

「それにほら、さっきあの俳優さんが、少しも嫌な顔せずに写真を撮られていたのを見て、さすがだなぁ、と思ってね。ＳＮＳを確認したら、みんなＵＰしていて『梶原秋人、めっちゃイケメンで気さくでいい人』なんて書かれてるんだよ。この情報の速さがすごいなと思ってね。彼は、それを狙ってのことだったのかなぁ」

　自身のスマホに目を落としながら呟く橋元に、

「おそらく、無自覚でそれができているんでしょうね」と清貴は肩を上下させた。

　すると、主婦の細川が弱ったように自分のノートに目を落とす。

「どうしよう、私は今日受けた研修のまとめという、ありきたりなことしか書いてない」

「いやいや、細川さん。それが普通ですから」と、橋元が笑い、その後、各々自分の仕事に戻った。
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　府立大木高校よりも、京都府大の方が自宅から近いということで、私は相変わらず自転車通いをしている。

　とはいえ、学校が終わって、すぐに家に帰るわけではない。

　自転車で下しも鴨がも中なか通どおりを南下し、今いま出で川がわ通にあたったところで西へと曲がり、すぐに見えてくる寺町通をふたたび南下する。

　右側には京都御ぎょ苑えん（御ご所しょ）、左側には京都市歴史資料館などがあり、ただ、ひたすらに寺町通を南下していくと、やがて市役所に辿り着く。

　目の前には、『寺てら町まち専せん門もん店てん会がい商店街』の入口。

　いつものように御お池いけ通の駐輪場に自転車を停めて、私はアーケードを歩いた。

　和文具店、ギャラリー、喫茶店を眺めながら、ここを歩くとなぜか故郷に帰ってきたかのように、心がホッとするのを感じる。

　やがて見えてくる『蔵』の看板。

『鑑定・買取いたします』という看板は、一時的に外されていた。

　今の骨董品店『蔵』には、ホームズさんの姿はない。

　分かっていることだけど、アーケードを歩いている時だけ、少し寂しい気持ちになる。

　ふぅ、と息をつくも、すぐに気を取り直して扉を開けた。

『カラン』と、いつものように鳴るドアベル。

　カウンターには、珍しくオーナーの姿があった。

　ホームズさんが修業に出たことで、オーナーが店に戻るという話だったけれど、実際に店頭に立ったのを見たのは、これが二度目だ。

　おはようございます、と口を開こうとして、私は動きを止めた。

　オーナーの対面には、ホームズさんが座っていた。

「っ！」

　ばくん、と心臓が音を立てる。

　嬉しさに頬を緩ませるも、オーナーとホームズさんの表情が真剣で、私はまた口を閉ざした。

「どうしても、駄目でしょうか」

「お前を快く雇ってくれたところや。それは感謝してる。せやけど、それとこれは別や。青磁と志野の茶碗は貸せへん。ワシが今まで、どこにも貸したことがないのをお前が一番知ってるやろ」

「──はい。家頭家の宝ですからね。ですが、一日で良いのです。僕がしっかりガードしますので」

「生臭坊主に茶碗を盗まれたお前がよう言うわ」と、オーナーは肩をすくめる。

　どうやら、ホームズさんは美術館のスタッフとして、この『蔵』に交渉に来ていたようだ。

　思わぬ緊張感に、胸がどきどきと早はや鐘がねを打つ。

「青磁はともかく、志野の茶碗は他でも当たれるやろ。ほんで、たった一日展示してどないすんねん」

「こんな企画を考えてきました。今日はここでおいとましますが、考えていただけると」

　ホームズさんは茶封筒をカウンターに置いて、立ち上がる。

「どないな企画か知らんけど、貸せへんで。他のもんならええし」

　それについては何も答えず、ホームズさんは「それでは、失礼いたします」と一礼をして、背を向ける。

　その時、ようやく私と目が合った。

　おそらくホームズさんは、背中を向けていたとはいえ、私が店内に入ってきたことに気付いていただろう。

　目が合うなり、にこり、と花が咲くように微笑む。

「葵さん、お疲れ様です。僕がいなくなったことで、あなたに負担を掛けてしまい、申し訳ありません」

「いえ、そんな。ホームズさんこそお疲れ様です」

　スーツにネクタイ姿のホームズさんは、まさに社会人という雰囲気だ。

「──葵さん」

　ホームズさんが私に向かって手を伸ばしかけたその時、

「遊びに来たんとちゃうやろ、松花堂はん」

　とオーナーがピシャリと言う。

　ホームズさんは、聞こえるか聞こえないかくらいに小さく舌打ちをし、

「また、今度ゆっくり。とりあえず電話しますね」と、目を弓なりに細めた。

「はい、お待ちしてます」

　私も笑顔を返すと、ホームズさんがギュッと拳を握る。

「ああ、やっぱり葵さんは今日も可愛いですね。その笑顔に癒いやされます。あの、頭を撫なでても良いですか」

「早はよ、帰れ！」と、再びオーナーが声を上げる。

　ホームズさんは面白くなさそうにしながら、店を出ていった。

「葵ちゃん、かんにん」

　ホームズさんの姿がなくなるなり、オーナーは優しい口調で片手を上げた。

「いえいえ」

「あの偏へん屈くつに葵ちゃんのような存在がいてくれて安心してるし、嬉しくも思ってるんやけど、あの普段とまるでちゃう色ボケぶりを見ると、どうもイラッとしてあかん。大体、男が女に惚ほれても、あないに態度に出すもんちゃうやろ。見てて恥ずかしくてかなわん。塩撒まいたろか！　て気持ちになるで、ほんま」

「…………」

　相変わらず正直で、そして昭和な人だ。

　そんなオーナーはホームズさんが置いていった茶封筒を手にし、企画書を取り出す。

「ほんまにあいつにも言うたけど、青磁はさておき、志野の茶椀やったら、他のとこにもあるやろ。身内やからて楽しようとしてるんちゃうか」

　ぶつぶつ言いながら企画書に目を向けて、オーナーは口を閉ざし、目を凝らすように細めた。

　ほぉ、と興味深そうに息を吐く。

　どんな企画なのだろう？

　エプロンをつけながら気になっていると、オーナーはそんな私の心中を察したようで、ふっ、と口許を綻ほころばせる。

「ほんま、あいつはあざとい男や。誰に似たんやろ」

　そんなふうに言いながらも、どこか嬉しそうなオーナーの様子に私の頬も緩む。

「誰に似たんでしょうか？」

「……あざといとこはワシやな。外見は清きよ美みさんやろ。生いき写うつしやで」

「清美さん……」

「あいつの母親の名前や。ほんまに綺麗なお嬢さんやった」

　オーナーはそう言って、寂しそうに目を落とす。

　そう、ホームズさんのお母さん、清美さんは彼が二歳の時に亡くなっている。

　きっとこのオーナーのことだから、義理の娘となったホームズさんのお母さんをとても可愛がったのだろう。

　オーナーの様子に、胸がずきんと痛む。

　生き写しだという、ホームズさんのお母さん。

　私も会ってみたかったな、と目を伏せた。

「しんみりさせてかんにん」

　オーナーの声に、私は我に返り、微かに首を振る。

「……あの、ホームズさんの企画って、どんな？」

　訊いても良いのだろうか？　と思いつつ、控えめに尋ねると、オーナーは「これやねん」と企画書を私に見せた。

「……ああ、これはたしかに」

　最初に目に飛び込んできた見出しに、私はすべてを納得して、大きく相槌をうち、

「ほんまあざとい男やで」

　大おお袈げ裟さに肩をすくめるオーナーに笑ってしまった。
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　そうして、土曜日。

　十時には美術館に到着しようと、私と香織は、出で町まち柳やなぎ駅で待ち合わせをして、京阪電車に乗って『樟くず葉は駅』に向かうこととなった。

　香織の家は西にし陣じんにあり、出町柳駅が近いというわけではない。

　わざわざ、出町柳駅まで来たのには、理由があったようだ。

「私、一度、『プレミアムカー』に乗ってみたかったんや。葵、付き合おうてくれへん？」

　香織は頬を赤らめ、拳を握り締めながら言う。

「『プレミアムカー』？」

　小首を傾げた私に、香織はパチリと目を開く。

「なんや、知らへんの？　新幹線でいうところのグリーン車みたいなんができたんやで。出町柳から樟葉までやったら、たったの四百円プラスでそのシートに座れるんや。一度でええから、そういう特別シートを体験してみたかったんや」

　香織は手を組んでうっとりと目を細めたあと、ハッと我に返ったようにこちらを見る。

「あ、けど、やっぱもったいないて思う？」

「ううん、たった四百円プラスで、特別シート体験ができるならいいと思う。乗ろうよ」

　ホームズさんもよく『自分にとってプラスとなる良い経験ができるなら出費を惜しまない』と言っているし、自分もその影響を受けたのか、そう思うようになった。

「おおきに。ほんならチケット買おうか」

　香織はとても嬉しそうに微笑み、いそいそと歩き出す。




　そうして、二人でプレミアムカーに乗り込み、並んで座った。

「あかん、ほんまに最高の座り心地や。クセになりそう」

　香織は座るなり口に手を当てて、むふふ、と笑う。

「プレミアムカーって、電源コンセントにＷｉＦｉまで完備なんだ。すごいね」

　へぇ、と洩らすと、香織が得意そうに頷く。

「そやろ。ほんで、このリクライニングシート。樟葉駅までプレミアム気分やね」

　そんな彼女の様子に、私の頬が緩んだ。

「なんだか、香織、ちょっとホームズさんみたい」

「え……、それはちょっと複雑なんやけど」と、本当に複雑そうな表情を見せる香織に、私は思わず笑ってしまう。

　ちなみに『松花堂庭園・美術館』の最も寄より駅は『八幡市駅』と『樟葉駅』と二つあるそうだが、『樟葉駅』からの方がバスの本数が多く、アクセスが良いという話だ。

　九時八分に出町柳駅を出て、三十分も経たずに『樟葉駅』に着く。

　香織の言う『プレミアム気分』は、短いものだったけれど、とても良い贅沢ができた気分で、ほくほくしながら電車を降りた。

「あ、バスが来てるね」

「ほんまや」

　私たちは、ちょうど来ていたバスに乗り込む。約十分で『大おお芝しば・松花堂前』という美術館最も寄よりの停留所に着いた。

「ほんま、晴れて良かった」

　開園して間もない土曜日の美術館は、まだ空すいてるようだ。

　私はホームズさんに内緒でここに来ているため、帽子を目深にかぶってウェーブヘアのつけ毛をしている。香織はキャスケットの中に髪を全部入れて伊だ達て眼鏡めがねと、ボーイッシュな出で立ちだ。

　まずは、庭園を見て回ろうと受付に向かう。

　途中、掲示板に目を向けて、私たちは目をぱちりと開いた。

『学芸員のお話を聞こう！

　京都大学大学院出身で国選鑑定人・家頭誠司先生の孫で弟子の家頭清貴さんが、講師として、松花堂昭乗についてお話をされます。

　時間十一時二十分～十二時　一階講習室にて』

　そんなポスターには、ホームズさんの写真まで貼られている。

「……ホームズさん、こうして写真で観たら、やっぱりイケメンやね。葵、これ知ってた？」

「ううん、知らなかった」

「電話してるんだよね？」

「電話では、ホームズさんの職場での話よりも、他愛もない話をしてることが多くて」

「ラブラブトーク？」

「あ、や……普通の世間話で」と私は熱くなる頬を隠すように俯いた。

「ほんでも、なんやラッキーちゃう？　庭を見て回ったあと、ちょうどええ時間やし、こっそり聴いて帰ろうか」

「うん。後ろの方に座って聴いていこう」

　私たちは、いそいそと受付をすませて、庭園へと向かった。

　かつて中学生だった香織が悟りを開いたという、松花堂庭園は、侘わび・寂さびの中に癒しと美しさがある、素晴らしい和庭園だった。

　この庭園のシンボルであろう茶室を訪れて、ここでお茶を飲みたい、花を活けたい、と話し、悲恋を伝えた謡曲『女郎花おみなえし』の舞台となった『女郎花塚』の前まで来た時には、二人で手を合わせつつ、

「ねぇ、香織は『女郎花』の物語を知ってる？」

「たしか、女性が、都で深い仲になった男を慕ってここまで訪ねてくるんやけど、男はすでに他の女性と良い仲になっていて、失恋のショックで泪なみだ川がわに身投げするのね」

「えっ、ひどい」

「そうしたら、男も自責の念に駆られて、同じように後を追ったっていう悲恋話」

「……複雑な気持ちにさせられる悲恋話だね」

「ほんまやね」

　そう話しながら塚を後にした。

　外園西側の『椿つばき園えん』では、時季的に椿は咲いていなかったが、竹林がとても美しく、二人揃って、ほぅ、と息をつく。

「清涼感があって綺麗」

「ほんまやね。また、悟りを開きそうや」

「今度はどんな？」

「なんだかんだ言って、彼氏がいるって素敵やし、出会いに積極的になるかならないか悩んでたんやけど」

「うん」

「だけど、自分に合わないことを無理するのはやめて、普通に今を楽しむことにしよ、て」

「ああ、無理は良くないよね」

「そやろ」

　と、お喋りに花を咲かせながら、のんびり散歩するように歩いた。

　そのせいか、結構な時間が経っていて、気が付くとホームズさんの講演が間もなく始まる時間となっていた。

　私たちは慌てて、帽子を深くかぶり一階の講習室へと急いだ。





＊　＊　＊






　講演会を控えた清貴は、事務室で書類に目を通し、コーヒーを口に運んだ。

「ああ、いよいよだね、清貴くん。なんだかすごい人が集まってるよ。大丈夫、緊張しないかい？」

　井川が心配そうに、清貴の周りをウロウロと歩き回る。

「ええ、とっても緊張していますが、がんばります」

　カップを置いて、にこり、と微笑む清貴に、事務室にいた者たち皆が『絶対に嘘だ』と心の声を揃えたが、井川だけは別であり、

「そうだよね、やっぱり、清貴くんでも緊張するよね。午後から梶原さんのマネージメントもあるし、講演が終わったら、すぐ休憩に入っていいからね。あ、はい、これお水」と、ミネラルウォーターのペットボトルを手渡した。

「ありがとうこざいます。それでは、そろそろ」

　清貴は書類とペットボトルを手に、すっくと立ち上がると、杉並が、「ああ、待って」と駆け寄る。

「まず私が、前振りの挨拶をするから、呼びかけたら出てきてくださいね」

　確認するように言う杉並に、清貴は「はい」と頷いた。





＊　＊　＊






　──私と香織が訪れた時には、すでに講習室は人で埋め尽くされていた。

　白い壁の講習室は、今回の講演会に合わせてなのだろう、『書』や屏びょう風ぶや掛け軸が展示されている。

　正面に教卓、その後ろにはプロジェクタースクリーンがあり、女性スタッフがマイクの確認をしていた。

　まだホームズさんの姿はなく、私たちは、ホッとしてコソコソと一番後ろの椅子に腰を下ろす。

　この人だかりで一番後ろの席、そして私たちはこの出で立ちだ。

　きっとホームズさんに気付かれずに、講演を聴けるだろう。

「最近、この美術館に入った新しい人、『家頭さん』っていうんやね」

「そうや、前にテレビに出てたあの有名な鑑定士さんのお孫さんやて」

「すごいイケメンって、注目してたんだけど、元京大院生だったんや」

　そんな囁ささやき声があちこちから聞こえてきて、私と香織は思わず顔を見合わせて、頬を緩ませた。

「ホームズさん、早くも話題の人なんやね」

　さすがや、と洩らす香織に、私は「うん」と小声で頷く。

　すると香織の隣に座っていた男性が、ぱちりと目を開いて、こちらを見た。

「あれ、君たちはもしかして家頭の知り合い？」

　そう言った彼は、二十代半ばの黒髪に短髪、眼鏡を掛けた男性だ。

「……あ、はい」

「俺は小こ日向ひなたといいます。彼と同じ大学で」

　どうやらホームズさんの知り合いだったようだ。『ホームズ』という愛称は大学でも通じているため、すぐに知り合いだと分かったのだろう。

　よろしく、と笑みを見せる彼に、私と香織は、真城です、宮下です、と会釈をした。

「小日向さんはホームズさんのお友達ですか？」と尋ねた香織に、

「友達っていうのかな。家頭はあまり人と深く付き合わず、浅く広く誰とでも仲良くしてるから、こっちが『友達』だと思ってても、あっちは思ってくれてなさそうな気がするけど」

　そう話す彼に、私は相槌をうつ。

　ホームズさんは、たしかにそういうところがある。

「学部も違うし、知り合ったきっかけは、共通の知り合いが企画した大学内での合コンだしね」

「合コン」と私たちは瞬いた。

「家頭は頭数合わせに頼まれたらしいんだけどね。あの通りイケメンだから、客寄せパンダになるし。大学内でもモテるんだけど、いつもさらりとかわしまくってるんだよ。もしかして女に興味がないのかと思って、それとなく訊いたら、『ちゃんとお付き合いするつもりがないのに、同じ大学の女性に手を出したりしません。後々面倒なことになりますから』って答えたんだよ。『こいつは品行方正な顔して、なかなかひどい男だ』って、少し好きになって。それから、ちょくちょくつるんでたんだ」と、彼は笑う。

　香織は呆然と口を開けて、私は額に手を当てた。

　……嗚あ呼あ、まさにホームズさんだ。

「君たちも家頭のファンなんでしょう？　そんな男だから、心してかかった方がいいよ」

　そんなふうに言って愉しげに目を細める彼に、香織が眉をひそめた。

「ファンではないです。私はホームズさん、苦手やし」

「へぇ、そうなんだ」

「それよりも、そういう話は相手をちゃんとたしかめてからした方がええと違います？　彼女はホームズさんの彼女やし。あなたの配慮のない言葉に傷付いたかと」

　睨むような目を見せた香織に、彼は驚いたように目を見開く。

「え、君が家頭の？　そういえば、家頭に彼女ができたらしいって、噂うわさは耳にした気がするけど、君がそうなんだ」

　そう言って意外そうに私を見る彼に、香織はさらに眉根を寄せた。

「いちいち失礼な人やね。その反応はなんなん？」

　香織がさらに口調を強めたところで、私は慌てて「ありがとう、香織。全然大丈夫だから」と、手を伸ばす。

「あ、いや、本当に失礼だったよね。家頭が真城さんのような、可愛らしい若い女の子を選んだのが意外で。なんていうか、年上の女性とかを選びそうな気がしてたから」

　彼の意外さは私も香織も理解できて、ああ、と相槌をうった。

「真城さん、本当に失礼しました。ここ一年くらいお互い忙しくて、家頭とは密に連絡を取っていなくて。彼女ができたって噂もガセだと思ってたから」

「いえいえ。大丈夫ですよ、本当に」

　私が首を振ると、彼はホッとした様子で、今度は香織に目を向ける。

「俺は小日向圭けい吾ごといいます。宮下さん、下の名前はなんていうんですか？」

「……香織ですけど」

「俺は今も京大で研究を続けていまして。それは割と真ま面じ目めに」

「はぁ」

「もし良かったら、今度食事でも……」

「なんで私を誘うんですか？」と、香織は怪訝そうに目を細める。

「香織さんに興味を持ったからです」

「私はあなたに良い印象を持てなくて。すみませんが、お断りします」

　ぺこり、と頭を下げて、スッと前を向く香織に、彼は感心したように、へぇ、と息を吐いた。

「……香織さんって、すごくカッコイイ人なんですね」

「っ！」

　彼がぽつりと零した言葉に、香織の頬が赤くなった。

「なんやの、ほんま」

　香織は火ほ照てる頬を隠すように、彼から顔を背ける。

　香織が私のことを案じて、彼を『失礼な人』と怒ってくれて、良い印象を持てなかったのは分かるけど、彼は、決して悪い人間ではないかもしれない。

　きっと私たち二人のことを、ホームズさんに単純に憧れを抱いている女の子だと思って、『あれは見た目と違って厄介な男だよ』と忠告してくれただけのことだ。

　彼の言う通り、ホームズさんは、結構厄介な男なわけだし……。

　私がそんなことを思っていると、時間になったようでスタッフの女性が前に出て、開始の挨拶を始めた。

「──皆さん、お集まりいただきありがとうございます。当美術館の学芸員・杉並と申します。今、この松花堂庭園・美術館に、国選鑑定人として知られる家頭誠司さんのお孫さんで、お弟子さんでもある家頭清貴さんが、期間限定ですが、修業を兼ねて働いてくれています。当美術館としては、この機会を逃すわけにはいかない、と思いまして、講演会を開いてもらおうということになりました。ぜひ、知的でスマートなイケメン学芸員、家頭さんの講演を最後までごゆるりとご堪能くださいね」

　そんなユーモラスな挨拶に、会場からくすくすと笑いが起こる。

「それでは、家頭さん、よろしくお願いします」

　彼女の呼びかけに、ホームズさんが姿を現わし、皆は期待に満ちた様子で拍手をする。

　若い女性たちが「わあ」と声を上げていた。

　いや、老若問わずかもしれない。

「ご紹介に預かりました、鑑定士見習いの家頭清貴と申します。見習いなのに、こんな立派なところで図々しく講演なんて申し訳ありません。ですが、一応学芸員の資格は持っておりますので、そこだけはご安心ください。どうぞよろしくお願いいたします」

　ホームズさんは胸に手を当てて、にこりと微笑む。

「──さて、皆さん、『松花堂昭乗』をご存じでしょうか？」

　その問いかけに、皆は弱ったような表情でほんの少し身を縮ませる。

　大多数の人が、『よく知らない』と思っているようだ。

「では、『松花堂弁当』はご存じでしょうか」

　それには、皆はすぐに顔を明るくさせて微かに頷く。

「松花堂昭乗は、松花堂弁当の名の由来であります。そもそもどんな人物だったかというと、この八幡市にある石清水八幡宮の僧でした」

『神社に僧？』と、皆が首を捻る。石清水八幡宮を峰に頂く男おとこ山やまは、江戸末期まで神仏習合の山だったんです、と、ホームズさんは付け加えた。

「大変、優秀な彼は、『阿あ闍じゃ梨り』にまでなります。ちなみに『阿闍梨』といえば、あの有名なお菓子を連想しますが、真しん言ごん密みっ教きょうにおける職位で、簡単に言うと弟子たちの模範となる高僧である証ですね」

　そう話すホームズさんに、阿闍梨といえば『阿闍梨餅』を連想していたであろう若い男女が、へぇ、と声を洩らす。

　私も少し前なら、同じように『そうだったんだ』と感心をしていたに違いない。

「松花堂昭乗は、一芸を極めるタイプではなく、マルチにその才能を発揮しました。まずは、右側の壁に掛けられている『書』……」と、ホームズさんは、右手で松花堂昭乗の『書』を示す。

　左手に持っていたリモコンを操作して、同時にプロジェクタースクリーンに、松花堂昭乗の『書』が映し出された。

　赤や青といった色紙に、何かが書かれている。

「とても、のびやかで美しい書ですね。さて、これは、何が書かれているか分かりますか？」

　ホームズさんの問いかけに、皆が目を凝らしたのが分かる。

「皆さんも馴染みがあるものだと思いますよ。お正月もそうですし、最近は競技にもなっていますね」

　すると前列に座っている中学生くらいの少年が、「百人一首？」と、あまり大きくない声で問う。

「はい、石田くん、正解です。これらは百人一首です。藤ふじ原わらの定てい家かが撰せんした『小倉おぐら百人一首』を、松花堂昭乗はそれぞれの歌に合わせて、美しく装飾した料紙に書しょしているんです。

　表紙には金銀の切箔が散らされ、彩色で草木を描いています。百枚の色紙は、単調にならないよう工夫も施されていまして、また、文字も大変読みやすく配置されています。このことから、松花堂昭乗は、ただ美意識に優れていただけではなく、人を楽しませる配慮を忘れない、大変エンターテイメントに富とんだ文化人であったことが窺うかがえます」

　その後、松花堂昭乗が描いた柔らかな絵を紹介した。

　ホームズさんは、とても分かりやすい解説に乗せて、松花堂昭乗が近衛信尹・本阿弥光悦とともに『寛永の三筆』の一人であること、そして彼らが活躍した時代の逸話などを交えて、それは楽しく興味深く話してくれた。

「──それでは皆さま、時間になりましたのでこの辺で。拙つたない講演ですが、最後までご清せい聴ちょう、ありがとうございました」

　アッという間に、講演時間を終えていた。

　皆は、『もっと聴いていたかったね』という様子で思い思いに席を立つ。

　私と香織も、ホームズさんに気付かれぬうちに、講演室を出ようと、立ち上がる。

　このあとは、せっかくだから隣接している『[image: ]兆』で松花堂弁当を食べて帰ろうと、予約していた。

　ちらり、と目だけでホームズさんを確認する。

「家頭さん、お疲れ様でした。とても良かったです、楽しかったです」

　と、最初に挨拶をした杉並さんという学芸員が駆け寄っていた。

「ありがとうございます。このまま休憩に入っても良いんですよね？」

「ええ、本当にお疲れ様でした」

「それでは、今から休憩に入らせていただきますね」

　まるで念を押すように言うホームズさんに、彼女は少し戸惑った様子ながらも「ええ、ゆっくりしてください」と頷く。

　ホームズさん、これから休憩なんだ……。

　少し離れたところで聞きながら、そのまま講習室を出ようと背を向けたその時、

「──葵さんっ！」

　背中にホームズさんの声が届き、びくん、と肩が震えた。

　私が振り返ると、ホームズさんがすぐ目の前まで来ていて、ぎょっとしてしまう。

　戸惑う間もなく、彼は私の手を取り、両手で包つつむようにギュッと握った。

「ああ、葵さん、来てくださったんですね！　とっても嬉しいです。もしかして、『蔵』のサイトを見てくださったんですか？」

　嬉々として尋ねるホームズさん。

　どうやら、ホームズさんは『蔵』のホームページに自分が今日ここで講演することを告知していたようだ。それで、それをたまたま見た小日向さんが来たのだろう。

「あ、いえ……」

「来ていただけるなんて、感激です。僕が松花堂庭園・美術館で働き始めてから、葵さんは一度も『今度行きますね』といったことを仰ってくださらなかったので、来るつもりはないのかと」

「いえ、そんな。でも、ホームズさん、修業中の身ですし……」

　行っても良いのか迷っていただけだ。

「ええ、そうなんです。僕も修業中の身なので、安易に『遊びに来てや』なんて言えなかったんですよ。あなたから言ってくれたらと思ってまして。でも、来てくれそうな雰囲気もないし、そもそも働いている僕に興味がないのかと思っていました」

　そう言って、うるっと目を潤ませたホームズさんに、慌ててしまう。

「そんなことないですよ。本当はすぐにでも来たかったし、今日は偶然なんですが、ホームズさんの講演を聴くことができて嬉しかったです。とても分かりやすくて、面白かったです」

「葵さんっ」とホームズさんは、握っている手に力をこめる。

「ホームズさん……」

　そこで、気が付いた。

　周囲の人たちが、呆然と立ち尽くして私たちを見ていたことに。

　スマートに講演していた彼の変貌ぶりに驚いたのだろう。

　学芸員の杉並さんは、「家頭さん、ツンデレじゃなくて、デレッデレなんだ……」と洩らし、先ほど質問をしていた石田くんという中学生男子は、まるでショックを受けたような顔をしている。

　そんな中、他の誰よりも、『信じられないものを見た』という顔をしているのが、小日向さんだった。

　目と口をこれ以上ないほどに開けて、私たちを凝ぎょう視ししている。

　彼の視線に気付いたホームズさんが、にこりと微笑む。

「ああ、小日向。久しぶりやな。今日はおおきに」

「──あ、ああ。ああ、ああ、そうだな」

　あきらかに、『ああ』という相槌の数がおかしい。

「お前も院を修了したし、『蔵』の経営を始めているのかなと急に思って、サイトを見て知ったんだ。いや、でも、その……真城さん、すみません」

　今度は、突然、私を見て頭を下げる。

「えっ？」

　なぜ謝られたのか分からずに、瞬くと、

「君が家頭の彼女だって、半信半疑だったんだ。嘘をついているとは思ってないけど、君が一方的に彼女だと思っているのかと……」

　小日向さんの知るホームズさんは、とことん女性と交際するような男ではないようだ。

「あ、いえ」

　私が首を振る横で、ホームズさんは息をついて、小日向さんを見た。

「……小日向」

　ホームズさんは小日向さんの肩に手を載せて、耳元で何か囁ささやく。

　瞬時に小日向さんの顔がひきつったことから、おそらく『せやから、昔のオイタ話はせんといて』といったことを言ったのだろう。

　ホームズさんは気を取り直したように、振り返って私と香織を見た。

「こんにちは、香織さん。今日は来てくださって、ありがとうございます」

「いえいえ、私もホームズさんの講演、楽しませてもらいましたし」

「これから、香織と松花堂弁当を食べに行くんですよ」

　そう言うとホームズさんは、「そうでしたか」と柔らかく目を細める。

「どうぞ、ゆっくり楽しんできてくださいね。もし良かったら、食べ終わったら事務室に顔を出してください。冊子とかお渡ししますし」

「ホームズさんも、もし良かったら一緒にどうですか？」

　香織が私たちを気遣ってそう尋ねると、ホームズさんはそっと首を振る。

「僕は事務室で自分の作ってきたお弁当を食べながら、資料の確認もしなくてはなりませんので。どうぞ、女性同士で楽しいひと時をお過ごしください」

　ホームズさんもきっと私たちを気遣ったのだろう、にこやかにそう言う。

　私たちはホームズさんに会釈をして、そのまま隣の料亭『京都[image: ]兆』に向かった。

「──[image: ]兆の『松花堂弁当』楽しみだね」

　ウキウキしてそう話すと、香織が、うんうん、と相槌をうつ。

「そやけど、ホームズさんが自分で作ったお弁当も気になるし」

「うん、気になるよね」

「絶対、彩りが良さそうや」

　くすくす笑っていると、背後から駆け寄ってくる足音が聞こえてきた。

「真城さん、香織さん」

　振り返ると、小日向さんが足を止めて、切れた息を整えていた。

　なんだろう？　と思っていると、

「俺はもう帰るんですが、これだけ、受け取ってください」

　彼はポケットから名刺を出した。

　目の前に名刺を差し出されて、香織は戸惑いながら手にすると、彼は嬉しそうに微笑む。

「ありがとう、それじゃあ、また」

　そう言って、私たちに背を向けた。

「見事に香織にだけ名刺を渡したね」

　思わず笑ってしまった私に、香織は肩をすくめる。

「葵に渡したら、ホームズさんが怒るからやろ。さっきの耳打ちは絶対、『僕の女にちょっかい出したらあかんで』的なことを言うてたと思うし」

「えっ、そうなのかな。私は過去の口止めかと思ってた」

「そんなん、わざわざ口止めしなくても、分かるやろ」

　そんな話をしながら、名刺に目を落とす。

『京都大学大学院医学研究科　血液・腫しゅ瘍よう内科学　研究員　小日向圭吾』と記されていて、私たちは言葉を詰まらせた。

「医学研究科……。ものすごい優秀な人に気に入られたんだね、香織」

「からかってるだけやろ」

　香織は息を吐くようにそう言って、名刺をバッグに入れた。
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　清貴が事務室に入ると、杉並たちスタッフは驚いたように顔を向けた。

「家頭さん、まだ休憩時間ありますよ？」

「ええ、これからお昼にしたいと思ってます」

　と、清貴は自分のデスクについて、バッグの中から弁当箱を取り出す。

「あ、今日もお弁当なんですね」

　清貴がこの美術館に来てから、毎日手作り弁当を持参しているため、杉並は特に驚きもなく、納得した様子で頷く。

「彼女さんたちは、もしかして『[image: ]兆』に？」

「ええ」

「てっきり家頭さんも一緒に行くのかと思ってた」

「最初からの約束ならさておき、女友達同士の楽しいランチタイムに突然、彼氏がお邪魔するのは無ぶ粋すいでしょう」

　そう言う清貴に、杉並は少し笑って相槌をうつ。

「家頭さん、分かってる。そうなんだよね、最初からの約束ならいいんだけどね。途中からは、空気が変わっちゃうっていうか」

「ですよね」

「それにしても、家頭さんって彼女とかにもツンデレな人かと思ってたから、意外だった。彼女さんにあんな勢いで駆け付けるタイプだとは、夢にも……」

　そこまで言って、ぷっ、と笑う杉並に、近くに座っていたボランティアたちも笑って頷いた。

　だが、中学生の石田だけは、面白くなさそうに目をそらす。

「……家頭さん、もっとクールな人かと思ってた」

　明らかにがっかりした様子の石田に、大学生の武田が「いやいや」と微笑んで、首を振った。

「俺はちょっとホッとしました。家頭さん、いつも完璧スマート人間すぎたから」

　すると主婦の細川も、うんうん、と頷く。

「ギャップがあるって最高。織田信長なんかもそうよね」

　突然、彼女の口から『織田信長』の名前が出てきて、あまりの突拍子のなさに皆は、

「織田信長？」と訊き返す。

　彼女は慌てたように手をかざした。

「あ、ごめんなさい。私は歴史好きで、つい」

　すると、前田が目を輝かせて身を乗り出す。

「細川さん、『歴女』なんですか？　私もそうなんです」

「『歴女』っていえるほど、詳しくないかもだけど。大学で歴史を専攻していた程度で」

「あ、私もです。この大学で歴史を選考してて。今、石田くんに見せてたんですけど」

　前田が側にあった京都府内の大学のパンフレットをかざすと、細川は目をぱちりと開いた。

「……あ、私、この大学出身」

　その言葉に、前田と武田は目を輝かせた。

「本当ですか？　細川さん、俺たちの先輩だったんだ」

「世間って、狭い」

　興奮気味に語る二人に、細川は遠慮がちに話を続ける。

「もしかしたら、さらに『世間は狭い』かもしれない。実はお二人が持っていたサークルのノートを見て、『もしかして』と思っていたの。私も、かつて同じサークルに属していたかも」

　武田と前田は、「えっ」と洩らして、動きを止めた。

「サークル名、今も変わってなかったら、『小こ鳥とり×２』じゃない？」

　そう続けた細川に、武田と前田は大きく目と口を開いた。

「そ、そうです。今も『小鳥×２』のままです」

「すげー、鳥肌！」

　痺れたように自分を抱きしめながら盛り上がる三人を前に、

「たしか、日本史とパワースポットを調べたりするサークルだって言ってたけど、どうして、その名が『小鳥×２』なんだろうね？」

　傍で訊いていた橋元が独り言のように呟いて、首を傾けた。

　その時、副館長の井川がスマホを握り締めたまま、事務室に足を踏み入れた。

「──えっ？　そんなことが？　ああ、もう大丈夫なんですね。では、予定通り梶原さんがいらっしゃいましたら、うちの家頭がそちらにご案内したいと思います。えっ？　ああ、はい、分かりました。では私どもも後ほど」

　井川は会釈をしながら電話を切って、スマホをデスクの上に置いた。

「あれ、井川さん、もしかして何かあったんですか？」

　すぐに尋ねた杉並に、彼は「ああ」と後頭部に手を当てる。

「児島さんから、電話があってね」

　児島さんとは、石清水八幡宮の神主である。清貴も箸を持つ手を止めて、井川を見やる。

「なんでも、境内に猿が現われたそうなんだよ」

「猿が……。あの山に猿なんていたんですね？」

「いや、僕は今まで見たことないんだけどね」

「何か悪さを？」

「大人しい猿だったみたいで、悪さもしていないし、すぐにいなくなったそうなんだ。だから、梶原さんをお連れするのに問題はないようなんだ」

「良かった」

　杉並はホッとした様子で、胸に手を当てる。

「けど、児島さんが、もう一度ボランティアさんたち五人をお連れしてほしいというんだよ。だから、君たち、また八幡宮に行ってもらえないかな。もちろん送るから」

　その言葉に、石田、前田、武田、細川、橋元の五人は、『自分たちですか？』という目を見せ、井川はこくりと頷いた。
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『[image: ]兆』で松花堂弁当を食べ終えた私と香織は、いそいそと料亭を出て、美術館の方に向かう。

「もしかして、て思うてたけど、やっぱりホームズさん、私たちの支払いしてくれてたんやね」

「……うん」

　食べ終えて、いざ会計をしようとした時に、「家頭さんからいただいておりますので」と仲居さんが言ったのだ。

「良かったんやろか。気が引けるわ」

　歩きながら肩をすくめる香織に、私も「うん」と頷いた。

「気が引けるよね。けど、こういう場合、素直に喜んだ方がホームズさんは嬉しいみたい」

「そうなんや。ほんま、すごいわ。ホームズさんて、バブル期の男みたいやね」

「バブル期というか、オーナーの教えからきてるみたいで。『締めるところ締めて、使う時は使う。富豪のように振る舞うほどに、金が付いてくる』って」

「ああ、うちのお祖父ちゃんもそんな感じやわ。思えば宮下呉服店も小心者のおとんの代になってから、経営が厳しくなってきた気がするし」

「でも、それは時代もあると思うよ？」

「そうやね。そやけど、お姉が斎王代に選ばれた時も、『お金かかる、どないしよう』ってなってたのを『こないな好機を逃すなんて、お前の目は節穴か！』ってお祖父ちゃんに怒鳴られて、ハッとしたらしいよ。これは後から訊いた話なんやけど」

「そうだったんだ。香織のお祖父ちゃんも、本当にオーナーっぽいね」

「そやろ。けど、ホームズさんはオーナーの教えを受け継いでいても、そないな感じとも違うよね」

「うん、ホームズさんはオーナーの考えを中心に、店長のスマートさがコーティングされてるから」

「ええとこどりやね」

「本当に」

　私たちは、くすくす笑って美術館入口に足を踏み入れる。

　すると、館内の女性たちの「きゃあきゃあ」という黄色い声が聞こえてきた。

　また、ホームズさんが何か始めたのだろうか？

　しかし、女性たちの視線は、ホームズさん……ではなく、その隣に立つ秋人さんに集中していた。

「──秋人さん？」

　ぱちりと瞬きをする私たちに、秋人さんはこちらを向いて、「おう」と手を挙げる。

「葵ちゃんに香織ちゃん、久しぶりだな」

　眩しい笑みを見せる秋人さんに、香織は赤面して硬直し、すぐに俯いた。

　香織は、『イケメン好き』と言いつつ、こうして目まの当たりにすると、緊張で固まってしまう。

　秋人さんには慣れたと思っていたけれど、久しぶりに会うと、やはり緊張してしまうようだ。

「秋人さんも、ホームズさんに会いに来られたんですか？」

「いや、今日は俺、仕事を兼ねて来ているんだ」

「仕事？」

　私の問いに、ホームズさんが口を開く。

「『京日和』の撮影場所の下見に、石清水八幡宮に視察に行くことになったんです。僕も同行するのですが」

　すかさず秋人さんが、ホームズさんの肩に手を回す。

「これから半日、ホームズは俺のジャーマネってことで」

　ホームズさんの肩を抱き寄せて、ニッと笑う秋人さんに、周囲の女性たちが「きゃあ」と口に手を当てた。

「……この手はいりませんね」と、いつものようにホームズさんは、その手を払う。

「そんなわけで、僕は秋人さんを連れてもう出るのですが、お二人はどうぞゆっくりされてくださいね。お渡ししたい冊子は事務室の僕のデスクに置いてますので、帰りにスタッフに訊いていただけると……」

　ホームズさんがそこまで言いかけると、

「ってか、葵ちゃんと香織ちゃんも一緒に行かねぇ？」

　秋人さんが私たちの顔を覗くように見た。

　えっ、と小さく洩らしたのは、私たちではなく、ホームズさん。

　驚いたように目を開いている。

「いいんですか？」

　そう訊いたのも、私たちではなくホームズさん。

　嬉しさを抑えたような口調だった。

「ああ、女の子が一緒だったら嬉しいし、何より葵ちゃんがいたら、お前の機嫌がいいからな」

「秋人さん、いい人ですね。今度、何かご馳走します」

　今度は、ホームズさんが満面の笑みで、秋人さんの肩に手を載せた。

「葵ちゃんにかかると単純すぎるところが、ちょっと気色悪いよな」

　本当に気色悪そうに顔をしかめる秋人さんに、私たちは笑ってしまった。

「葵さん、香織さん。秋人さんもああ言ってくださっていることですし、良かったら石清水八幡宮に一緒に行きませんか？」

　ぱっ、と花が咲くような笑みで私たちを見るホームズさんに、香織が笑いを堪えるように口に手を当てた。

　石清水八幡宮は『厄やく祓ばらい』で有名であり、その名だけは知っているものの、今まで行ったことがない。

　同行させてもらえるならば、それは願ってもないことだ。

「はい、ぜひ。そして、ホームズさん、お昼ご馳走様でした」

　私が礼を言うと、香織もすぐに頭を下げる。

「ほんまに、私までご馳走様でした」

　ホームズさんは、いえいえ、と首を振り、「それでは、行きましょうか」と館内を出て、歩き出す。

　駐車場では、この美術館のネームプレートを下げた男性と老若男女五人が、車に乗り込んでいるところだった。

「井川さん、今出られるんですか？」

　とホームズさんが問うと、呼びかけられた男性は「うん」と頷く。

「僕はボランティアさんたちと一足先に行ってるから、清貴くんは梶原さんの案内をよろしく頼むね。手厚くね」

　彼は念を押すように言って、私たちに会釈をし、ワンボックスカーの運転席に乗り込んで車を出した。

「今の五人は？」

　ホームズさんに質問していた中学生・石田くんの姿もあった。

「ボランティアや職業体験の子でして。彼らもこれから石清水八幡宮に向かうんですよ」

　ホームズさんはそう言って、社用車と思われるワンボックスカーの後部席のスライドドアを開ける。

「あ、俺は助手席でいーや」と、秋人さんは、素早く助手席に乗り込んだ。

「それでは、葵さん、香織さん、どうぞ」

　後部席を示して言うホームズさんに、私たちは会釈をして車に乗り込んだ。




「──さっきのボランティアの人たち、年齢とかバラバラなんだな」

　走り出した車の中で、秋人さんは、思い出したように口を開く。

「ええ、大学生の男女二人だけが一緒で、あとは定年された男性、三十代前半の主婦と中学生男子ですね」

「共通点は『美術好き』なのか？」

「ええ、あと、皆さんそれぞれに趣味や想いがあって、興味深かったですよ」

　と、ホームズさんは運転をしながら、五人について知っていることを私たちに話してくれた。
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　車で走って十五分くらいだろうか。

　そんな話をしていると、八幡市駅前の駐車場に着き、私たちは車を降りた。

　参道の入口は、八幡市駅のすぐ側にあり、

「──ここが、石清水八幡宮なのか？」

　振り返って尋ねる秋人さんに、ホームズさんは軽く咳払いをする。

「申し訳ありませんが、秋人さん」

「なんだよ」

「車でもっと上まで登って、社殿近くの駐車場に車を停めることができます。ですが、ここからケーブルカーを利用するのが一般的でしょう」

「おっ、そうか。ケーブルカーで行くってわけだな。全然ＯＫ」

「いえ。ケーブルカーを利用するのは、葵さんと香織さんだけです。あなたの場合は、しっかり麓ふもとから上まで登り、この石清水八幡宮のすべてを知っていただきたいのです」

「……どのくらい時間かかるんだ？」

「三十分くらいでしょうか。あなたと僕でなら、二十分くらいで着くかもしれません」

　秋人さんは「うええええ」と露骨に嫌そうな声を上げる。

「なんでわざわざ、徒歩で向かわなきゃなんねーんだよ」

「徒歩でしか目にできない見どころもたくさんあるんです。あなたは、テレビでここを紹介しなくてはなりませんから、すべてを知っていた方が言葉に説得力が出ますし」

「大丈夫、説得力なら自信があるし」

「ちなみにこの石清水八幡宮は、『厄除け』と『必勝祈願』に霊験あらたかな神社です。徒歩で登ったなら、あなたはさらに開運されるんでしょうね」

　遥か山頂を見上げながら言うホームズさんに、秋人さんは動きを止めた。

「……ったく、しゃあねぇな、行くよ。そんじゃ、葵ちゃん、香織ちゃん、またあとで」

　秋人さんは、そう言って片手を上げた。

　私と香織は顔を見合わせて、「いえ」と口を開く。

「私たちも一緒に登ります。靴もスニーカーですし」

「開運ダイエットやね」

　そう言うと、秋人さんは顔を明るくさせた。

「おっ、みんなで登るなら、楽しいかもな。それじゃあ、行こうぜ」

　ということで、皆で登ることとなった。

　ホームズさんが言っていた通り、頓とん宮ぐう、八幡様が祀まつられる前からあった『石清水社』の霊泉といわれる湧き水と、徒歩でしか目にできない見どころもたくさんあった。

　歩きながらホームズさんは、この男山が、京都の鬼門と言われる北東の比ひ叡えい山ざんとは対極の西南にあり、石清水八幡宮は京都の『裏うら鬼き門もん』を守護する社であること、また、石清水八幡宮が、伊い勢せ神宮、賀か茂も社しゃ（上かみ賀が茂も・下しも鴨がも神社）と並ぶ日本三社の一社であることを説明してくれた。

「お伊勢さんや賀茂大社と並ぶ、日本三社の一社だったんですね。知らなかった」

「私もや。『厄祓いの八幡さん』くらいなもので」

　そう言って頷く香織に、ホームズさんは肩をすくめた。

「松花堂昭乗同様、その素晴らしさがさほど知られていないのが、残念なところですね。かつては『一生に一度は石清水八幡宮へ行きたい』と仁和にんな寺じの僧が切望していた社寺なのですが……」

「仁和寺の坊さんが？」

「ええ、『徒つれ然づれ草ぐさ』に出てくる話ですよ。仁和寺の老僧が『一生に一度は石清水八幡宮へ行きたい』とこの男山に訪れて、麓ふもとの高こう良ら神社を見て、そこが石清水八幡宮だと思い込んで、山頂の本殿にはいかずに帰ってしまうという話です」

　その話に、私たちの頬が緩む。

　車も電車もなかった時代、仁和寺からこの山に来るだけでも大変だっただろうに、せっかく来たのに麓の社を本殿と勘違いして帰ってしまうなんて。

「そりゃ、気の毒なじーさんだな。なんかお前んとこの親父……店長っぽいな」

「うちの父ですか？　そうですね、そういうところはありそうですね。この前も、インスタントコーヒーをドリップして、『清貴、この豆、すべてなくなってしまったよ、不思議だ』と言ってましたし」

　そんな店長の姿が容易に想像がついて、今度は声を上げて笑ってしまった。

　そうして、麓の町並みがかすむころ、三の鳥居が見えてきた。

　南総門をくぐると、平へい坦たんな一直線の道の向こうに石清水八幡宮の社が見えてきた。

　この山の中に鮮やかな朱色の社殿は、とても美しく目に眩しい。

「ようやく、着いた」

　手水舎で、手と口を清めていると、

「清貴くん、梶原さん！」

　井川さんが大きく手を振って駆け付けてきた。

「井川さん、お疲れ様です」

「いやいや、皆さんこそお疲れ様。下から登ってきたんだね」

「ええ、彼にしっかり石清水八幡宮を見ていただきたくて。ところで、ボランティアさんたちは？」

　ホームズさんは首を伸ばして、五人の姿を捜す。

「彼らは、社の休憩室にいるんだ。それより、紹介するよ」

　井川さんは振り返って、水色の袴姿の男性を見た。

「この石清水八幡宮の神主さんで、広報なんかも担当している児こ島じまさん。話には訊いてると思うけど、直接会うのは初めてだよね」

　井川さんに紹介を受けた神主さんは、三十代後半の男性だった。

「児島です。よろしくお願いいたします。家頭さんのことはよく訊いておりますし、梶原さんのご活躍はテレビで拝見しています」と、柔らかな笑顔で会釈をする。

　ホームズさんが、「はじめまして、家頭清貴です」と会釈を返す後ろで、

「なんや、神主さん、爽やかでカッコいいかも」

　香織が頬を赤らめて、口に手を当てていた。

　それとほぼ同時に、秋人さんが「へぇ」と感心の声を上げ、

「『神主』っていうと、じーさんなイメージ持ってたけど、児島さん、若くてカッコいいっすね。カラオケとか何歌うんすか？」

　突然、そんな質問をしたことに、ホームズさんは呆れたように秋人さんの頬をつまむ。

「いきなり、何を突拍子もないことを訊かれているんですか」

「い、いてて。いや、だってよ、神主さんとか、カラオケ行ったらどんな歌を歌うのか興味ねぇ？」

「そんなことに興味を持ったことはないです。もっと他に訊くことはないんですか？」

「いてぇよ、頬を引っ張るな。イケメンが崩れるだろ」

　そんな二人を前に、神主さんは、ふふふ、と笑う。

「歌はあまり得意ではないのですが、お付き合いで歌う時は、福ふく山やま雅まさ治はるさんの『桜さくら坂ざか』を少々……」

「おー、マジっすか？　やっぱ歌う曲もカッコいいっすね」

　秋人さんは目を輝かせ、その横でホームズさんが額に手を当てた。

「すみません、児島さん。変なことに答えていただいて」

「いえいえ、お二人はとても仲がよろしいんですね」

　神主さんは愉しげに目を細め、「ご案内いたしますので、どうぞ、こちらに」と歩き出した。

　そんな神主さんの後に続いて歩きながら、秋人さんは朱色の社殿を仰いで、眩しそうに目を細めた。

「いやぁ、なんか、『極ごく楽らくの宮殿』みたいっすね」

「ええ。ここは、平安時代のはじめに京都の裏鬼門を守護すべく創建されたのですが、今の大分県にあたる豊ぶ前ぜんの国くにから八はち幡まん大おお神かみ様がこの地に来てくださいました。ご存じでしょうが、大分県は海が近くにありますが、ここは山の上。一説によるとこの社は、神様が海が恋しくなられないよう、『竜りゅう宮ぐう城じょう』をイメージして作られたそうです」

　神主さんの説明に、私たちは「へええ」と洩らして相槌をうつ。

　言われてみれば、石清水八幡宮の社殿は、『竜宮城』を思わせる。

　海の底ではなく、山の上にある『竜宮城』は、まさに秋人さんの言う通り、『極楽の宮殿』ともいえるのかもしれない。

　神主さんは再び歩き出して、社殿の側面の『昇しょう殿でん口ぐち』の階段を上がり、中へと案内してくれた。

「こちらになります」

　私たちは靴を脱いで、スリッパに履き替えて、中に進んでいく。

「二〇一六年に国宝に指定された、この石清水八幡宮には、平安初期から長い歴史があり、何度も焼失と修繕を繰り返しております。約三七〇年前に徳とく川がわ家いえ光みつの手によって、今の社となりました。本殿を中心に、楼門と一体化した一八〇メートルもある回廊がぐるりと囲っております。そして本殿が外殿・内殿と二棟が前後に繋がっております。こうした社の造りを『八はち幡まん造づくり』といいまして、全国で四社あるのですが、最大にして最古なのが、この石清水八幡宮です」

　神主さんが歩きながら説明してくれるすぐ後ろで、ホームズさんは、うんうん、と相槌をうつ。

「それは、国宝に指定されるのも頷けますね」

「ありがとうございます。とはいえ、近年ようやくですがね。あちらに見えるのが、本殿になります」と、神主さんは足を止めた。

　朱色の縁に緑色の斜め格子の塀が囲っている向こうに、神様をお祀りする社が見える。

　後ろを振り返ると、楼門があり、見下ろすと参拝客たちがこちらに向かって手を合わせている。

　どうやら、ここは祈き祷とう所のようだ。

「この塀は、『瑞みず籬がき』というのですが、この向こう側が神様の世界、神域です。そして、こちら側が俗世ですね。この向こうにおられる神様は、応おう神じん天皇を主祭神に、その母君の神じん功ぐう皇后、そして一説によると『卑ひ弥み呼こでは？』と囁かれている比ひ咩め大おお神かみ。この御三神を『八幡大神』と総称されております」

　私たちは説明を聞きながら、神様に向かって、そっと柏手を打つ。

「……また、この神社の見どころのひとつが、瑞みず籬がきの欄らん間かんにある彫刻でしょうか」

　神主さんの言葉通り、欄間には極彩色に彩られた彫刻の数々が見える。

　竜宮城を思わせる『天女』『太陽』『月』、そして『鶴と亀とうさぎ』の彫刻などもある。

　その鮮やかさと、彫刻の素晴らしさに私が目を奪われていると、ホームズさんが胸に手を当ててうっとりと目を細めた。

「これらの多くは、江戸時代に活躍した彫刻師、左ひだり甚じん五ご郎ろうの作品ですね。素晴らしさに、胸が熱くなります。百五十点もあるそうで、もう、ここは彼の彫刻美術館ともいえるのではないでしょうか」と熱っぽく言うホームズさんに、

「さすが、お詳しいですね」

　と、神主さんは微笑み、その横で秋人さんが「相変わらずだな」と肩を上下させていた。

「ここには、たくさんの紋が刻まれております。天井を見回してみてください。皇室縁ということで菊のご紋をはじめ、五ご七しちの桐きりの紋、橘たちばなの紋と由緒正しい紋があるでしょう」

　私たちは顔を上げて、紋を確認する。

　菊のご紋と同じように目についたのが、三つの勾まが玉たまが流れているように見える三つ巴どもえの紋だった。

「三つ巴……」

　独り言のように呟くと、神主さんが「はい」と頷く。

「あちらは、この『石清水八幡宮』の紋で、『流れ左の三つ巴』です」

　その言葉に、ふと思い出した私は、ホームズさんに顔を向ける。

「たしか、ホームズさん家の家紋も三つ巴でしたよね？」

「ええ。ですが、うちは『流れ右の三つ巴』。ここは『流れ左の三つ巴』なので、向きが違うんですよ」

　私は今一度、天井横柱の紋を確認する。

　彼の言う通り『流れ左の三つ巴』がたくさん見えたが、向きが逆の『流れ右の三つ巴』の紋もあった。

「あっ、でも、あそこのは、『流れ右の三つ巴』ですよね」

「ほんまや」

「右も左もあるんだな」

　隣にいた香織と秋人さんが、見上げたままそう言った。

「『徒然草』に記されているのですが、『建物は完成すると朽ちていく』と言われておりまして、今後の発展を願い、あえて間違った紋を飾り、この建物が未完であるようにしているのです」

　神主さんの説明を訊き、「おお」と秋人さんが手を打った。

「俺、それ知ってる。この前、歴史ドラマでやってたんだよ。たしか日にっ光こう東とう照しょう宮ぐうもそうなんだよな。柱の文様をひとつだけ逆さにして、完璧にしなかったって、あれだ」

「はい。日光東照宮も徳川家光が建造しておりますので、家光は『徒然草』を意識されていたのかもしれませんね」

「そうか、同じ人間がやったことか。にしても、ここを建てたっていう徳川の『葵あおい紋もん』はねーんだな」

　天井を見回しながら徳川の『葵紋』を探す秋人さんに、神主さんは、ふふふ、と笑った。

「なかなか、目の付け所がよろしいですね。実は『葵紋』があるのです。それはこちらに」

　神主さんは、振り返って楼門を掌てのひらで示す。

「えっ、どこですか？」と私たちは目を凝らした。

「朱色の横柱の真ん中にある金の板に、徳川の葵紋がひとつだけあるんです。参拝される方々からは、ちょうど裏側になるので、見えないようになっているのですが」

　さらに眉間に力を入れると、ようやく葵紋を見付けることができた。

「ここは、古いにしえより朝廷の祈祷所であるため、徳川の色を目立たなくする配慮といわれています」

　そう話す神主さんに、私たちは「へぇ」と相槌をうつ。

「徳川家、気遣いができるんだな」

「ほんまや」

　私たちが感心する中、

「……まぁ、上手いですよね」

　と、微かに笑うホームズさんの言葉が、少し印象に残った。




　次に私たちは、本殿を口の字に囲む回廊に出た。

　ここは、豊とよ臣とみ秀ひで吉よしが母の病気平へい癒いを願って寄進したという話を訊きながら、回廊を歩く。

「秀吉に続き、こちらは、織お田だ信のぶ長ながが寄進したという、黄金の雨樋です」

　神主さんは、本殿の屋根と屋根の接合部分に掛けられた金の雨樋に目を向けた。

「うわ、マジで金色なんだな」

「こちらは、青銅製の表面に金箔を施したものなんですが、雨樋は木では腐ってしまうのと、有事や天災の際には、これを売って建て替えの資金とするよう、信長は指示されたそうです」

　その説明に、秋人さんが心底感心したように、「ふへぇ」と少し間抜けな声を出した。

「織田信長って、残虐非道なイメージがあったけど、そんな心配りのできる優しい一面もあったんだな」

「まぁ、残虐非道なだけでは、あそこまでなれないでしょう。飴と鞭むちの使い方が極端なほどに上手かったのだと思いますよ」

　ホームズさんが言うと、香織が小さく笑った。

「ギャップ萌えってやつやね。ホームズさんと同じや」

「僕は残虐非道なわけでは」

「冷酷とデレのギャップがハンパねーだろ、お前。ほんと、葵ちゃんバカだよな」

「バカとは聞こえが悪いので、『葵萌え』と言ってください」

「ちょっ、やめてください」

　私は気恥ずかしさから目をそらし、少し速足で歩く。

　壁際には、ここにも左甚五郎の彫刻が連なっている。

　どれも色鮮やか、かつ精巧で美しい。

「……鳥が多いんですね」

　私は彫刻を眺めながら、呟いた。

「ええ、伏ふし見み大たい社しゃでは神の遣いは狐ですが、この石清水八幡宮は鳥……『鳩はと』が神の遣いなんです。それで、鳩をはじめ、鳥が多いんですよ」

「鳥が神様の遣いって、なんだか可愛いですね」

　つい、三条通のゆるキャラ『三条と～り』のような、水すい干かんに烏え帽ぼ子しのふっくらとした鳥を頭に思い浮かべて、頬が緩む。

「それじゃあ、やっぱ、伝書鳩とかもやってるんすか？」

「いえ、それはやってないです」

　そんな話をしながら回廊を進んでいると、神主さんは足を止めて、外側の塀を見上げた。

「皆さん、あちらにある猿の彫刻をご覧ください。あれは、『目め貫ぬきの猿さる』と呼ばれています。あの彫刻も左甚五郎が手掛けたものなのですが、あまりに精巧な造りだったためか、あそこを抜け出して町に降りて悪さをするようになったそうなんです。そこで右目に竹の釘を打つと、猿は抜け出さなくなり、町に現われなくなったという話です」

　そんな昔話を微笑ましく聴きながら、私たちは遥か塀の上の猿の彫刻を見た。

「ここまでは、よくあるような昔話なんですが」

　そう話を続けた神主さんに、私たちは「うん？」と振り返る。

「平成二十三年にこの社の大修繕に入った時に、一度『目貫きの猿』をあそこから取り外したんです。その時に目の釘も一度取ったのか、本当に猿が境内に出まして、ちょっとしたニュースになったんです。そしてその後、再びあそこに『目貫きの猿』を戻したら、現われなくなったんですよ」

「はー、そんなことがあるんだなぁ。『目貫きの猿』、すげぇな。なっ、ホームズ」

　秋人さんは隣に立つホームズさんを見るなり、ん？　と眉を寄せた。

　ホームズさんは、『目貫きの猿』を凝視したまま、ぴくりとも動かない。

「どうしたんだよ？」

「いえ。あの……児島さん。『目貫きの猿』の釘ですが、抜けていませんか？」

　言い難そうに問うたホームズさんに、神主さんは苦笑した。

「……目がとてもよろしいんですね。ほとんどの者は肉眼では気付かなかったのですが。これはここだけの話にしていただきたいのですが、実は『目貫きの猿』の竹の釘、何者かによって抜かれてしまったんです」

　弱ったような表情で告げた神主さんに、えっ、と私たちは瞬き、動きを止めた。
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　他の人に話を聞かれてしまうことを懸念し、私たちは社務所の客間に案内された。

　井川さんやボランティア五人は、同じ社務所の別室にいるらしい。

「『目貫きの猿』の釘ですが、恥ずかしながら、わたしどももいつ抜かれてしまったのか、はっきりとは分からないんです。『目貫きの猿』はあの通り高いところにございまして、よほど目が良くなければ、肉眼では確認できず……」

　神主さんは、苦い表情でそう言い、「ですが」とテーブルの上のノートパソコンを開いた。

「四日前の午後、和歌山からいらっしゃいました団体客様に境内のご説明をさせていただいたんです。そのお客様の一人が、デジタル一眼レフをお持ちで、『目貫きの猿』の写真を撮り、ご自身のＳＮＳにＵＰされていました。わざわざ『掲載しても良いか』と、確認のご連絡を頂いたので、分かったことなのですが」

　彼はマウスをクリックして、本名開示のＳＮＳのページを開く。

　そこには石清水八幡宮の写真がいくつも掲載されていて、その中に『目貫きの猿』の写真もあった。

　デジタル一眼レフというだけあり、写真はとても美しく、猿の目に刺さった竹の黒い釘もはっきりと映っている。

　写真は、四日前の午後三時くらいに撮られたもののようだった。

「次に境内の案内をしたのは、翌日です。松花堂庭園・美術館に来ているボランティア五名様でして。その後、境内の案内はなく、今に至ります」

　神主さんはそう言って、パタンとノートパソコンを閉じた。

「……それで、ボランティア五人を？」

　ホームズさんは納得した様子で、相槌をうつ。

「勘違いなさらないでくださいね、ボランティア五人がやったとは思っておりません。ただ、写真を撮った人がいないか確認をしたかったのです」

　なるほど、という様子でホームズは頷くと、神主さんは複雑な表情で息を吐く。

「そうしたら、さらに奇妙なことが起こりまして」

「境内に猿が現われた件でしょうか」

「はい。井川さんにお伝えしましたが、境内に猿が現われたんです。この男山に猿はいないと思っていましたし、いたとしても、ここ数年間、現われてません。そう、先ほどもお伝えしましたが、平成二十三年以降はじめてのことなんです」

　猿の彫刻があまりに精巧だったために、抜け出して悪さをした。そのため、猿の彫刻の目に釘を打ってそれを封じた。

　だが、釘が抜けたことで、再び猿が現われる。

　──そんなことが起こり得るのだろうか？

　皆が皆、黙り込む中、部屋をノックする音とともに、「児島さん、ちょっと良いですか」と男の人の声がした。

「すみません、少し失礼しますね」

　神主さんは立ち上がって、部屋を出て行く。

「奇妙な話や。なんでそないなものを……」

　香織がぽつりと零すと、その隣で秋人さんが「だよな」と頷く。

「なぁ、ホームズ、どう思う？」

「……どう、と訊かれましても」

　ホームズさんは、微かに肩をすくめる。

　たしかに今の情報だけでは、何も分からないだろう。

　ややあって、神主さんが再び部屋に戻り、複雑な表情を浮かべて、テーブルの上に茶封筒を置いた。

「これが、社務所の郵便受けに入っていたそうで」

「中に何が？」と問うたホームズさんに、神主さんはそっと中のものを出す。

　黒い竹の棒と、三つ折りになったＡ４サイズのコピー用紙だった。




【目貫きの猿の釘です。好奇心から釘を拝借してしまいました。大変失礼いたしました。お返しします】




　その紙には、そんな文章が印字されている。

「…………」

　私たちは狐につままれたような気持ちで、それらに目を落とす。

「え、なんなん？　もしかして、これで解決？」

　香織が困惑したように、ホームズさんと神主さんを交互に見る。

「そう、ですね。うちとしては、お戻しいただけたのであれば大ごとにしたいとも思っていないのですが……」

「え、でも、気持ち悪わりぃよな」

　皆の心の声を代弁した秋人さんに、私たちは揃って相槌をうった。

「あらためさせていただいても良いですか？」

　ホームズさんは、内ポケットから白い手袋を取り出してはめた。

「ええ、お願いします」

「失礼いたしますね」

　ホームズさんは、茶封筒と紙、釘をじっくりと見ていく。

　茶封筒には、切手も消印も何もない。三つ折りのＡ４紙は、一部皺しわになっていた。

「……おそらく、慌てて、この文章を打ったのでしょうね」

　ホームズさんは、紙を眺めたまま、ぽつりと零す。

「慌ててたって、どうして分かるんだ？」

「匿名でこのような謝罪文を添えようと思った時に、できるだけ真新しい紙を使おうと思うでしょう。そこらへんにある紙では、自分の指紋や筆圧の跡が残っている可能性もあります。コピー用紙は五百枚セットで売られていたりしますから、その束の中から一枚だけ抜き取ったわけですが、焦っていたためか、引っ張ったような皺になってしまっています。ですが、新たな紙を取り出す心の余裕もなかったのではないでしょうか」

　ホームズさんは、ふむふむ、という様子で紙をテーブルの上に置く。

「って、それはどういうことだよ。なんでそんなに焦ってたんだ？　犯人がバレそうになったからか」

　詰め寄る秋人さんに、ホームズさんは、そうですね、と顎あごの前で手を組む。

「たとえば、ボランティア五人の中に釘を抜いた人物がいると仮定します。その手段については、ひとまず置いときまして、その手紙の言葉を信じるならば『好奇心』から釘を抜き、懐に入れた。あんな高いところにある彫刻です。しばらく気付かれないだろうと思ったかも知れません。ですが、あるニュースが耳に入る」

「……神社の境内に猿が現われたことですか？」

　私が静かに尋ねると、ホームズさんは「そうです」と頷いた。

「その上、神社から『ボランティア五人に来てほしい』と連絡があったわけです」

　ホームズさんの言葉に、私たちは納得し、苦い表情で相槌をうつ。

『目貫きの猿』の釘をくすねたあとに、境内に猿が現われ、その上、神社に呼び出されるなんて、それはとても怖くなるに違いない。

　犯人は、大ごとになる前に返してしまおうと思ったわけだ。

「家頭さんは、やはりあの五人が怪しいと？」

「この謝罪文が直に郵便受けに入れられていたということは、なかなか濃厚なのではと思います。ですが……」

　ホームズさんが続きを言おうとした時、

「ちょ、ちょっと待ってください」

　おそらく、廊下で話を聞いていたのだろう。

　突然、扉が開き、井川さんとボランティア五人が姿を現した。

「児島さんと清貴くんは、彼らの中に釘を抜いた人物がいると考えているのかい!?」

　目を見開いて尋ねる井川さんの背後で、ボランティア五人は思い思いの表情を浮かべている。

　中学生の石田くんは、『わずらわしいことに遭遇した』というような、苦々しい表情。

　大学生の前田さんと武田さんは、文字通りの困惑した様子で、互いに顔を見合わせた。

　主婦の細川さんは、『信じられない』という様子で目を細め、初老の橋元さんは、やれやれ、という様子で肩を上下させている。

「──『目貫きの猿』は、あんなに高いところにあるんだよ？　どうやって、釘を抜くんだい？　我々がはしごを持ち出したりしたら、それは大層目立つんじゃないかな」

　そう言った橋元さんに、私は『たしかにそうだ』と頷いた。

『目貫きの猿』は、肉眼では猿の目がはっきり見えないほどに高い場所にあるのだ。

　はしごでもない限り、釘を抜くのは難しいだろう。

　他の人も同感だったのか、うんうん、と相槌をうっている。

　そんな中、ホームズさんが、「いえ」と口を開いた。

「『目貫きの猿』からは少し離れますが、塀の屋根を支える柱が二本ありました。近くの柱は不安定でしたが、奥の柱は頑丈でしたし、そこから登って、屋根伝いに行ったなら猿まで辿り着けるかと。それなりに身軽な人間ではないと、無理かと思いますが」

　そう話すホームズさんに、秋人さんがぽかんと口を開く。

「お前、そういうところ、本当に『ホームズ』だよな」

「でも、それじゃあ、わたしは除外ということだね。年寄りのおじさんには無理な話だ」

　橋元さんは、ホッとした様子で胸に手を当てる。

　その顔を見て、秋人さんはぴくりと眉をひそめた。

「あー、ホームズ。悪いな、俺、犯人が分かっちまったかもしんねぇ」

　頭の後ろに手を当てて、足を組みながら言う秋人さんに、ホームズさんは「はぁ」と気の抜けた返事をした。

「なんだよ、その反応は。俺は車の中で、しっかりボランティア五人の話をお前から聞いたんだ。もう、ピンときたよな」

「では、あなたの見解をお聞かせください」

　ホームズさんは、期待していない様子で一瞥をくれる。

「おうよ」

　秋人さんは立ち上がって、ボランティア五人を見据える。

「そもそも、この五人には、それぞれ動機がある」

　探偵然としてそう切り出した秋人さんに、五人は「へっ」と瞬いた。

「まず、そこの中学生男子。お前は、絵描きになりたいと思っていて、わずかな時間でも絵を描いて練習をしているという話を聞いた。そんなお前の前に、命が吹き込まれて抜け出すくらいに精巧な猿の彫刻が現われたんだ。近くで見たくないはずがない。で、お前は柱をよじ登って、塀伝いに猿の許に行き、ついでに釘を抜いた……」

　そこまで言った秋人さんに、石田くんが「はあ？」と片目を細める。

「バカじゃないですか？　見たかったとしてもわざわざ登ったりしないし、そもそも釘なんて興味ないです」

「バカはそっちだ。話は途中なんだよ。そんな可能性も考えられるけど、大人の目を気にする暗そうなガキがやるには大胆すぎるから、それはねーなと却下だ」

「って、なんだよ、悪口を言っただけかよ」

　石田くんは顔を真っ赤にして、声を上げた。

　本当に石田くん、お気の毒すぎる。

「で、大学生の男女二人。歴史やなんかに興味がある彼らだ。もちろん、『目貫きの猿』を前に好奇心が疼うずかないわけがない。『ねぇ、猿の目を打ち付けてる釘が見たいの』と女に言われて、『よし、俺が釘を取ってきて、お前の心に釘さすぜ』となったとも考えられなくない」

　つかつかと歩きながら得意気に話す秋人さんに、ホームズさんは額に手を当てていた。

「や、歴史には興味ありますけど、釘を抜くほどでは」

「ねぇ」

　と顔を見合わせる武田さんと前田さんに、

「まぁ、そうだろうな。ここも却下だ」

　秋人さんは頷き、次に主婦の細川さんを見た。

「今、主婦層の間で手軽にできるネットのオークションが流は行やっているみたいっすけど、細川さんはやったことは？」

「あ、ありますけど」

「『目貫きの猿の釘』のようなものを出品したら、高額な値がつくかもしれないと思って、釘を抜くも、こんなものを売っては犯人が自分だとバレてしまう。それで、釘を盗んだものの、動けずにいた」

　秋人さんの推理に、目を丸くしていた細川さんだったが、すぐにぷっと笑った。

「それは、あまりに乱暴な推理じゃないかしら」

「まぁ、そうっすね。だから、これも却下。残すは最後の一人、橋元さん、あなたですよ」

　秋人さんは名探偵のごとく振り返って、橋元さんを指差す。

「わたしですか？」

　橋元さんは目をぱちりと開いて、自分を指した。

　秋人さんは「ええ」と頷いて、橋元さんの肩から上腕に手を触れる。

「ああ、やっぱり。しっかり筋肉がついた、いい体じゃないっすか。年寄りの振りをしたって無駄です。あなたには、柱を上る筋力がある」

「いえ、無理だと思いますけど。ですが、だからといって、どうしてわたしが」

「あなたは、この石清水八幡宮や美術館、何より八幡市にもっと観光客を呼ぶにはどうしたら良いか、ということをすごく考えられているそうですよね」

「ええ。まぁ」

「もし、『目貫きの猿』の釘が抜かれて、境内に猿が出たというニュースが全国に広まったら、キッカケはネガティブなものだとしても、すげぇ宣伝になるんじゃないっすか？」

　目を光らせて尋ねる秋人さんに、私と香織は思わず顔を見合わせた。

　それは、これまでの動機の中で、もっとも説得力があり、あり得るかもしれないと思わされた。

　橋元さんが、戸惑ったような表情を見せている。

「え、秋人さん、すごいやん」

　香織がとても小さな声で洩らしたその時、

「いや、違うでしょう。梶原さんの推理を聞いて、僕には分かってしまいました」

　突然、井川さんが大きな声を上げた。

「え、何が分かったんすか？」

「もちろん、真犯人です」

　井川さんは震えるように言う。

　真犯人？

　井川さんの言葉に、皆が息を呑んだのが分かった。

「誰が犯人だと思ったんすか？」

「梶原さんが言っていたように、もし『目貫きの猿』の釘が抜かれて、境内に猿が現れたら、それはかなりのニュースになると思います。『目貫きの猿』の言い伝えから、この石清水八幡宮について詳しく取り上げられるかもしれない……。それは橋元さんのように、この八幡市をもっと知ってほしい人の犯行だと思う」

「それじゃあ、やっぱ橋元さんじゃないんすか？」

「いや、橋元さんはたしかに定年退職されているご年齢とは思えない若々しさだけど、さすがに柱を上って猿の釘を取るのは無理だと思うんだ。ここにもう一人いるんだよ。この『石清水八幡宮』のことを誰よりも考えていて、そしてもっと多くの人に知ってもらいたいと、強く思っている人物が……」

　井川さんはそこまで言って、ごくりと息を呑み、神主さんを見据える。

「『目貫きの猿』の釘を抜いたのは……──児島さん、あなたですね」

　強い口調で言った井川さんに、神主さんは目を大きく見開いた。

　この石清水八幡宮の神主である児島さんが、『目貫きの猿』の釘を抜いた。

　その動機は、話題を作り、ここをより多くの人に知ってもらうため。

　本当にそうなのだろうか？

　部屋に、静寂とも思える沈黙が訪れる。

　私は困惑した状態で、そっと視線を神主の児島さんに移す。

　ぽかんとした様子を見せていた児島さんは、ふっ、と頬を緩ませ、口を開いた。

「井川さん」

「は、はい」

「違います。わたしではありませんよ」

　さらりと言う児島さんに、井川さんは「へっ!?」と声を上げる。

　続いてホームズさんも「ええ」と相槌をうった。

「児島さんではありません。もし、児島さんが犯人なら、わざわざボランティア五人を呼んだりしないでしょう」

　その言葉に、『思えばそうだ』と、私も皆もハッとして目を開いた。

「わたしはもちろん、この石清水八幡宮をより多くの人に知ってもらいたいと、常々思ってますが、そんな神の意に背くやり方はいたしません」

「え、そうなの？　違うの？　ああ、違うんだ。よ、良かった、自分で言いながら児島さんが犯人だったらどうしようかと。いや、すみませんでした」

　慌てたように言って頭を下げる井川さんに、

「いいえ、お気になさらず。これからどうか、わたしのことを『容疑者児島』とお呼びください」

　微笑んでそう言う児島さんに、私と香織は噴き出しそうになり口を手で押さえた。

　どうやら、爽やか神主だとばかり思っていた児島さんは、ホームズさんと同種だったようだ。

「まぁ、彼も京男ですしね」

　ぽつりと零したホームズさんに、また考えを察知されていたことに気付いて、私はごほっとむせた。

「待てよ、それじゃあ、誰がやったんだ？　結局、外部の人間ってことか？」

　秋人さんは、両手でこめかみを押さえるように頭に手を当てた。

「……そうですね。この通り、釘も戻ってきて、児島さんも『大ごとにはしたくない』と仰っているので、この件はこれで良いのかもしれませんが、さきほどの秋人さんがやった寸劇のように、僕も勝手な見解を述べさせてもらっても良いでしょうか？」

　足を組み頬杖をついた状態で問うホームズさんに、皆はなんとなく顔を見合わせて、微かに頷く。

「ありがとうございます。あくまで僕の妄想と聞き流していただけたらと思います」

　ホームズさんは、ゆっくり立ち上がる。

「もし仮に、この五人の中に犯人がいると仮定します。今回の事件は、計画的なものではなく、おそらく突発的なものだったのでしょう。児島さんの案内で『目貫き猿』の話を聞き、どうしてもその釘をたしかめてみたくなった」

　話を聞きながら、どうして『見たくなった』ではなく、『たしかめてみたくなった』のだろう、と私は眉根を寄せる。

　ホームズさんは、そんな私の表情に気付きながらも、話を続けた。

「おそらく五人は、境内の案内を終えたあとも、あちこち見て回ったのではないでしょうか」と、確認するように五人を見る。

　彼らは小刻みに頷いていて、実際にそうであったことが分かった。

「そんな中、ちょうどひと気がなかったことから、『今ならいける』とやったのではないかと思われます。だとしたら、犯人はとても身軽な人物です。秋人さんが仰っていた通り、橋元さんは還暦を超しているとは思えないほどに若々しいですが、そんな突発的な動きができるほどだと思えませんし、そもそも橋元さんは『目貫きの猿』のことは、とっくに知っていたはずで、そんな衝動にも駆られないでしょう。というわけで消去法ですが、橋元さんは候補から外します」

　ホームズさんは橋元さんの肩にポンッと手を載せた。彼は、今度こそ心底ホッとしたように表情を緩ませた。

「これで残りは、石田くん、前田さん、武田くん、細川さんですね。石田くんは、絵の題材に猿を間近で見たいと思われたかもしれません。ですが、もし登ったとしても、釘を持ち帰る必要はないでしょう。彼は見たものを脳内に留めておけるタイプですし、そんな大胆なことをするほど、釘に執着を持たないでしょう。そんなわけで、石田くんも外します」

　今度は石田くんの肩に手を置き、ホームズさんはくるりと向きを変えて前田さん、武田さん、細川さんを見据えた。

「残すは、御三方。三人には、同じ大学の同じサークルに所属していた、という共通点があります。サークル名は『小鳥×２』。これもちょっとした暗号ですね」

　ホームズさんは愉しげに目を細めて、口の前に人差し指を立てた。

「暗号？」

　思わず声を上げた私に、ホームズさんは「ええ」と頷いた。

「『小鳥×２』ですから、『ことりことり』ということです。漢字を変えて、子を捕（取）ると書き、『子捕り子捕り』という呼ばれ方をしている遊びがあります。これはなんのことか分かりますか？　『かごめかごめ』の別の呼ばれ方です」

『かごめかごめ』は、ほとんどの日本人が知っているであろう、有名な童謡であり、子どもの遊びだ。

「『かごめかごめ』には、大きな意味が含まれていると考えている方々がいます。それはほぼ、都市伝説の域なのですが、『かごめかごめ』には、ある宝の在処ありかが隠されているというのです。おそらく『小鳥×２』は、その宝の在処を探るサークルなのではないでしょうか？」

「で、『かごめかごめ』に隠された宝って、なんの宝だよ？」

　秋人さんは、これ以上なく前のめりになっている。

「ですから、あくまで都市伝説の域ですよ。『かごめかごめ』に隠された宝とは、『徳川埋まい蔵ぞう金きん』と言われているんです」

「と、徳川埋蔵金!?」

　私たちは揃って、瞬いた。

　一方の細川さん、武田さん、前田さんは、弱ったような表情を見せている。

　サークル名を暗号にしているくらいだから、表向きは『歴史やパワースポットを調べる』と謳い、〝宝探し〟という真の活動を大っぴらにはしていなかったのだろう。

　言い変えれば、それだけ本気で取り組んでいたともいえる。

「前田さんと武田くんが持っていたサークルのノートには、『常磐神社』『尾陽神社』『南龍神社』『須佐神社』と記されていました。すべて徳川家が関わっている神社です。また、あのノートの表紙には『Ｎｏ．⑧』と記されていました。もしかしたら、『Ｎｏ．①』のノートには、日光東照宮や赤あか城ぎ山といった有名どころの付ふ箋せんが貼られていたのかもしれません。あのノートと『小鳥×２』というサークル名を聞いて、徳川埋蔵金の在処を見付けるサークルなんだな、と僕は思っていました」

　にこりと微笑むホームズさんに、三人は顔色をなくしている。

「そのサークルは、細川さんの時代からずっと引き継がれながらも、埋蔵金の謎には辿り着けなかった。それで、おそらくこれまでサークルが注目してこなかった『石清水八幡宮』に目をつけたところで、同じ八幡市にある松花堂庭園・美術館がボランティアを集っていることを知るわけです。そこにボランティアに行くと石清水八幡宮の研修も受けられると聞いて、お二人は参加されました。ですので、お二人は、誰よりも熱心に児島さんの説明を聴いていたのではないでしょうか」

「それじゃあ、その二人が犯人か」

　痺れを切らしたように尋ねる秋人さんに、ホームズさんは「どうでしょう」と首を傾ける。

「先ほども言いましたが、この事件には衝動的なものを感じます。たとえば大学のサークルを熱心にがんばっていた学生が卒業し、やがて結婚して落ち着いた頃、偶然、同じサークルの後輩たちと出会った。そうすると、人にはかつての青春が蘇よみがえるものです。その方は、驚きと同時に、かつての自分を思い出して胸をときめかせたのではないでしょうか。そんな中、後輩たちが真剣に石清水八幡宮の調査をしている。『これはもしかして』と、その方は思った」

　名前こそはっきり明言しないものの、明らかに細川さんを指して話すホームズさんに、彼女は乾いたような笑いを見せる。

「だとしたら、その人はどうして目の釘なんかを取らなきゃならないのかしら？」

「僕も何かの本で読んだきりで、うろ覚えなのですが、『かごめかごめ』の童謡に隠された徳川埋蔵金。まず、歌詞を思い出してほしいのですが」




　かごめかごめ　籠の中の鳥は

　いついつ出やる　夜明けの晩に

　鶴と亀が滑った　後ろの正面だあれ？




「『かごめ』とは、『籠かご目め』、つまり籠の網目を指します。その本には、竹籠の網目は六ろく芒ぼう星せいの形をしているため、徳川縁ゆかりの社寺を線で結ぶと六芒星になり、その中心に『日光東照宮』がある……などと書かれていましたが、僕からしたら眉唾物ですね。徳川縁の社寺なんて、数えきれないくらいありますから、それらを結んでいくなんて、気の遠くなる話です」

　私たちは黙ってホームズさんの話を聴きながら、相槌をうつ。

「もちろん、『小鳥×２』の皆さんも、徳川縁の社寺を六芒星にして調べていったのでしょう。そんな中、ここに辿り着いた。そうして、いざ来てみると、俗世と神域への境の『瑞籬』が、まるで『籠目』のようになっている。『籠の中の鳥』──鳥は八幡宮の神の遣いです。そして、『鶴と亀』の彫刻、振り返ると徳川の葵紋。そう、『後ろの正面だあれ』です」

　そこまで話したホームズさんに、背筋がぞくりと冷えた。

「ある程度、下調べをして参加してきた現サークル員とは違い、なんとなく参加していた元サークル員の先輩は衝撃を受けたことでしょう。『徳川埋蔵金の手がかりは、ここに違いない』と」

　ホームズさんは一拍置いて、再び口を開く。

　細川さんは俯き加減で、下唇を噛んでいた。

「童謡が伝える『夜明けの晩に』。これは、朝陽の光が当たってできた影のことをあらわすそうです。その本には、『日光東照宮にある鶴と亀の像に、朝陽の光が当たってできた影』を差していると書かれていましたが、その方は、あの『目貫きの猿』に刺された黒い釘を、『朝陽の影』と解釈したのではないでしょうか？」

　その言葉に、武田さんと前田さんは、なるほど、という様子で小刻みに相槌をうった。

「あの釘──もしくは目の中に何か大きな秘密、世紀の宝の手かがりが隠されているかもしれないと思った。そうしたら、いてもたってもいられなくなったのでは、ないでしょうか？」

　その心境は理解できるのか、武田さんと前田さんの二人は、うんうん、と切ない表情で相槌をうつ。

「その後は、先ほど僕がお伝えした通り、境内に猿が出たというニュースと、神社に呼ばれたことに動揺して、釘を返却されたのではないかと……。あの手紙の文章は、簡単ではありましたが、学生ではなく大人が書かれたものだということが、伝わってきましたしね」

　ホームズさんは、大きく息をつき、顔を上げた。

「と、まぁ、これが、『もしこの中に釘を抜いた犯人がいたとしたら』と妄想した上での仮定です。失礼いたしました」

　ホームズさんは、まるで自分の作った物語を話して聞かせ、それが終わったような、とても清すが々すがしい笑みを見せる。

　当の細川さんは、小刻みに震え、俯いたままだ。

「細川さん、違っていたんだったら、『ちげーよ、このクソガキ！』って言ってもらっていいっすよ。この男は名前出してないけど、明らかにあなたのこと言ってたし」

　秋人さんは、ホームズさんの頭をつかむ。

　細川さんは何かを言おうとして口を開きかけ、すぐにギュッと閉じて、俯いた。

「……た、大変、申し訳、ございませんでした……」

　震えながら深く頭を下げる細川さんに、ホームズさんはすぐに立ち上がり、扉を開ける。

「──井川さん、皆さん、僕たちは出ましょう」

　私たちは頷いて、神主の児島さんと細川さんを残して、部屋を出た。
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「しっかし、『徳川埋蔵金』ときたか。なるほどなぁ、その在処が分かるかもしんねーってなったら、釘も抜きたくなるよな」

　社務所を出て、私とホームズさん、香織と秋人さんの四人は、境内を散歩するように歩いていた。

　しみじみとそんなことを言う秋人さんに、ホームズさんは苦笑する。

「見つけたところで、自分のものになるとは思えませんがねぇ」

「そこは、ほら、宝探しのロマンってやつだろ」

「それは分からないでもないですが。どんな宝なのか、見てみたいですしね」

　ホームズさんは、顎に手を当てて、微笑する。

「……ホームズさんは、ここに『徳川埋蔵金』があると思わはりました？」

　静かに尋ねた香織に、ホームズさんは小首を傾げた。

「どうでしょう。『日光東照宮』にある気もしますし、ここにあってもおかしくないですね」

「あってもおかしくないですか？」

「あの『かごめかごめ』は、まさにこの石清水八幡宮のことを指しているようでした。『籠の中の鳥は、いついつ出やる』は『水籬の中の神は、いつ出るのか』ということ。『夜明けの晩に』、それは『夜が明ける前の夜』、つまり世の中が変わる前。『鶴と亀がすべった』の『すべる』は『統すべる』、権力者を意味するようです。

　これらを組み合わせると、『この世を統べてきた権力者が替わる時、新たな世を迎える。その時に、神が隠していた宝が公に出るだろう』とも解釈できます。それはもしかしたら、織田信長が『有事や災害の際に資金にするように』と、金の雨樋をここに寄進したように、家光もそれに倣ならって、この国にピンチが訪れた時、ここに隠された宝を使え、ということを暗に示されていたのかもしれませんね。そう思えば、ちょっとロマンがありますよね」

　ふふふと笑うホームズさんに、私の体はぶるりと震えた。

　それは秋人さんや香織も同じだったようで、「うお、なんか鳥肌」「私もや」と自分の体を抱き締めている。

「まぁ、戯たわ言ごとですよ。ですが、『埋蔵』はされてませんが、宝はここにありますね」

　ホームズさんは朱色の社殿を仰いだ。

「かつて『一生に一度はここに来たい』と言われた、山の頂の竜宮城。この石清水八幡宮こそ、徳川が造った宝ではないでしょうか」

　その言葉に、私たちも顔を上げて、社殿を眺める。

「……そういえば徳川の『隠し葵』を見て、『上手いですよね』って仰っていましたけど、あれはどういう意味だったんですか？」と私は尋ねた。

「ああ、徳川のあざとさですよ。朝廷に遠慮しているように見せかけて、実は神様の真正面にドンと金の家紋ですからね。人々になんか見られなくていい、神様見てください、というアピール。それでいて、世間的には遠慮しているかのような振る舞い。まったくもって、上手いですよね」

　心底感心したように、うんうん、と頷くホームズさんに、私たち三人は目を合わせ、そして噴き出した。

「どうされました？」

「いえ、『安定のホームズさん』だと思いまして」

「ほんまや」

　くすくす笑う私たちに、ホームズさんは頬を緩ませる。

「さて、あらためて参拝して、ここの名物である『鳩みくじ』でも引きましょうか」

　歩き出したホームズさんに、私たちは「はい」と、笑顔で後に続いた。




　──ちなみに細川さんは、児島さんおよび石清水八幡宮に謝罪し、神社側はその罪を赦ゆるす代わり、一か月間、境内の掃除をして身を清めるよう伝えたそうだ。

　無事、猿の目に釘は戻された。そしたら今回も不思議なことに、境内に山猿は現われなくなったとか。




「よっしゃ、帰ったら番組スタッフに企画を提案する」

　帰り道。車の中で、秋人さんは奮起したように拳を握る。

「徳川埋蔵金云々の話はしなくていいですからね」

「分かってるよ。まず、撮った写真をまとめておかないとな」

　独り言のように言う秋人さんに、ホームズさんが柔らかく微笑んだのがミラー越しに分かった。

「僕も自分の企画をがんばらなくてはなりませんね」

　そう言ってホームズさんは、車を走らせる。

「企画ってなんだ？」

「美術館の企画です。一日だけですが、僕が手掛けられることになりまして」

　そう話すホームズさんに、私はオーナーに渡した企画書を思い出して、小さく笑った。

「オーナーからＯＫが出たんですか？」

「ええ」

「さすがですね」

「ありがとうございます」

　ホームズさんは、嬉しそうに目を細めた。







　その後、秋人さんは石清水八幡宮を番組で紹介して話題を呼び、ホームズさんは『松花堂庭園・美術館』において、ある企画を開催した。

　その企画とは、『伝説の国選鑑定人・家頭誠司の宝展』。

　オーナーの宝を展示し、オーナーの講演会も開くというもの。

　意外にも、これまでこんな企画はなかったそうで、オーナーは大喜びで快かい諾だく。

　美術界の著名人を招待した。

　せっかく八幡市まで来たのだからと、皆は石清水八幡宮を参拝してから、松花堂庭園・美術館に訪れたそうだ。

　講演は、ホームズさんのアイデアで、茶室で松花堂弁当を食べながらオーナーの話を聴くというかたちになり、それも大好評だったとか。

　そんなわけで、『伝説の国選鑑定人・家頭誠司の宝展』は、大成功をおさめたそうだ。




「──大変お世話になりました」

　その後、ホームズさんは好評だった講演会を何度か開いたり、オーナーのライバルである柳原先生や利休くんの祖父・斎藤右京さんをはじめ、さまざまな美術品収集家から展示作品を借りるなど美術館に貢献し、無事、『松花堂庭園・美術館』での三か月の修業を終えた。

「清貴くん、本当にありがとう」

「ぜひ、またいつでも遊びに来てくださいね」

「ええ、もちろん」

　スタッフたちに惜しまれて、盛大な送別会を開いてもらったとか。

　そうして、ホームズさんは次の修業先に移るのだけど……、

　それはまた、次のお話。









第二章　『小さなホームズ』
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「今日は、十時に会議、十一時半に取引先の社長と会食、午後二時にＡ社で打ち合わせ、午後三時に京都オークラホテルでクライアントと……」

　社内の通路を歩きながらぺらぺらと話す秘書に、うんざりして肩をすくめた。

「清貴、いっぺんに言われたら萎なえる。ひとつ終わるごとに次のスケジュールを教えてくれへん」

　上田邦くに光みつがため息をつくように言うと、家頭清貴はぱたんと手帳を閉じた。

「かしこまりました」

　黒っぽいスーツに、目に眩しいほどの白いシャツ、落ち着いた色のネクタイが、とてもよく似合っている。

　今、清貴は、上田邦光が経営する『ＵＥＤコンサルタント』で、社長秘書を務めていた。

「今時、『手帳』なんやな」

「ええ、タブレット等も利用しますが、古い気質の人間なので手帳が落ち着きますね」

　清貴は黒い革張りの小さな手帳を内ポケットにスッとしまい、社長室の扉を開けた。

「今日は終日スケジュールが詰まっていますが、会議が始まる十時まではのんびりできますので、ゆっくりコーヒーでも飲んでいてください」

　そう言って、すぐにコーヒーの用意を始める。

　上田は、社長デスクの前まで行って椅子に腰を下ろし、コーヒーをドリップするスマートな清貴の姿を眺めながら、ほんまに大きなったな、と目を細める。

　同時に、懐かしいやり取りが頭をかすめた。




『──うちの階段は何段や』

　かつて自分は、清貴にそんな質問をした。

　その問いは、『もっとクイズをしよう』と絡んでくる幼い子どもを適当にあしらうもの。

　きっと、すぐに階段を数えに駆け出すだろうと思っていた。

　しかし、その子は違っていた。

『十五段！』

　即座に答えて、その聡明そうな目をきらりと輝かせる。

　ほんの少し得意そうに微笑むその顔は、驚くほどに『彼女』に似ていた。

　──清美。

　思わず口からその名がついて出そうになり、慌てて閉じる。

　無理もない。親子なのだから似ていて当然だ。

　そう、清美は、この子の母親なのだから……。

　上田は過去を振り返って、ふっ、と口許を綻ばせる。




「──どうぞ」

　目の前に置かれたコーヒーに、上田は我に返り「おおきに」とカップを手にした。

　せやけど、あれは、いつのことやったやろう。

　上田は天井を仰いで、椅子をくるくると回す。

「そんなに回っていたら、倒れますよ」

「倒れへんわ。年寄り扱いすな。お前はほんま、小学生の頃から生意気や」

　そう言って、そうや、と椅子を止めた。

　あれは、清貴が小学校低学年の頃のこと。

　武たけ史しが清貴を連れて、うちに遊びにきた。

　清貴に会ったのは、それが初めてではなかった。

　最後に会ったのは、二歳の頃──清美の葬式やから、ちょっと見ない間にこないに大きなったんか、と思ったのが懐かしい。

　……そもそも、あん時、なんで武史は小学生の清貴を連れてうちに遊びに来たんやろ。

　上田は、曖あい昧まいになっている自分の記憶を探るべく、立ち上がって窓の外を眺める。

　眼下には、大阪梅うめ田だの街が広がっていた。

　家頭のオーナーが、期間限定で清貴の受け入れ先を募集していると耳にした時、これまで、清貴の姿を見るたびに『秘書として雇いたい』と思っていたのもあり、いち早く手を挙あげた。最近まで雇っていた秘書の女性が産休に入るため、タイミング的にもちょうど良かったのもある。

　雇える期間はたった三か月。

　いくら切れ者とはいえ、社会人としては一年生だ。

　きっと仕事を覚えた頃に、次の修業先に行くかたちになるだろう。

　そう思っていたのだけど、清貴がここに来て一か月半。

　最初からなんの問題もなく、まるでベテランのように秘書業務をこなしている。

　昔から、なんでもソツなくできる子やったしなぁ、と上田は再び椅子に腰を下ろした。

「……ああ、そうや」

　思い出して、上田はぽんと手を打つ。

　清貴と出会った頃、俺は前の女房と結婚したことで、帝て塚づか山やまに家を建てた。

　その家を見に、武史が清貴を連れて遊びに来たんやった。

「小学生になった清貴をパッと見て、ほんまに驚いたよなぁ」

　息を吐くように言って、コーヒーを口に運んだ。

「何を驚かれたんですか？」

　デスクについてパソコンを前にしていた清貴は、冷静に尋ねる。

「いや、なんでもあらへん」

　上田は引き出しから手帳を取り出して開き、そこに挟んでいる一枚の写真に目を落とす。

　写真には、上田と女性の姿。

　ショートカットで色白の聡明そうな美女が、一定の距離を置いて遠慮がちな笑みを浮かべている。

　彼女は、清貴の母──清美だ。

　一目惚れだった。

　大学のキャンパスで初めて清美を見た時、息が止まるかと思った。

　その時の彼女は、雪のように真っ白な肌に、くっきりとした形の良い漆黒の瞳。すらりとした細身の長身の、見るからに聡明そうな美人だった。

　何より印象的だったのは、黒く艶つややかなショートカットの髪。

　その後、彼女は髪を伸ばしてセミロングになったのだが……。

　しかし、ほんまに清貴は、今も清美にそっくりやな。

「そろそろ、会議室へ移動しましょう」

　立ち上がる清貴に、上田は「ああ」と頷いて、写真を再び手帳に挟み、引き出しの中にしまった。
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　あれは、今より約十七年前。

『──はじめまして、伊い集じゅう院いん先生。主人からお噂は伺っています。私、先生の作品のファンなんです』

　新居に訪れた自分の親友・家頭武史を前に、妻はにこやかに挨拶をして、そのまま視線を武史の隣に立つ清貴へと移した。

『そして、お坊ちゃんの清貴くん。なんて可愛らしい』

　妻の言う通り、武史が連れてきた息子の清貴は、少女のように可愛らしい美少年だった。

『ねぇ、あなた』

　同意を求められて、自分は『ああ』と簡単に相槌をうつ。

　平静を装っていたが、自分は動揺を隠すのに精いっぱいだった。

　こんなにも、清美に似ているなんて、と……。

『久しぶりだね。おめでとう』

　武史は以前と変わらず、温和な口調で会釈をし、その隣で清貴がスッと頭を下げた。

『こんにちは、今日はお招きありがとうございます』

　その声は、張り上げているわけでもないが、よく通っていて、それでいて決してうるさくはない。

『先生、清貴くん、どうぞこちらに』

　妻に促された清貴は靴を脱いで、すぐに玄関の端に揃える。

　その挨拶と所作だけで、どれだけしっかり躾しつけをされている子どもなのか、窺い知ることができた。

『清美にそっくりやな』

　すれ違いざま、武史の耳元で囁くと、武史はまるで泣き笑いのような表情を浮かべて微かに頷く。

『……そうだろう』

　かつて愛し尽くし、亡くしてしまった女性によく似ているというのは、嬉しくて切ないものなのかもしれない。

　清貴は、大人たちの後ろを静かに歩いている。

　ほんの少しだけ物珍しそうに、露ろ骨こつすぎない感じで家の中を見回していた。

『どや、なかなかええ家やろ』

　その小さな背中を軽く叩くと、清貴はにこりと微笑んだ。

『はい、とても素敵な家ですね』

　予想通りなのか、意外にもなのか、清貴は当たり障さわりのない返事をする。

　まるで用意されたような返事は、まさに『大人の望む良い子』だ。

　模範的な『良い子』は、あまり好きではない。

　やれやれ、と肩をすくめかけたその時、

『上田さんは、ヴォーリズがお好きなんですか？』と続けられて、『へっ？』と声が裏返る。

『違っていたならごめんなさい。この家の雰囲気は、ヴォーリズを彷ほう彿ふつとさせたので』

　度肝を抜かれた。

　ヴォーリズは、明治時代に数多くの西洋建築を手がけたアメリカ人のミッション建築家だ。

　フルネームは、ウィリアム・メレル・ヴォーリズ。

　彼の手がけた建築物は、関西のあちこちにあり、そのどれもが素晴らしく、清貴の言う通り自分は敬愛してやまなかった。

　驚きながらも、頭でっかちな小僧を前に、少し意地悪心も湧わき起こる。

『どこがヴォーリズを彷彿とさせたんや？』

　ヴォーリズに限らず、明治・大正・昭和と活躍した建築家は多い。

　京都市役所を手がけた武たけ田だ五ご一いちもしかり、アレクサンダー・ネルソン・ハンセルやジェームス・ガーディナーなどがいる。

　彼らの作品は、一見して似た雰囲気を持っている。

　どうせ、『ヴォーリズ』の名前しか知らんのやろ。

　そう思いつつも、すぐに、大人げない質問を口にしたことを後悔した。

　こないな小さな子に、何を言うてんのや、と。

『ヴォーリズは、元々伝道師として来日しました。そんな彼が手掛ける作品は、〝見た目の美しさ〟だけではなく〝質と合理性の追求〟も備わっているように思えます。上田さんのこの家は、ミッション系西洋建築を彷彿とさせる古き良きデザインと、それでいてとても合理性が備わっていましたので、ヴォーリズを連想しました』

　淀よどみなくそう答えた幼い清貴を前に、気が付くと、自分は目と口を大きく開けていた。

　隣に立つ妻も、仰天した様子で立ち尽くしている。

　すると、武史が弱ったように頭をかく。

『いや、すまないね。ずっと老ろう練れんな大人に囲まれてきたために、なかなかませた子に育ってしまって』

『あ、ああ……』

　たしか、オーナーがずっと連れて歩いていたという話だったな。

　しかしこれは、『ませている』というレベルなんだろうか？

　賢いのは分かるんやけど、こういうガキは好まんなぁ、と思わず眉根を寄せる。

　すると清貴は、自分が生意気に語りすぎたことを後悔した様子で、すぐに口を閉ざし、ほんの少し苦い表情を浮かべて目を伏せた。

　まるで、自分の考えを即座に察知したような挙動に、今度はこちらが苦い気持ちになる。

　また、清美のことを思い出してしまった。

　──どんな男が好みなん？　と訊いた時に、

『優しくて、鈍い人』と彼女は答えた。

　鈍い人？

　戸惑う自分を前に、彼女は苦笑した。

『私、人よりもいろんなことを敏感に察知してしまうところがあって。自分と同じように鋭い人は苦手。だから、優しくて鈍い人がいい。ホッとするの』

　そう言った彼女は、その言葉通りに、優しくて鈍い男……武史と結婚した。

　上田はかつてのことを振り返り、今も焦こげるような感覚を覚えることに小さく息をつく。

　自分も、それなりに鋭い方だから分かってしまった。

『だから、上田くん、あなたのことは苦手なの』

　と、遠回しに断られたことに…………。

　清美への想いは成就できぬまま。その肌や唇にさえも触れることもなく、親友と結ばれてしまった悔しさと無念さが、残っているのだろう。

　彼女も亡くなり、もうすっかり忘れたと思っていたのに、あまりにそっくりな息子を前にして、まるで過去にタイムスリップしたように、あの頃の気持ちが鮮明に蘇よみがえる。

　遺伝子というものは、素晴らしく、時に恐ろしいものだ。

　彼女に育てられた記憶などないだろうに、清貴はその容姿だけではなく、ふとした時の仕草が、彼女と重なるほどによく似ている。

　そんな清貴は、すっかり大人しくなっていた。

　おそらく、これまでも子どもらしからぬませた言動のせいで、大人から不愉快な視線を向けられ、傷付いたことがあるのだろう。

　清貴は、行儀良くソファーに座っていた。

　大人たちの会話に入ってこようとせず、かといってつまらなそうにするわけでもなく、そこにいる。

　今まで、どれだけ大人の席に連れ出されて、こうしてきたというのか。

　あまりに行儀の良いその姿に、切なさすら感じた。

　妻と武史が談笑する中、自分はそっと席を立って、清貴の前にしゃがみこむ。

『なぁ、お前、声を上げて笑ったりすることあるか？』

　唐突な質問に、清貴は目をぱちりと開いたかと思うと、すぐに弓なりに細める。

『ありますよ』

『ほんま？　なんや、想像つかへん。笑かしてもええ？』

　その言葉に、清貴は苦笑して『どうぞ』と頷く。

『おっちゃんのとっておきの変顔やで』

　両手で自分の顔の皮膚を横に引っ張り、精一杯の変顔『ヒラメ』をしてみせる。

　妻と武史は噴き出したものの、

『……面白い顔ですね』

　清貴は、遠慮がちに口角を上げただけ。

『ったく、すましたガキやなぁ。なんとしても笑かしたるわ』

　今度は強行手段に出て、清貴の体をくすぐった。

『ちょっ、やめてください。やめっ、あはっ、あははは、勘弁してください』

　脇の下や腹をくすぐると、ようやく清貴は、顔を真っ赤にして体をじたばたさせて、声を上げて笑う。

『なんや、ちゃんと笑えるやんけ』

『こんなのは、反則ですよ！』

　気恥ずかしいのか、清貴は口を尖らせて睨む。ほんのり頬が赤く、ようやく子どもらしさを感じて、嬉しくなった。

『なぁ、清貴。飛行機は好きか？』と、その幼い顔を覗いて尋ねる。

『飛行機ですか？　……まぁ、好きです』

　特別好きでもないけれど、嫌いでもない。どちらかと言えば好きな方だから、という様子で答える清貴。

　自分はニッと笑って、清貴の体をひょいと持ち上げる。

『ほら、飛行機だ！』

　清貴の体は思っていたよりも軽く、楽に振り回せた。

『ちょっ、上田さん！』

　最初、仰天していた清貴もそのうち諦め、そして楽しくなってきたのか、急に目をキラキラとさせた。

『ほら、墜落や！　おっと持ち直したで！』

　そうやって遊んでいるうちに、清貴は、あははと無邪気に笑い出す。

　その笑顔にまたホッとして、

『着陸や』

　と、清貴の体を降ろすと、

『上田さん、もう一回！　もう一回飛行機！』

　ごく普通の子どものように足にしがみついて、せがんできた。

　もしかしたら清貴は、今までこんなふうに大人に遊んでもらったことが、なかったのかもしれない。

　その姿に、なんて可愛いんや、と胸が詰まる。

『しゃあないな、もう一回だけやで』

　そう言って、再び清貴の体を抱き上げた。

　それが良かったのか、清貴はその後、すっかり年相応の子どもに戻っていた。

　飛行機のあとは、なぞなぞやクイズを出したが、清貴は賢く、すぐに正解に辿り着く。

『もっと他の問題ないんですか？　上田さんの出す問題、面白い』

　目を輝かせ、身を乗り出してせがむ。

　この顔で、こんなふうに頼まれたら、なんでも聞いてしまいそうや。せやけど、さすがに疲れた、と苦笑しながら、

『もう問題なんてないわ』

『えー』と、不服そうな声を上げる清貴。

『ほんなら、ラストやで。十秒以内に答えなあかんで。うちの階段は何段や？』

『十五段！』

　即答した清貴に、驚いて言葉が詰まった。

　てっきり、階段を数えに駆け出すと思っていたからだ。

　うちの階段は、十五段。

　それは、正解だった。

『なんや、お前当てずっぽうか。テキトーに答えたやろ』

『違いますよ、一度見てますし』

『お前、階段を見たら、段数まで分かるんか』

『え、分かりますよ？』

　まるで『当たり前のことじゃないか』という様子で、清貴は眉根を寄せる。

『……お前、まるでホームズやな』

『ホームズ？』

『シャーロック・ホームズや。知ってるやろ』

『知ってはいますが、読んだことはないです』

『なんや、意外やな。お前みたいに特異な観察眼を持つ探偵が主人公なんやで。よし、今日からお前は「ホームズ」やな』

　そう言って、清貴の背中を軽く叩く。

　正直、『ホームズ』というあだ名は、自分にとって『回かい避ひ』だった。

　思わず、清貴を『清美』と呼んでしまいそうになるのを避けるためのもの。




　──陽が落ち始め、夕食はバーベキューをしようと、嬉々として庭に続く掃き出しの窓を開ける。

　今日は最初から、夜はバーベキューをしようと張り切っていて、下準備は済んでいた。

　妻が冷蔵庫から、用意していた食材が載ったバットを取り出す。

　上田は火を起こしつつ、てっきり清貴も大喜びしているだろうと視線を向けるも、その顔は浮かない。

『なんや、清貴、バーベキューは好かんのか？』

『やったことないです』

『はじめてなんか。そらええな』

『外で焼いて食べるとか、衛生面は大丈夫なんでしょうか？』

　言いにくそうにポツリと零す。

『そんなん、焼いたら滅めっ菌きんや』

『…………』

　その説明には納得いかなかったようで、清貴は嫌そうに顔をしかめる。

　こいつはガキのくせに潔けっ癖ぺき症しょうか、と、げんなりしたものの、すぐにハッとした。

　清美が風邪をこじらせて他界してしまったことから、オーナーは過剰に清貴を守るようになったという話を思い出した。

　菌だらけのところには行かせられない、と幼稚園や保育園にも行かせず、自分に付き添わせた。

　そのせいで小学校に上がった清貴は、慣れない菌に耐性がないのか、風邪をひいてばかりいるという話も、武史から聞いていた。

　元々、オーナーは豪ごう胆たんな人間で、そんな繊細な部分があったのが信じられなかったが、それだけ息子の嫁の死がショックであり、これで孫まで失ったら、と怖くなったのだろう。

　そんな育てられ方をされては、潔癖になってしまうのは仕方ないのかもしれない。

『清貴、こっちに来い』

　と手招きすると、清貴はおずおずと近付いてくる。

『火を起こすのを手伝うてくれへん？』

　トングを手にそう尋ねると、清貴は驚いたように目を開いた。

『いいの？』

　おそらく、火は危ないと近付けさせていなかったのかもしれない。

『ああ、軍手をつけて、このトングでこの炭を配置していくんやけど……あ、しもた』

　と、額に手を当てると、清貴は『何か？』と首を傾げる。

『着火剤を用意すんのを忘れとった。あれがなかったら、大変やで』

『着火剤がないと、つきにくいんですか？』

『せやな。新聞紙を燃やして焚きつけたりするんやけど、これがなかなか骨が折れるねん。バーベキューは断念して、家でホットプレートで焼こか』と、清貴の頭に手を載せる。

　清貴は、難しい顔で眉を寄せたかと思うと、

『あ、こうしたら、新聞紙でも早く火がつくのかもしれないですよ』

　トングを手に、炭を並べ始めた。

　まず、比較的平らの炭を敷くように並べ、今度はそれを囲むように『井』の形に炭を組んでいく。

『この炭の中心に、燃やした新聞紙を入れてみてください』

『おう』

　すぐに新聞紙に火をつけて、『井』の真ん中に入れると、火は炭の中心で勢いよく燃え続け、ものの数分でパチパチと炭に着火した。

『ほんまにこないに早くついた』

『やった』と、清貴は目を輝かせて拳を握る。

『清貴、団扇うちわで扇ぐんやで』

『うん！』

　その姿を見ていた妻と武史が、可笑しそうに笑っている。

『まるで、親子みたいね』

　なんでもないようなその一言に、胸がちくりと痛むと同時に、譬たとえようのない嬉しさが込み上がる。

　火が安定すると、金網を載せて、肉や野菜を清貴に焼かせた。

　清貴は楽しそうにしながらも、衛生面をどこかで気にしているようだ。

『清貴、清潔なのはええことや。せやけど、それがすべてとちゃうで。世の中、どこもかしこも菌だらけや。それに対抗するには、菌を取り入れて、それに打ち勝っていく必要がある。お前は無菌に育ちすぎて、逆に体が弱いやろ』

　そう言うと、清貴はこくりと頷く。

『オーナーは神経質になってるかしらんけど、あの人自身、お前くらいの頃は泥にまみれて育って、今もあんなに丈夫や。ええか、清貴。メリハリや。清潔でいろ、せやけど、菌に怯えるな』

　強い口調で言うと、清貴は目をそらさずにこちらを見上げていた。

　とても賢い子だ。言いたいことはちゃんと伝わっているだろう。

　ややあって、清貴はしっかりとした眼差しで、大きく頷く。

『分かりました』

　清貴は、本当に分かってくれたようだ。

　自分の焼いた肉や野菜を頬張りながら、

『美味しい、たまらないです』と、顔をくしゃくしゃにして微笑む。

　そんな清貴を前に、我ながら図々しいと自覚しつつ、この子のもう一人の父親的存在になれたら、と思っていた。
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　──それから、暇を見つけては京都まで足を延ばし、寺町三条の骨董品店『蔵』に顔を出すようになった。

　清貴はいつも学校帰り、家に帰らずにこの店に来ている。

　カウンターの隅にちょこんと座って、宿題をしたり、本を読んだりしていた。

『おう、ホームズ』と、店に顔を出すと、

『上田さん、いい加減、僕のことを「ホームズ」と呼ぶのはやめませんか？』

　と、清貴は言う。

　この台詞を口にする時は、店内に新たな客がいる時だ。

　いきなり、大の大人が『ホームズ』なんて口にしながら店に入って来たならば、何も知らない客は必ず、ギョッとする。

　あの人が僕を『ホームズ』と呼んでいるのは、ただのあだ名なんですよ、ということを、清貴はこの言葉で客に伝えているわけだ。

　こちらもすべて承知の上で、『ま、ええやんけ』と清貴の隣に腰を下ろす。

　目の前では、武史がいつものように原稿用紙にペンを走らせていた。

　彼が、作家としてデビューしたのは、三年前。

　もうすっかり、人気時代小説家だ。

　清貴はちらりと自分の父親を見て、原稿に集中しているのを確認し、

『上田さん、コーヒーで良いですか？』と、席を立つ。

『おう、おおきに』

　最近は、清貴がコーヒーを淹れてくれるようになった。

　給湯室へと入っていく後ろ姿を眺めながら、少し会わない間に、また大きくなったな、と目を細める。

　そのうち、しっかり『男』になって、清美の面影も薄れるのだろう。

　それが寂しいような、早くそうなってほしいような、複雑な気分だ。

　清貴が給湯室に入り、コーヒーを淹れ始めた時、店内にいた客が、おずおずとカウンターに歩み寄ってきた。

　四十代くらいの女性だ。

『……あの』と、武史に声をかけるも、武史は執筆に夢中で気付かない。

　まったく、これで店番が務まるんやろか、不用心やな、と呆れながら、

『店長、お客様やで』と、武史の上腕を軽く叩いた。

『あ、これは、失礼しました』

　武史は本当に今気が付いたようで、申し訳なさそうに頭に手を当てたあと、『どうぞ、お掛けください』と客に席を勧める。

　その時、ちょうどコーヒーを淹れていた清貴が、トレイを手に給湯室から出てきた。

　ちゃんと客の分も用意している。

　皆の前にカップを置いたあと、自分は邪魔にならないように、さらにカウンターの隅に椅子を移動させて、音を立てずに座った。

『…………』

　この子は、ほんまに鈍い武史とは大違いやな、と思わず苦笑する。

『鑑定をお願いしたいのですが……』

　おそらく彼女は、骨董品店に品物を持ち込んで鑑定の依頼をするのは、初めてなのだろう。とてもぎこちない口調でそう言った。

『それでは品物をお預かりしますよ。今、うちの鑑定士は留守にしていまして。ですが、一応識みせていただけませんか？』

『は、はい、これです。うちの父の遺品なんですが、もしかしたら、本物の樂茶碗ではないかと』

　彼女はおずおずと、バッグからタオルの塊かたまりを取り出す。

　どうやらタオルに包んできたようで、彼女は徐おもむろに茶碗を取り出した。

　漆黒の艶のない質感の、半はん筒つつ形なりの茶碗であり、『樂茶碗ではないか？』と思うのも無理もない出で立ちだ。

　ほんまもんちゃうか、と少し身を乗り出して、遠巻きに茶碗を観察していると、

『ああ、こちらはわたしでも分かりました。樂茶碗に雰囲気を似せていますが、違いますね』

　さらりと武史が答えたことに、驚いた。

　すごいやんか、武史。自分は鑑定でけへんって嘆いてたのに、いつの間にか鍛えられたんやな。

　感心している自分の横で、

『ニセモノということですか？』

　彼女は残念そうな声を上げる。

『ニセモノというか……ええと、そう〝模も倣ほう品ひん〟です』

　武史がどうにもぎこちないことに、違和感を覚えた。

『あの……もし、これを売ったら、いくらくらいになりますか？』

『ええと、そうですね』

　すると、武史はちらりとカウンターの隅に座る清貴に視線を送る。

　清貴はすぐに、客には分からないように、開いた手を見せた。

『五万……』

　と、言いかけた武史に、清貴はすかさず首を振る。

『あ、いえ、間違えました。五千円くらいでしょうか』

　武史は慌ててそう言い、誤魔化すように咳払いをする。

『そうですか……』

　樂茶碗の良いものならば、七桁の値段がつくことも珍しくない。

　彼女はそれを期待していたのだろう、がっくりと肩を落として、店を後にした。

　上田はそんな彼女の背中を見送りつつ、呆然として武史を見る。

『……武史、お前今、清貴に？』

　真しん贋がんを問うていたのか？

　そう続けようにも、驚きから、言葉が上手く出てこない。

　すると、武史は弱ったように笑う。

『この子は元々、良い目を持っているのと、父の英才教育の賜たま物ものでね。小さいけれど、立派な目め利ききだよ。今や、父の周りの大人たちをも唸らせるんだ』

　普通の親ならば、少し自慢げに話すところなのかもしれない。

　しかし武史の口調には、それがまったくない。

　一見、『ませていて困るよ』という雰囲気だが、その奥に何かが潜んでいる。

　それは、おそらく嫉しっ妬と。

　ふと、武史のデビュー作が脳裏を過よぎる。

　才能のありすぎる弟子に、苦しいほどに嫉妬する師匠を描いた物語。

『………そうか』

　あれは、お前自身の物語やったんやな、と心の中で続ける。

　武史もきっと、亡くなった愛妻・清美によく似た清貴に、とてつもない愛情を抱いているだろう。

　そんな愛しい子どもの、天てん賦ぷの才に嫉妬してしまう。

　おそらくそれは、行き場のない葛藤に違いない。

　そのすべてを吐き出すべく、彼は筆を取ったわけだ。

　ようやく、なぜ武史が小説を書き始めたのかを理解し、人知れず微かに頷いた。

　彼が小説賞を獲とった時、『あいつ、小説を書いてたんか』と驚いたものだ。

　とはいえ、意外に思ったわけでもない。

　武史は出会った頃から、芸術家気質だった。

　一見、温和で人当たりが良いだけの、特に取り柄のない男に見えるが、育ての親に教わったというチェロの腕はなかなかのものだ。

　大学のイベントで、彼がチェロを奏でた時は、普段とのあまりのギャップに皆が仰天したことが懐かしい。

　──意外。家頭くんって、こんな特技も持っているんだ……素敵ね。

　自分の隣で、清美が顔の前で拝むように両手を合わせ、熱っぽくそう洩らしていた。

　おそらく、清美が武史に惹ひかれたのは、あのイベントがきっかけだろう。

　今もちくりと痛む胸に、嫌気がさして、そっと清貴に視線を送る。

　清貴は大人しく本を読んでいた。

　表紙のタイトルは、『シャーロック・ホームズ』。

　急に愛しさが込み上がってくる。

　伏し目がちなその姿は、やはり清美によく似ていた。

　……ほんまに、この子は罪な子やな、と小さく息をついた。
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　それから、しばらくしてのことだ。

　妻と離婚することになった。

　結婚生活は、三年も持たなかった。

　いろいろと理由はあるけれど、決定打となったのは、自分の浮気。

　その代償は大きく、高額の慰謝料を支払うのに、帝塚山の家を売却することとなった。

　売却前に家に友人知人を呼んで、『愚かな男を叱しっ咤たし、慰める会』と称し、ホームパーティを開いた。

　たくさんの友人が集う中、そこに武史と清貴も来てくれた。

　がらんとした白い壁のリビングには、今やテーブルとソファーだけ。

　そこにケータリングした料理を並べて、皆を迎える。

　友人たちはシャンパンやワインと、『残らないもの』を手に訪れて、『バカだな』と苦笑し、肩や背中を叩いてくれる。

　ここに女性がいたなら、きっと侮ぶ蔑べつの目で皮肉のひとつも言われるのだろうが、同じ男同士。

　自分のような愚行には及ばないものの、気持ちは少し分かる部分もあるのか、同情の目を向けてくれていた。

『我慢を溜めこんでたのか？』

『いや、ほんまに俺が悪いんや。嫁はん、ようやってくれるええ女やったのに』

　友人とそんなことを話す自分を、清貴が少し遠くからジッと見詰めていた。

　その視線に気付いて、清貴の許に歩み寄る。

『こんなディープな会に来てくれておおきに。せやけど、お前の教育上、良くない集まりやな。いや、反面教師になるか』

　その小さな頭を撫でて笑うと、清貴はそっと首を傾げる。

『上田さんは、どうして浮気をしたんですか？』

『どうしてって』

　曇りのない瞳に、自分がひどく汚れた存在に思えて、ばつの悪さに目をそらすと、

『もしかして、わざと、浮気したんですか？』

　目をそらさずにそう続けた清貴に、ぎくりと肩が震えた。

『わざと？』

　動揺に声が上ずる。

『だって、上田さんが本気で悪いことをしようと思ったら、絶対にバレないようにできるはずでしょう？　もしバレたとしても、きっと奥さんに謝って、説得できたと思うんです』

　話を聞きながら、ばくばくと心臓は激しく鳴っていた。

『もしかして、自分が悪者になって、離婚するためにわざと浮気をしたんじゃないですか？』

　清貴の見解に、自分は言葉を失い、額に手を当てた。

　それは、完璧だった。

　完璧に、清貴はすべてを見通していた。

『……さすが、寺町三条の小さなホームズやな』

　と、自嘲的に笑う。

　そう、自分は『わざと』そして『バレるように』浮気をした。

　彼女との結婚生活を続けていくのが、苦しくなってきていたためだ。

　決定打は、彼女が俺の書斎に入り、自分が学生時代からずっと残している手帳を勝手に見たこと。

　そこに、清美の写真を挟んでいた。

　正確に言えば、挟んだまま、抜き取ることができなかった。

　清美が武史と付き合う前、大学の集まりで一度だけ、二人だけで撮ることができた写真。

　その頃は、いつかこの子と付き合えたら、と思っていた。

　自分の隣に立ち、ショートボブの髪を耳にかけて、はにかんだように微笑む清美の姿は、本当に可愛かった。

　やがてその髪は伸びるのだけど。

　──家頭くんが、長い髪の女の子の方が好きだって話を聞いて。

　そう、清美は、武史の好みを耳にして、髪を伸ばすことにした。

『この写真はなんなの？　あの子……清貴くんにそっくりね。もしかして、清貴くんは、あなたとこの女性の子なんじゃないの？』

　妻は写真を手に、険しい表情でそう言う。

　その言葉に、思わず笑いそうになった。

　まさか清貴を、俺と清美の子どもだと勘違いするとは。

　そうだったら、どんなにええことやと思う。

　すぐに誤解を正そうとした。

　彼女が、自分の実ることがなかった、初恋の女性だったことを……。

　キスすらできずに、親友と結ばれてしまった女性。手に入らなかったからこそ、眩しい存在であり、写真を捨てられなかったということを……。

『だとしたら、この女は最悪ね。伊集院先生と結婚しながら、あなたとの子を孕はらんで、そのまま産むなんて。学生時代にもいたのよ。清純そうな顔をしてるけど、裏ではビッチな女。この女は、その部類だわ』

　その言葉は、嫉妬にかられた、ただの勢いだったのは分かっている。

　それでも、この台詞はどうしても許せなかった。

　だが、そんな言葉を言い放った妻を前に、自分は怒ったりはしていない。

　彼女が書斎の机を調べたくなったのも、彼女にそんな台詞を言わせてしまったのも、自分の責任だ。

　おそらく、不安にさせていたのだろう。

　興奮している妻を落ち着かせて、この写真の彼女は自分のただの初恋で、キスすらしていないこと、写真は抜き忘れていただけだということを伝えた。

　そして、今はもう亡くなってしまった女性に対して、そんなふうに言うのは、あまりに悲しすぎる、とも。

　妻はその場に泣き崩れて、謝ってくれた。

『いや、俺が不安にさせたんやろ、悪かった』

　と、自分も謝ったのだが……。

　その出来事を境に、自分の心が、はらり、と妻から離れてしまった。

　こうなると、もうとことん駄目だった。

　結婚生活が苦痛でしかなくなってしまった。

　これまでのことを振り返り、ふぅ、と息をついて清貴を見下ろす。

　今もジッ、とこちらを見上げている。

『……心配してくれとるんか？』

　優しい子やな、と続けようとしたものの、清貴はふるふると首を横に振る。

『心配なんてしていません』

『はっ？』

『だって、上田さん……肩の荷が下りたって顔してますし』

　そう言う清貴に、まいった、と、また額に手を当てる。

　その時、家にやって来た友人が、

『おう、上田、浮気がバレて慰謝料ふんだくられて離婚って、散々だったな』

　と、無遠慮に声をかけてきた。

　しかし、腫れ物に触るような扱いをされるより、このくらい遠慮がない方が、こちらとしては心地よい。

『おう、せやで』

『今後の住処すみかはどこになるんだ』

『とりあえず、梅田の事務所に住むことにしたわ』

『最悪だな』

『ほんまや』と、笑い合う。

　浮気の慰謝料の相場は、子どもがいない場合、百万～三百万という話だが、妻の言い値に対し、二つ返事で了承したため、この家を手放すことになった。

　傍から見たならば、本当に『最悪な状態』だろう。

　だが、気持ちは決して最悪ではない。

『散財ついでに、絵を買わないか？　再出発の記念に』

　彼は美術商を営んでいて、たまにいい品が入った時に、持ち込んできていた。

『絵？』

『おう、上田が好きな画家の絵が入ってきたんだよ。車に積んでるんだけど、持ってきていいか？』

『おう、ええで』

　自分は目は利かないが、美術品がとても好きだ。

　彼の言う通り、わずかに残っている金で絵でも買って、すっきり再出発するのも良いかもしれない。

　友人は一度車に戻り、絵画を手に再びリビングを訪れた。

　テーブルの上を簡単に片付けて、その上に布にくるんだ絵画を置く。

『おっ、絵を持ってきたのか？』

『こんな時に、上田に絵を売るのかよ』

　友人たちが愉しげに笑いながら、集まってくる。

『絶対に欲しくなる、いい絵だぞ』

　彼は口角を上げて、布の結び目をほどく。

　それは、ある日本人女性がテーブルに頬杖をついて、こちらを見ている構図の絵だった。

『ティファニーで朝食を』のヘップバーンがしているポーズのイメージだった。その画風は大変特長があり、目利きではない自分にも、誰が描いたものかすぐに分かった。

『レオナール・フジタやな』

『そうだ』

　藤ふじ田た嗣つぐ治はる。洗礼名、レオナール・フジタ。

　戦時中、パリで活躍した日本人画家だ。

　自身初の個展で、ピカソに注目された画家としても知られている。

　代表作は、『寝室の裸婦キキ』、ニューヨークへの想いが詰め込まれた『カフェにて』。

　この絵は、その『カフェにて』の構図とまるで同じだが、モデルの女性が違っていた。

『これは、フジタの妻、君きみ代よを描いたものだそうだ』

　その言葉に、心臓が強く音を立てた。

　レオナール・フジタは、恋多き男として知られている。

　何度も結婚と離婚を繰り返し、その数、五回。

　いつも長続きしなかった彼だが、最後に『君代』という運命の女性と巡り逢い、生涯をともにした。

　そんなフジタを、異性関係において軽薄だと思う者は多いかもしれない。

　しかし、自分には分かる気がした。

『この人かもしれない』と思うものの、駄目だったのだろう。

　永遠の愛を誓うも、結局は一緒にいられなくなったのだろう。

　だが、この『君代』だけは違っていた。

　いつか自分も、フジタにとっての『君代』のような女性に出会えるのだろうか？

『……なんぼや』

　絵に目を落としたまま尋ねると、彼はそっと三本指を立てて見せた。

　三百万か。

　そのくらいなら、なんとか。

　そう思いかけたその時、

『これは、レオナール・フジタへのリスペクトが込められた作品ですね。三本指ってことは、三万もするんですか？』

　と、清貴が声を上げた。

　皆驚いて、清貴を見る。

『いやいや、ボク。これはフジタへのリスペクトが込められた作品ではなくて、フジタの作品なんだよ』

　友人は微笑んでそう答えた。

『ですが、これはどう見ても、フジタの作品ではないです』

　清貴は絵に目を落としたまま、肌を指差す。

『レオナール・フジタの最大の特徴は〝乳白色の肌〟です。フジタはその秘密を生涯語ることはありませんでしたが、炭酸カルシウムと鉛えん白ぱくを独自の割合で混ぜた絵具を塗っていたのでは、と言われています。この絵は、フジタの画風や肌色に近付けようと努力はしていますが、やはり別物です』

　さらさらとそう話す清貴に、友人たちは絶句した。

『こちらの作品からは、悪意ではなく、純粋な憧れが伝わってきます。おそらく、フジタに憧れを持つクリエイターの作品でしょう。君代さんをモデルに〝カフェにて〟の構図で描くなんて、本当にフジタの生き方にも心酔している方なんでしょうね。贋作ではありませんし、良い絵だと思います。三万でも価値はあると思いますよ、上田さん』

　そう言ってにこりと微笑む清貴に、友人は明らかに狼狽うろたえていた。

『な、なんだ、この子は』

『……この子は、武史の息子の家頭清貴。つまり、あのオーナーの孫や』

　清貴の肩に手を載せると、彼はさらに目を見開く。

『国選鑑定人・家頭誠司の孫……』

　美術業界に於おいてオーナーの名を知らぬ者はいない。

　最近は、そのオーナーがいつも連れている孫の存在も、話題には上がっているようだった。

『……そ、そうか、さすがだな。レオナール・フジタの絵と言ったのは冗談で、その子が言うようにフジタへのリスペクトが込められた作品だよ。さ、三万でどうだ？』

　その姿から、彼が本当にフジタの絵だと信じていたのではなく、フジタではないと知った上で、話を持ち掛けたことが分かった。

　見ていて恥ずかしくなるくらいに苦しい嘘だが、自分は『ああ』と頷く。

『フジタの絵やなくても、ええ絵や。買わせてもらう』

　この絵は買うけれど、この男との付き合いはこれでお終しまいや。

　絵画を手にしながら、上田はそんなふうに思った。
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　その後、友人たちは帰り、武史と清貴だけが家に残った。

　酒にあまり強くない武史は、ひとつだけ残っていたソファーで眠りこけている。

　三万で買った絵は、壁際に立てかけていた。

　清貴はその絵を眺めながら、そっと眉根を寄せる。

『……上田さんもお人よしですね』

『その絵を買こうたことか？』

　清貴は、こくりと頷く。

『フジタの絵やなくても、この絵に魅了されたんはたしかや。フジタと信じて三百万出してもうたら、はらわた煮えくり返るやろうけど、三万やったらほんまにええ買い物したと思うてる。おおきに、清貴』

　と、清貴の頭を撫でて、絵に目を向ける。

『この絵は、梅田の事務所に飾らせてもらうわ。再出発や』

『上田さん、また結婚したいと思いますか？』

　絵に目を向けたまま、ぽつりと尋ねる清貴に、自分は苦笑した。

『今は思わへんけど、いつか思えたら最高やな』

　清貴は何も言わずに、こちらを見た。

　大人びた子どもながらも、瞳はとても無垢だ。

『……清貴、よう覚えとき、「愛されて結婚すると幸せになる」って言葉があるんやけど、それが当てはまるのは、基本的に女性やと思う』

　清貴はそっと相槌をうつ。

『女性は、自分がほんまに好きな人と結婚できたとしても、そいつが自分を愛してくれへんかったら、幸せになれへん。そんなら、二番目三番目に好きやけど、自分を一番に愛してくれる人と結婚して、とことん愛してもらう方がええ。まぁ、もちろん、例外はあると思うけど、そういう人が多いと思う。せやけど、男は逆や』

『逆？』

『そうや。自分がほんまにほんまに好きな女と結婚せんと、幸せになれへん。というか、好きな女のためにしかがんばれへんし、好きな女やないと我慢でけへんことが多いんや。武史を見てみ。一番好きな女と結婚したから、彼女が亡くなった今も、どこか幸せそうやろ』

　そう言って上田は、ソファーで眠っている武史に視線を送る。

　ほんまに、羨ましいほどや。

『だから、清貴。結婚は自分が一番好きな女とするんやで。結婚前の交際相手やったら、二番手三番手でも構わへん。付き合うことでほんまに好きになることもある。男は単純やし、自分を好きになってくれる人をより好きになったりもする。せやけど、結婚は妥協したらあかん』

　清貴に視線を戻して、強い口調で言うと、清貴は『はい』と強く頷き、そっと武史の方を見た。

『……でも、父は、本当に幸せなんでしょうか？』

『ああ。何より武史にはお前がおるやろ』

　そう言うと清貴は、はにかんだように微笑む。

　その顔が、あまりに清美に似ていて、胸が詰まった。

『清貴は、清美……母親のことを覚えとるんか？』

　こんな酷なことを訊くつもりはなかったのだが、気が付くと口をついて出ていた。

　すると清貴は、目を伏せて、切ない表情を浮かべる。

『覚えているのは少しだけです。母は風邪を引き始めて、それがインフルエンザと分かると奥の部屋に籠りました。僕がドアを叩いても開けてくれず、「風邪がうつるから駄目よ」と、ドアの向こうから咳こむ声がするんです。だけど、僕は母に会いたくて叩き続けていました。ですが、その扉は開くことがなかったんです。母が死ぬまで……』

　清貴はそう言って、背を向けた。

『……その後に覚えているのは、棺ひつぎの中に横たわる母の姿で、まるで人形のように肌が硬く、青白くなっていました』

　自分も、清美の葬式を思い出し、苦しさに眉間を寄せる。

『母が僕の身を心から案じてくれていたのは分かるんです。だけど僕は……ドアを開けてほしかったです。うつってもいいから……お母さんに会いたかったです』

　清貴の小さな肩が、小刻みに震えている。

　泣き出したいのを堪えているのだろう。

『……泣いてもええんやで』

『駄目です。「男は泣いちゃ駄目だ」って、祖父がいつも』

　清貴は背を向けたまま、ふるふる、と首を振った。

『……せやな。せやけど、それは少し違うで、清貴。男かて泣いたってええ。せやけど、その涙を人に見せるのがあかんのや。オーナーかて、一人の時は泣いてきたはずや。俺もそうや』

　そう言って、背後から清貴の両肩に手を載せる。

『今は武史は寝ていて、ここには俺だけや。誰もおらへんのと同じやで。ちゃんと泣く時は泣かなあかん』

　その頭をくしゃくしゃと撫でて、

『それは寂しかったな、清貴。ほんまに風邪なんてうつったってかまへんから、お母ちゃんに抱き着きたかったな』

　優しく言うと、清貴は勢いよく振り返り、声を上げて泣き出した。

　自分はそんな清貴の小さな体を、しっかりと抱き締める。

　しがみついて泣く清貴の背を撫でながら、自分の目にも涙が滲んだ。

　それと同時に、どうしてなのか、自分の内側にくすぶり続けていた、清美への想いが少しだけ浄化されたような気がした。

　もしかしたら、清美の導きやったんやろか？

　なんて、柄にもなく感傷的に思う。




　ややあって、清貴は泣き止み、涙を拭ぬぐって、少し気恥ずかしそうに目をそらした。

『……僕が泣いたこととか、誰にも言わないでくださいね』

　頬をほんのり赤らめて、ぽつりと零した。

『ん～、それは約束でけへんなぁ』

『っ！』

『分かってる、オーナーと武史には言わへん。男の約束や』

　そう言うと、清貴はホッとしたように頬を緩ませる。

　そのまま絵画を眺めて、

『いつか、上田さんにも「君代」が現われるといいですね』

　すぐにいつものようにませたことを言い出す清貴に、自分は肩を上下させた。

『せやな。そしていつか、お前にもな』

　互いに横目で視線を交わし合い、くすりと笑う。

　それは、ほんまに、清貴との懐かしい思い出────。
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「そんなわけで、葵ちゃん。そん時の清貴は俺にしがみついて、おいおい泣いて、ほんまに可愛かったんやで」

　午後四時半。

　ホームズさんと上田さんが、突然、『蔵』に訪れた。

　なんでも、京都ホテルオークラでクライアントのお話を聞いたあと、『清貴を少し喜ばせてやろ思うて』と、ここに立ち寄ってくれたそうだ。

　そして、カウンターで思い出話になったのだけど……、

「──そんなことがあったんですね」

　上田さんとホームズさんの過去を聞き、私は熱い息をついた。

　思えば、どこか潔癖な雰囲気を持つホームズさんが意外にそうでもなかったり、バーベキューが好きだったりするのは、すべて上田さんの影響だったのだろう。

　私が納得して、相槌をうっていると、ホームズさんは露骨に眉根を寄せながらコーヒーを口に運んだ。

「……僕が泣いてしまった話ですが、『誰にも言わない、男の約束だ』と仰っていませんでしたでしょうか？」

「ちゃうで。『オーナーと武史には言わへん』て言うたんや」と、上田さんは、自信たっぷりに胸を張って答える。

「そうでしたか？」

「せやで。俺はハナから、お前に『君代』が現われたら、その人にはこの話をしたろ、て思うてたし」

　にっ、と笑みを見せた上田さんに、ホームズさんは瞬いたあと、ふっ、と表情を緩ませる。

「君代？」と私が首を傾げると、

「レオナール・フジタの話ですよ。昔、上田さんは、まんまと無名の画家の絵をフジタの作品と信じて、三百万で購入しかけたことがありまして」

「え、ええ？」

「おい、清貴、その話はあかん！」

「自分の失態はあまり語らず、僕の恥ずかしい話ばかりするからですよ」

「恥ずかしい話ちゃうで、可愛らしい話や」

　そう言い合う二人を前に、私は可笑しくてたまらず、くすくすと笑ってしまう。

「本当に親子みたいですよね」

「よう言われる」

　上田さんは、少し嬉しそうに目を弓なりに細め、ホームズさんは微笑んで頷いた。

「ええ、僕は上田さんのことを、もう一人の父のように思ってきましたから。こう見えて、とても感謝しているんですよ。祖父や父同様、今の僕があるのは、上田さんのお陰だと思ってます」

「！」

　ホームズさんの言葉に、上田さんが驚いたように動きを止め、明らかに動揺したように、目を泳がせた。

「な、なんや、清貴の口から、そんなん言われたの、はじめてでびっくりや」

　ぽつりとそう零したかと思うと、みるみる上田さんの顔が赤くなっていく。

「あー、ほな、そろそろ行かな。清貴」

　慌てたように立ち上がる上田さんに、ホームズさんは「ええ」と頷いて、バッグを手にした。

「帰りは俺が運転するで、御池通に車を出すさかい、お前はゆっくり出たらええ」

　と、まるで逃げるように真っ赤な顔のまま、上田さんは店を出ていった。

　私とホームズさんは、顔を見合わせて、くすりと笑う。

「上田さん、本当にいい人ですね」

「ええ」

　ホームズさんは静かに頷き、そっと私を見下ろした。

「──葵さん。今だけ、規則を破ります」

「規則？」

　戸惑いの声を上げた瞬間、私の額に彼の唇が触れた。

　どきん、と心臓が音を立てる。

「……行ってきます」

　額から唇を離してそう言ったホームズさん。

「──はい、行ってらっしゃい」

　鼓動が早鐘を打つ中、私は笑顔で手を振る。

『カラン』と鳴るドアベル。

　子ども時代の話を聞いたせいだろうか、寺町通を北へと歩いていくホームズさんの背中が以前よりも大きく、そしてさらに大人っぽく見えた。

　嬉しさと誇らしさと同時に、焦りのようなものも生まれる。

　彼に置いていかれないように私もがんばろう、と拳を握った。









第三章　『聖母の涙』
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　一八七〇年（明治三年）に創設されたニューヨーク市マンハッタン五番街に面する世界最大級の美術館──メトロポリタン美術館は、ルーヴルやエルミタージュ等と並ぶ世界有数の美術館のひとつだ。

　祖父が提案した『修業』にそもそも乗り気ではなかった自分だったが、短い間でも彼の許でアシスタントとして働けることはこの上ない幸運であり、得え難がたい経験だろう。

　清貴は満足そうに頷いて、メトロポリタン美術館一階に設けられたホールの壁際に立ち、壇上で講演している初老の男性に目を向けた。




『ここに集まる若きキュレーターの多くは、バーナード・ベレンソンの名を知っているだろう。二十世紀初期に活躍した美術史家であり、大変優秀な鑑定士として知られている。派手好きで一般的なモラルなどお構いなしといった彼は、良い意味で常識に囚とらわれることがない天性の鑑定士だった。そんな彼は仲間内にこう話していたらしい。

〝なぜ、自分が贋がん作さくを見破ることができるのか、上手く説明ができない。自分の腹が、駄目だと言ってるとしか言えないのだ〟と。

　このように、贋作を見破る鑑定家は貴重であり、天賦の才を持った者と言えます。偽にせ物ものを瞬時に見破るというのは、第六感ともいえる特異な能力を有する人物と言えるでしょう。

　それは、学習して得られるものでは決してない。ここに集まったあなたがたは、そんな第六感を持つ貴重な存在だ。だが、それだけに気を付けてほしい。時に知識や常識が第六感の判断を鈍らせる。この世界は新たな発見により、常に常識が覆くつがされる不確かなものであり、選ばれた者が持つ感覚だけが頼りになる時がある。どうか、知識同様、いや、それ以上に自分の目と感覚、嗅きゅう覚かくを磨みがくことを忘れないようにしてもらいたい』

　わたしからは以上だ、と彼は咳払いをし、

『ああ、最後にひとつだけ。もう少しでクリスマスだね。どうか良いクリスマスを』

　と、微笑む彼に、ホールに集まっていたキュレーターたちは惜しみない拍手を送った。

　彼は『ここに集まる若きキュレーター』と言っていたが、若くない者も多い。

　だが、もうすぐ還かん暦れきを迎える彼にとっては、皆が若者なのだろう。

　清貴も拍手をしながら、ミネラル・ウォーターを手に、かつてメトロポリタン美術館の優秀なキュレーターであり、世界中の美術館に精通している美術界の権けん威い、トーマス・ホプキンスの許に向かった。

『お疲れ様です』

　エビアンのペットボトルを差し出すと、彼は『んー』と眉根を寄せた。

『昨日まで、エビアンを飲んでいたが、今は軟なん水すいの気分ではないんだ』

　口を尖らせて手を振る彼に、清貴はバッグの中から新たなペットボトルを取り出す。

『そう言うかと思いまして、コントレックスも用意していました。どうぞ』

　するとホプキンスは『おお』と目を輝かせて、受け取った。

『君は本当に用意周しゅう到とうだな。日本人は皆、几き帳ちょう面めんな部分があるが、君はまた特別だ。素晴らしい』とコントレックスのボトルを口に運ぶ。

『ありがとうございます。僕の師匠も気まぐれなので、慣れているんですよ。ちなみに、ペリエの用意もありますので、炭酸水が欲しくなったら言ってください』

　清貴がショルダーバッグの中を見せると、ホプキンスはぷっと笑う。

『誠司さんが、君の修業の受け入れ先を呼び掛けた時は、あの少しませた少年だった君がどれくらい成長しているのか、興味本位で名乗り出たんだが、まさかこんなに優秀だとは思わなかったよ』

『アシスタントとしてですか？』

　壇上の資料をバッグに入れながら、清貴はそっと肩をすくめて歩き出す。

『それも、もちろんそうだ。君のお陰で、僕の秘書は安心して休暇を取れている。そして、君はその若さで鑑定士としても素晴らしい才能に恵まれている。まぁ、これは元々知っていたことだが』

　ホールを出て、メトロポリタン美術館の通路を歩く。

　これまでホプキンスの講演を聴いていたキュレーターたちは、彼の姿を見るなり、目を輝かせて会釈をし、彼は片手を上げてそれに応える。

　美術館は、十二月の土曜ということもあり、とても賑わっている。

　館内を興味深そうに眺めて歩く清貴に、ホプキンスは、ふふっと笑う。

『メトロポリタン美術館に来たのは、久しぶりかい？』

『ええ、入口が綺麗になったんですね』

『ああ、改装工事をしたんだ。話の続きだが、君はわたしが思っていたよりも、不思議で面白い』

『不思議、ですか？』

『ああ。君はとても存在感があるようで、その存在感をスッと消すことができる。馴染みにくいようで、気が付くと同どう化かしている。とても捉とらえどころのないユニークなタイプだ。インパクトがあるのに、同化しているなんてカメレオンのようだね』

『……やっぱり、爬は虫ちゅう類るいなんですね』

『やっぱり、とは？』

『日本では、よく蛇男と揶や揄ゆされるので』

　清貴がそう言った時、背後でくっくと笑い声がし、二人は足を止めて振り返った。

　そこには眼鏡を掛けた東洋人男性が、愉しげな目を見せている。クリーム色のジャケットにベージュのチノパンにシャツというナチュラルなコーディネートは、柔らかな面持ちによく似合っていた。

「清貴くんが、『蛇男』って、そのものずばりだね」

「お久しぶりですね。──雨あま宮みや史し郎ろうさん」

　清貴は一歩前に出て、にこり、と口角を上げた。

「今はもう、『雨宮』ではないんだ。人道に反することをして逮捕された親父とは縁を切ったからね。今は母の姓の『菊きく川かわ史郎』だ。よろしく」

　史郎は微笑んだまま、悪びれもせずに握手の手を差し伸べる。

　清貴は同じような笑みを返しながら、その手を受け取った。

「そうですね。薬物で人を操り、洗脳して資金を蓄たくわえるなんて、もはや人のやることではないですしね。縁を切るお気持ちは分かります」

「君は相変わらず遠慮がないね。『人のやることではない』か。それじゃあ『蛇男』である君は、どうなのかな？」

「僕ですか？」

「ああ、君にはそういう素そ養ようがありそうだ。君なら薬物なんて使わなくても、人を洗脳して操れそうだよ」

「いえいえ、僕はそんな。それよりも、人を洗脳して意のままに操るとは、あなたのことではないのですか？」

　清貴は口角を上げたまま、小首を傾げて史郎を見た。

　史郎は先ほどまでとは違う、歪ゆがんだような笑みを一瞬浮かべるも、すぐに表情を正す。

「やっぱり君は面白い。僕はまたそのうちに日本に帰ろうと思ってるし、また君に会えるのを楽しみにしているよ」

　史郎は、ポンッと清貴の肩に手を載せて、そのまま背を向けた。

　清貴が眉根を寄せて史郎の背中を見送っていると、

『あれは、君の商売敵かい？』

　ホプキンスにそう問われて、苦笑した。

『そのように見えましたか？』

『最初は恋敵かと思ったが、どうやらそうではなさそうだし、どちらかと言えば商売敵ではないかとね』

『当たらずとも、遠からずでしょうか』

『それじゃあ、同じ業界のライバルかな』

『いえ……それは、別にいます』

　円生の姿を思い浮かべ、清貴は微かに肩をすくめる。

『一見、人当たりが良さそうだが、随分油断のならない男のようだね。君は結構厄介な男を敵に回したのかもしれないよ』

『ええ、僕もそう思ってます』

　清貴は低い声で呟き、そっと頷いた。

『さて、ひと仕事終えたし、酒でも飲もうか』

『このあと、美術誌のインタビューがありますので、それが終わってからに』

『そうか、まだ仕事が残っていたか』と、彼は肩を落とす。

『その後にお酒を飲まれるのでしたら、ビークマン・タワー・ホテル二十六階の〝Topトップ ofオブ theザ Towerタワー〟というＢＡＲバーはどうでしょうか？』

『そこをすすめる理由は？』

『景色がとても良く、観光客が少ないので落ち着いて楽しめます。そして土曜の夜は決まって、あなたが会いたがっていた紳士が訪れるとか』

『もしかして、シャガールの……あの絵の持ち主か』

『ええ、いつか、メトロポリタン美術館に飾りたいと仰っていた、シャガールのあの絵の持ち主です。絶対に手放さないと言っていた彼ですが、年齢を重ねたためか自分の大切なコレクションが心無い者に相続されるよりも、美術館に飾られる方が良いかもしれない、と考えを改めているそうです。そして、一度あなたの話を聞いても良い、といったことを周囲に洩らしていたとか。もし、このタイミングであなたと出会ったなら、彼は運命を感じてくれるかもしれませんね』

『……わたしに口く説どき落とせると思うかい？』

『どうでしょう。ですが、チャレンジする価値はあるかと。またひとつ、この世界の宝が美術館に飾られ、多くの人の目に触れるチャンスができるのは良いことだと思います』

『ちなみに、君の家で所有している青磁も、いつかと思っているんだが？』

『……考えておきます』

『京都人の〝考えておきます〟は断り文句だと、誠司さんに聞いたことがあるんだが？』

　横目でちらりと見るホプキンスに、清貴は思わず笑う。

『そうですね。いつか、美術館にという気持ちもなくはないのですが、その前に考えていることもありまして』

『なんだい？』

『それはまだ、口に出せる段階ではないです』

　歩きながらそう話す清貴に、ホプキンスは『そうか』と頷く。

『それにしても、もうすぐ期限が来てしまうね。君は日本に帰ってしまう』

　清貴が彼のアシスタントを務めて、もうすぐ二か月になる。

『こんなことなら、二か月と言わずに最長の三か月にすれば良かったよ。どうだい、延長しないかい？　このニューヨークでクリスマスを過ごすのも良いものだよ。君がいれば、妻も喜ぶ』

『とても光栄ですが、僕にはともにクリスマスを過ごしたい人がいますので』

『そうか、そうだろうね。少年だった君もいい大人だ』

『どうぞ、奥様と素敵なクリスマスをお過ごしください』

　清貴は、ふふっ、と笑い、通路に目を向ける。

　史郎の姿はもうどこにもなくなっていた。
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「ホームズさん、もうすぐ戻ってこれるんや」

　対面に座る香織は、ミルクティーを飲みながら、へぇ、と洩らす。

「うん」と私は頷いて、香織の背後に広がる植物園の景色に目を向けた。

　ここは、京都植物園に隣接したカフェレストラン。私たちは大学の授業を終え、散歩がてらここにお茶に来ていた。

　十二月の植物園は、紅葉もすっかり終わって、少し寂しげだ。

　冬はあまり人が訪れないように思える植物園だったが、年中暖かい温室の植物が美しく、またイルミネーションもなかなかなものだそうだ。

「ホームズさん、今はニューヨークやったよね？」

　私は温かいカフェオレを飲みながら、そう、と頷く。

　今も修業中のホームズさんは、先月からニューヨークに行っている。

　修業に乗り気ではなかった彼だけど、尊敬する美術界の権威の一人であるトーマス・ホプキンス氏の許で働けるのは、とても嬉しそうな様子だった。

「十五日に日本に着くって。その後は年始まで『蔵』に戻ってるみたいで」

「良かったやん」

「うん。それで、ホームズさんが戻ってこれるって話を家族にしたら、うちのお母さんや弟が『それなら、清貴くんを家に呼んでお帰りなさい会をしよう』なんて言い出して」

　私が、やれやれ、と肩をすくめると、香織はぷっと噴き出した。

「お母さんも弟さんも、ホームズさんに会いたいんやね。まぁ、素敵な人やし」

「とか言って、香織は、ホームズさんのことが苦手なくせに」

「私はほら、かつてホームズさんに犯行を暴かれた側の人間やし、そん時の恐怖みたいなもんが残ってるっていうか。あれがなかったら、普通に『素敵な人』って思ってたかもしれへん。ほんでも、ちょっと苦手なタイプやけど」

　正直な香織に、私は思わず笑ってしまう。

「ほんで、ホームズさんはなんて？」

「ホームズさんにそれとなく、『お母さんがこんなこと言い出したんですよ』って話したら、『それは嬉しいですね』って、結構乗り気で、本当にうちで『お帰りなさい会』を開くことになったの。それも、ホームズさんが日本に着いた翌日の十六日に」

「へええ。久々の再会やのに、二人きりじゃないんや。葵は残念ちゃう？」

「あ、そんなことは。会えるだけで嬉しいし、何より家族の申し出を快く引き受けてくれた方が嬉しくて」

「そうやね、それはたしかに」

「だけど、そのあとに、『ああ、でも、緊張します。腹黒だってバレないようにしなくては。葵さん、フォローお願いしますね』なんて言ってた」

　そう言うと、香織は心底驚いたように瞬いた。

「ホームズさんって、葵には、そんなことまで言うんやね」

「え、あ、まあ」

　元々、私には本音が洩れてしまう、と言っていた彼だけど、最近それに拍はく車しゃがかかっている気がする。

　香織は、ええなぁ、と微笑まし気に目を細める。

「ほんで、クリスマスも一緒に過ごせるんやろ。良かったやん」

「うん」

「そういえば、葵はホームズさんに何をあげるん？」

「えっ？」

「クリスマスプレゼント」

「あ、ああ！」

　そうだ、クリスマスプレゼント！

「ホームズさんに何かプレゼントするって、大変そうやな」

「そうなんだよね。なんたって目利きだし」

「そして、ホームズさんからのプレゼントもすごそうやな。今までも、海外旅行のお土産に、ミュシャのリトグラフやスイスのブレスレット腕時計とかもらったんやろ？」

「……うん」

　それだけじゃなく、今までいろいろなところに連れて行ってくれたり、ご馳走してくれたりした。

　そう、貴き船ぶねの川かわ床どこでランチ（これは店長のはからいだけれど）、顔かお見み世せ、先ぽん斗と町ちょうでの食事、誕生日パーティの時のドレスに靴にネックレス。一体、私はどれだけしてもらってきたというのか……。

　もう、これ以上はもらえないなぁ。

　私は香織とおしゃべりを続けながら、そんなことを思い、小さく息をついた。
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　そして、十六日の午後四時。

　いよいよ、ホームズさんが、我が家にやって来る日となった。

　彼がうちに訪れるのは、三度目のこと。

　一度目は、上田さんのカフェに行く前に、うちに寄って祖父の遺品を識みてもらった時。

　二度目は、交際する際に、挨拶に来てくれた時。

　そして、今回が三度目となる。

「それじゃあ、行ってきます」

　うちには車を二台も停めるスペースがないため、ホームズさんはバスで『下しも鴨がも神じん社じゃ前』まで来てくれる。

　せっかくだから、今回もバス停まで迎えに行こうと玄関で靴を履いていると、母がバタバタとキッチンから出てきた。

「葵、夕食は本当に、『炊き込みご飯』と『コロッケ』なんかでいいのね？　お帰りなさい会なのに、本当にそんなのでいいのかしら」

「うん。だから、コロッケの下ごしらえを私もしたし」

　あとは揚あげるだけという状態で、今さら何を言い出すのか。

　お帰りなさい会をしよう、なんて声を上げたくせに、考えすぎて何を作って良いか分からなくなった母は、『直接、清貴くんに何を食べたいか訊いて！』と言い出したのだ。

　私は隠すことなく、そのままホームズさんに訊いてみることにした。

　するとホームズさんは、『なんでも嬉しいですよ』と予想通りの返答をする。

『それでは、ホームズさんの好物を作りたいと思います。ホームズさんの好物を三つくらい挙げてもらえますか？』

　その結果、『炊き込みご飯』『ポテトコロッケ』のふたつが出た。

『あとひとつは、その時の気分で変わるのですが、このふたつは常に好物です』

　その答えが、とても意外に感じると同時に、もしかして、と私は訝いぶかしむ。

『うちのことを気にして、庶しょ民みん的なメニューを言ってくれてますか？』

　ホームズさんの家のようなお金持ちではないけれど、うちだってお寿司くらいの用意はできる。

　とはいえ、何を食べたいかのリクエストをして、『寿司です』とは答えにくいだろう。

　この質問は失敗だったかもしれない。

　何も訊かずにお寿司を用意しておけば、無難だし、喜んでもらえただろう。

『いえいえ、父や美み恵え子こさんに訊いてもらっても、その二つが出てくると思いますよ。炊き込みご飯やポテトコロッケって、好きでも自分ではなかなか作らないんですよ。ハンバーグなんかは洋食屋さんで食べる機会がありますし。時々、炊き込みご飯やお赤飯をお裾すそ分わけにもらうと、すごく嬉しかったりするんですよね』

　そう話すホームズさんに、私はようやく納得した。

　彼はいつも、食事は『外食』もしくは、『簡単な炒め物』だったり『焼き魚』になってしまうと以前話していた。

　家族が揃うか揃わないか分からない家頭家では、炊き込みご飯やポテトコロッケをわざわざ作ることは少ないのだろう。

「ホームズさんが好きだって言ってたから、大丈夫だよ」

　母とそんな話をしていると、思いのほか時間を食ってしまい、私は自転車でバス停まで向かうことにした。

　徒歩では一〇分強はかかるけれど、自転車ならアッという間に着く。

　冬の風が冷たいが、今日は晴天で日差しは暖かい。

　自転車で軽けい快かいに走る、と言いたいところだけど、キイキイキイキイと鳴る古い自転車がいちいちうるさいのが残念だ。

　中学校に入学した時に買ってもらったもので、学校指定のグレーの自転車。

　もう、寿命なのかもしれない。

　どうせなら、新しくてデザインの可愛い自転車が欲しいところだけど、自転車に寿命なんて、そうはないだろうし、何よりちゃんと走れるのにもったいない。

　いい加減、メンテナンスをしなければならないのかもしれない。

　ぼんやりとそんなことを考えながら自転車を走らせていた私は、バスとすれ違ったことで、ハッとして顔を上げる。

　今のバスに乗っていたのだろう、バス停にホームズさんの姿があった。

　ジャケットにジーンズという格好で、私の姿を見るなり、大きく手を振る。

「ホームズさん！」

　私は自転車を降りて、小走りで押した。

「葵さん、わざわざありがとうございます」

「お、お久しぶりです。そしてお帰りなさい、ホームズさん」

「ただいま、葵」

　にこりと微笑むホームズさんに、きゅん、と胸が詰まる。

　久々に会ったホームズさんは、相変わらずスマートで、以前よりも大人びているように感じた。

「行きましょうか」

　ホームズさんは、いつものように自転車のグリップを手にしてくれた。

「あ、すみません」

「いえ、自転車のカゴに荷物を入れさせてくださいね」と、ホームズさんはカゴに紙袋を入れた。

　可愛いイラストに英語のロゴが見える。ニューヨークのお土産なんだろうか。

　思わずジッと見詰めていると、

「ああ、これは、お土産の『ファットウィッチベーカリー』のブラウニーです。こちらでも買えるもので申し訳ないですが、美味しかったので」

「食べたことがないので、楽しみです。ニューヨークはどうでしたか？」

「とても良い経験ができました。何よりメトロポリタン美術館は、何度訪れても素晴らしく、感動しきりでしたね」

「たしか、世界最大規模なんですよね」

「ええ。一日では観きれないので、観たいところを絞って回った方が良いくらいの大きさなんです。そして驚きなのが、素晴らしい一級品ばかりが展示されているというのに、自由に撮影ができたり、彫刻に触れても注意されたりしないんです」

「えっ、そうなんですか？」

「度が過ぎたら怒られるのかもしれませんが、みんな揃ってロダンの彫刻を触っていましたよ。僕も触ってしまいましたが。いつか一緒に行きたいですね」

「はい！」

　話を聞きながら、まだ行ったことのないメトロポリタン美術館に想いを馳はせて、わくわくしてくる。

「たった二か月ですが、ホプキンス氏の側で仕事ができて、視野が広がったような気がします」

　元々、広い視野を持っていたホームズさんだ。

　これまで以上に視野が広がったならば、それはすごいことであり、オーナーの思おも惑わくは、成功だったと言えるのだろう。

　そんなホームズさんを眩しく思いながらも、私の胸に焦りのようなものが生まれていた。

　大学で普通に学ぶことしかできていない自分が、どんどん置いていかれるような、そんな感覚に襲われるのだ。

「葵さんは、大学はどうですか？」

「今はまだ、自分が思っているよりも専門的な勉強に入っていなくて……これからだと思うんですが」

「ええ、これからだと思います。葵さんもまだ十九ですから、まだまだこれからどんどん世界が広がっていくのでしょうね」

「そうでしょうか」

「ええ、僕が十九の頃なんて、本当に子どもだったな、と今では思いますし。その時は、自分は大人に負けていない気持ちでいたんですがね」

「分かる気がします」と、私は小さく笑う。

　他愛もない会話ながらも、先ほどまでの焦りが薄うすれていることが分かった。

　彼のことだ、私の心中を察してフォローしてくれたのだろう。

「それよりも訊きたかったのは、大学でのプライベートなことです」

「えっ？」

「同じ大学の男に、『真城さん、帰りに飯食いに行かない？』とか『ああ、もう、葵ちゃんでいいよね。今度は飲みに行こうか？』とか『俺、葵が気になって仕方ないんだ。俺ん家来いよ』なんて言われていたりしませんか？」

　いやに具体的に問われて、私はごほっとむせる。

「なんですか、それ。どうして、そのホームズさんの妄想の男と私の関係が、徐じょ々じょに縮まっているんでしょうか」

「狙った女を落とせる男というのは、間の詰つめ方が上手いものですから。女性はいきなり近付かれるのを嫌いますからね。あなたと離れている間、心配で心配で」

「それにしても、女性に対する間の詰め方とか、お詳しいですね」

　思わず冷ややかに一瞥をくれると、今度はホームズさんが小さくむせる。

「一般論ですよ」

「そういえば、ずっと気になっていたんですが、ホームズさんは昔、和泉いずみさんに裏切られたショックで出家しようと思ったくらいだったけれど、結局はやさぐれて、『出家とは真逆の生活を送ってしまった』と仰っていましたよね？」

「……どうだったでしょう？」

「一体、どんな状態だったんですか？」

「そうですね。『出家とは真逆』ですからね。髪を金髪にしていたんです」

「ええ？　本当ですか？」

　ホームズさんが金髪って！　と仰天するも、すぐにホームズさんは、「冗談ですよ」と、微笑む。

「それはそうと、葵さんのご自宅も三度目ですね。未だにドキドキします」

　どう考えても、話題をそらしたようにしか思えないけれど、話したくなさそうなので、追及するのはやめることにした。

「本当にドキドキしてるんですか？」

「ええ。胸に手を当ててみますか？」

　なんてイタズラっぽく微笑むホームズさんに、どきんとして言葉が詰まる。

「い、いえ、それは結構です」

「残念ですね」

「残念って」

　二人で笑いながらのんびり歩き、小さな教会の前まで来た時に、私はそっと足を止めた。

「この教会。今うちのお母さんが、地区役員の仕事でよく来ているんです」

　そこは、『聖せい母ぼ幼稚園』という名の幼稚園と隣接した割と小さな教会であり、中庭に真っ白いマリア像がある。

　十二月にもかかわらず、木々は葉をつけていて緑に包まれているのが印象的だ。

「バザーのお手伝いですか？」

「それもありますし、クリスマス会でゴスペルを歌うことになっちゃったみたいで」

「ゴスペルを」

　ホームズさんは、へぇ、と洩らす。

「そうなんです。元々、『聖母幼稚園』の保護者たちでゴスペルサークルみたいなのを作っていて、そのメンバーが足りないことから、地区役員に参加のお願いがきたそうなんです。お母さんは他の役員の仕事を引き受けるより、歌の方がいいかもって、引き受けたって」

「それは、なかなか楽しそうですね」

「ですよね。いやいや引き受けた感じだったけど、イキイキ練習に通ってるんですよ。昔、合唱部だったとかで」

　そんな話をしながら、私たちは教会の前を通り過ぎた。




「ただいまー」

　家に着き、玄関の扉を開けると、

「──えっ、またですか？」

　廊下に母の声が響いて、私たちは少し驚いて足を止める。

「ええ、はい、分かりました。今から行きます」

　どうやら、母はリビングで誰かと電話をしているらしい。

　母は電話となると、声が大きくなる癖がある。

　次の瞬間、リビングの扉が開き、母は廊下に姿を現わした。私たちを見て「あっ」と声を上げ、取り繕つくろうように笑みを作る。

「まぁ、清貴くん、いらっしゃい」

「お邪魔します。今日はお招きありがとうございます」

「今、修業中なんですってね。この前までニューヨークに行ってたとか。本当にすごいのね。がんばっているのね」

　母は取って付けたように早口でそう言ったかと思うと、すぐに私の方を向く。

「葵、お母さんちょっと、教会に行ってくるね。夕飯の支度の時間までには戻るから」

　急いで靴を履く母に、私とホームズさんは思わず顔を見合わせた。

「お母さん、何かあったの？」

「大丈夫ですか？」

　と、尋ねた私たちに、母は足を止めて、弱ったような顔を見せた。

「え、ええ、ちょっと……」

「僕に何かお手伝いできることがありましたら、遠慮なく仰ってくださいね」

「……実は今日ね、清貴くんが来たら、相談に乗ってもらえたらと思っていたの。あっ、それで呼んだわけじゃないのよ」

　慌てたように言う母に、ホームズさんは『分かってます』という様子で相槌うつ。

「ホームズさんに相談って、もしかして、お母さん、何かトラブルに巻き込まれてるの？」

　私が目を剥むくと、リビングで話を立ち聞きしていたらしい弟の睦む月つきが、「えっ、マジで」と顔を出した。

「私自身が巻き込まれているわけじゃないんだけど、お世話になってる教会で、最近奇妙なことが起こっていて……」と、母は頬に手を当てる。

「奇妙なことって？」と私と弟の声が揃う。

「……ええ、なんていうか、悪質ないたずらだと思うんだけど。中庭のマリア像がね……、血の涙を流すようになったの」

　顔を引きつらせて笑う母に、私たちは硬直してしまった。
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「それにしても、マリア像が血の涙を流すって、どういうこと？」

　とりあえず、問題の教会に向かうこととなり、戸惑いながら尋ねた私に、母は弱ったように顔をしかめる。

「だから、そのままよ。教会のマリア像が血の涙を流すようになったのよ。奇妙なことだから口外しないでおこうって話していたんだけど、さっき『また血の涙を流してる』って」

「母さん、それってオカルト現象じゃん。前に『世界の仰天なニュース』って番組で、イタリアのマリア像が血を流してるのを観たぜ」

　お年頃の弟は、オカルトめいた話に興奮気味に目を輝かせている。

　ホームズさんは、私たちの一歩後ろを歩き、何も言わずに話を聞いていた。

「マリア像が血の涙を流すって。イタズラにしても、こんな昼間に……」

　私はそこまで言って、ハッとして顔を上げ、振り返ってホームズさんを見た。

「そういえば、私とホームズさん、さっき教会の前を通りましたよね。だけど、血の涙は流してなかったような気がします。ってことは、あの時から、今までの間の出来事ということですよね」

「葵さん、僕らが通った道からは、木々の葉に覆い隠れていて、マリア像の首から下までしか見えませんでした。なので、血の涙を流していたかどうか分からないですよ」

　さらりと言われて、言葉が詰まる。

　相変わらず、よく見ていて、そしてよく覚えている人だ。

　思えば、マリア像の白いシルエットを確認しただけで、すべてを見た気持ちになっていたけど、あれは首から下までの姿だったんだ。

　そうして、歩いて数分。

　私たちは、『聖母教会』に着いた。

　正門は閉められているので、勝手口から中に入る。

　中庭には、中年の白人の牧師さんと、六人の女性の姿があった。

「あ、真城さん」と手を上げたのは、母と同じ地区役員の鈴すず木きさん。

　鈴木さんは、母と同年代であり、他の五人の女性は『若いお母さん』という雰囲気だ。

　おそらく、『聖母幼稚園』のお母さんたちなのだろう。

「ちょっと、鈴木さん、またなの？」と駆け寄る母に、鈴木さんは険しい表情で頷いた。

「……見て」

　視線の先には、胸の前で手を合わせる聖母マリア像。

　伏せた目から、茶褐色の涙を流していた。

「────ッ！」

　思わず『ひっ』と声を挙げそうになった。

　オカルトなんてもんじゃない。

　ハッキリ言って、ゾッとする光景だ。

　今までウキウキしていた弟も、顔色を失くしている。

　中庭にいる牧師さんも若いお母さんたちも、険しい面持ちだ。

　そんな中、ホームズさんは白い手袋をはめて、スッとマリア像に近付き、内ポケットからルーペを取り出した。

　ジッと食い入るように見つめながら、そっと口を開く。

「……どうやら、これは本物の血液のようですね。なんの血なのかは、分かりませんが」

「えっと、真城さん、この方は？」と鈴木さんが小声で耳打ちする。

「あ、ああ、そう、彼はホームズさんと言って、探偵さんなの」

　気が動転している母は、そんなふうにホームズさんを紹介し、

「いえ、お母さん、僕は探偵ではなく、鑑定士見習いです」

　ホームズさんは、さらりと冷静に突っ込んだ。

「この人は、姉ちゃんの彼氏で、元京大院生なんだ！」

　さらに大きな声で付け加えた弟に、『まぁ、京大院生！』という空気が中庭を包む。

　瞬時に、訝しげだった視線が信用の色を帯びて、『さすが、京大ブランド』と私はつい感心してしまった。

「──とりあえず、この血が人のものなのか、動物のものなのか調べなくてはなりませんね」

　ホームズさんはスマホを取り出し、誰かに電話をかけ始めた。

「……ああ、僕です。家頭清貴です、こんにちは、小こ松まつさん」

　誰に電話をするのだろうと思ったら、どうやら、電話の相手は、小松さんらしい。

　とある事件を通して知り合った、私立探偵だ。

「突然ですが、お仕事を依頼したいのですが。……ええ、実は悪質なイタズラでオブジェに血をつけられましてね、その血を調べたいと思ったんですが、『血けっ痕こん採さい取しゅキット』を用意して届けていただきたいんです。バイク便で構いませんので。住所はすぐメールします。……はい。ああ、血の方は、血液の分析をできる友人にお願いしますので、大丈夫です。はい、よろしくお願いします」

　ホームズさんは電話を切って、すぐにここの住所をメールで送信し、再びスマホを耳に当てる。

「……ああ、僕、家頭やけど。お疲れ。実は悪質なイタズラでオブジェに血をつけられたんやけど、それを調べたい思うて。……せやねん。そんで、『血痕採取キット』は確保できるし、そっちに送るから調べてくれへん？　……おおきに。今度メシ奢るし。　えっ？　まぁ、ええよ。一応、訊いてみる。頼むわ。ほな、また」

　ホームズさんはそう言って、電話を切った。

「ホームズさん、今の、もしかして小日向さんですか？」

「よく分かりましたね」

「香織が名刺を受け取っていまして」

「ああ、それでですか。実は『礼はいらないから、今度、香織ちゃんと葵さんと僕の四人で食事に行きたい』と言い出しまして。年内は忙しいそうで、年明けにでも、ということなんです。一応、香織さんに訊いていただけますか？」

「あ、はい。それは全然」

　そんな私たちのやりとりを、周囲の皆が呆然とした様子で見ている。

「血痕採取キットは小一時間ほどで届くと思います」

　視線に気付いたホームズさんは、ポケットにスマホをしまいながら言う。

　どうやら、皆は圧倒されているようだ。

「それでは、あらためまして。はじめまして、家頭清貴と申します。皆さんにお話を伺いたいのですが、はじめてマリア像が血の涙を流したのはいつなんでしょうか」

　ホームズさんの捜査開始だ。

　血を流すマリア像。

　もちろん、これはオカルトなんかじゃなくて、人じん為い的なもので……。

　誰かがやっていることなら、この中に目撃者がいるかもしれない。

　ホームズさんの問いに、皆は『どうしよう』と顔を見合わせる。

　そんな中、清せい楚そな雰囲気のとても綺麗な女性が、スッと一歩前に出た。

「はじめまして、理り沙さ・ブラウンと申します。ここの教会の牧師の妻です。はじめてマリア像が血の涙を流したのは、二週間前の金曜日です」

　牧師夫人の理沙さんは、シンプルな服装に、艶やかな黒髪、柔らかな笑顔の、まさに敬けい虔けんなクリスチャンという雰囲気の女性だ。

「その時の状況を教えていただけますか？」

「はい。金曜日の朝、八時半に私は娘を連れて隣の『聖母幼稚園』に登園し、その後、この中庭に来た時に、マリア像の目から赤い液体が流れている跡があるのを発見しました」

　教会のすぐ横に幼稚園はある。

　とはいえ、柵さくで仕切られているし、冬でも木々の葉はついているので、教会から幼稚園の様子は見えない。

　つまり幼稚園側からも、教会の中庭は見えなさそうだ。

「その時、ご主人……牧師様は？」

「主人は早朝六時から礼れい拝はい堂どうに来ていたのですが、主人が来た時は何も異常はなかったそうなんです」

「なるほど、六時から八時半という早朝に起きたイタズラというわけですね。牧師様は、不審者を見掛けたりしましたか？」と牧師さんに視線を移すと、

「……教会の窓はステンドグラスで、外の様子は見えまセン。ずっと礼拝堂で掃除シテたので、分からなかったデス」

　ほんの少しイントネーションに違和感はあるものの、流りゅう暢ちょうな日本語でそう答えた。

「理沙さんは、それを見た時に、どうされたんですか？」

「すぐに主人を呼びに礼拝堂に入りました。そして主人も私も悪質なイタズラだと思いまして、拭き取ったんです」

「……マリア像が血の涙を流すというのは、『神の奇跡』と受け取られる方もいますが、どうしてすぐにイタズラだと思われたんですか？」

　優しい口調でそう尋ねたホームズさんに、私は隣で『なるほど』と腕を組んだ。

　たしかに、クリスチャンではない私ならすぐに『悪質なイタズラ』と思うだろうけど、信者ならば、『奇跡』と受け取ってもおかしくないわけだ。

　即座に『悪質なイタズラ』と思ったのは、何か心当たりがあるのかもしれない。

「……実は、血の涙を見た日の少し前に、『世界の仰天なニュース』というテレビ特番で、血の涙を流すマリア像について取り上げられていたんです。主人と一緒に観ていて、『こんな番組を見て、教会のマリア像に、赤いマジックでいたずら書きとかされなきゃいいね』って話してまして、その矢先の出来事だったので」

　ためらいがちに言う彼女に、ホームズさんは納得した様子で頷いた。

　睦月も観たと話していた番組だ。

「その出来事は、誰かに話しましたか？」

「その時、近くにいた園のゴスペルサークルの伊い藤とうさんと内うち山やまさんに、つい話してしまいました。他言はしないよう、お願いしまして」

「理沙さんもゴスペルサークルに所属されているんですね？」

「はい。園のゴスペルサークルは、私がリーダーで、阿あ部べさん、伊藤さん、内山さん、江え川がわさんの、合わせて五人です」

　阿部さん、伊藤さん、内山さん、江川さん。

　見事に『あいうえお順』だ。『お』の字の人がいないのだけど。

「それでは、二度目の血の涙を発見した時のことを教えてもらえますか？」

　すると幼稚園ゴスペルサークルのお母さんの一人が、そっと顔を上げた。

　とても大人しそうな方だ。

「阿部です。二度目は私が発見しました。一週間前の土曜日、ゴスペルサークルの練習が教会でありまして、私だけが所用で参加が遅くなったんです。夕方の四時くらいにこの教会に来た時に、マリア様を見ましたら、血の涙を……」

「それであなたはどうされたんですか？」

「……わ、私は、二度目だということを知りませんでしたし、とてもイタズラとは思えず、『神の奇跡を見た』と思い、その場に膝をついて涙を流してしまいました」

　阿部さんは、俯いて言う。

「あなたは敬虔なクリスチャンなんですね？」

「はい、もちろんです」

「サークルの皆さんは、全員クリスチャンなんでしょうか？」

　皆を見回して尋ねると、

「全員ではないですが、私もクリスチャンです。あ、私は伊藤といいます」

　セミロングの女性、伊藤さんが手を挙げた。

「私は内山と言います。娘二人が『聖母幼稚園』に通ってはいますけど、クリスチャンというわけではなくて」

　内山さんは、ショートカットでハツラツとした雰囲気の女性だ。

「アタシもー。『聖母幼稚園』には近いから通わせているけど、うち仏教だし。あ、アタシは江川です」

　と、明るく笑う茶髪の江川さん。

　ゴスペルサークルでクリスチャンなのは、理沙さん、阿部さん、伊藤さんの三人で、内山さんと江川さんは、そうではない。

　役員の鈴木さんも、うちのお母さんもクリスチャンではない。

「つまり、阿部さんの二回目の発見で、公になったというわけなんですね」

　あらためて確認したホームズさんに、皆は頷いた。

「公といっても、その時、礼拝堂で練習していたサークル仲間と役員の真城さん、鈴木さんだけの話です。他の方には言わないようにお願いしました」と続けた理沙さん。

「その時に、これが実は二回目の出来事だということを皆さんに伝えたんですね？」

「はい」

「──で、三回目の今回は、誰が発見しましたか？」

「アタシです」と手を挙げたのは、江川さん。

「今日は昼から礼拝堂でゴスペルの練習をしていてぇ、休憩時間の三時になって外に出たら、こんなことになっててマジでビックリしたっていうか」

　江川さんは、ノリも口調も若い。

「それで、皆さん、不審者を見掛けたりしましたか？　今日に限らなくても結構です」

　そう尋ねたホームズさんに、皆はまた顔を見合わせた。

「特に不審者を見掛けたことはないです」

「……そうですね。ここは静かな住宅街の中の教会だし、幼稚園は隣接しているしで、見知らぬ人には敏びん感かんなんですが、特には……」

　不審者情報は特にナシ、か。

「それでは、この教会以外で、マリア像にそんなイタズラがあったという話は、聞き及およんでいますか？」

「いいえ、そんな話は聞いてないデス」

　牧師さんが、フルフルと首を振った。

「一度ならず三度もこんなことをするというのは、普通ではありません。警察に知らせてはいかがでしょうか？　また、この教会に恨みを持つ者がいる可能性はありますか？」

　静かに尋ねたホームズさんに、牧師さんと理沙さんが大きく目を見開いた。

「まさか、教会に恨みナンテ！」

「ああ、でも、報われない人生を送られている方が、神に理不尽な怒りを覚えているかもしれません。できることなら救って差し上げたいです。ですから警察は……」

　胸の前で、そっと手を組む理沙さん。

　その姿が美しく、とても神こう々ごうしく見えた。

　同じクリスチャンである阿部さんと伊藤さんも、同じように胸の前で手を組んでいる。

「理沙さん、大丈夫よ。もうこんなイタズラはないわよ」

「そうそう、そのうち、飽きるって」

　と、元気づける内山さんに、江川さん。

　その時、教会の前にバイクが停まり、声を上げた。

「バイク便です！　家頭さんはおられますか？」

「ご苦労さまです。すぐに僕もお届けをお願いしたいので、少しだけ待ってて頂けますか？」

　ホームズさんは、荷物を受け取りながらそう言う。

　先ほど、小松さんに頼んでいた『血痕採取キット』なるものが届いたらしい。

　すぐに荷物を開けて、同封されているゴム手袋をつけて、病院で見るような抗菌袋をピリピリと開ける。

　特殊な綿棒とシートみたいなものを手に、マリア像の前まで行き、手際よく血痕を採取した。

　すぐに密封容器に入れて、サラサラと大学の住所と宛名を書いてバイク便スタッフの元に向かう。

「どうも、おおきに」

　バイク便スタッフは、ホームズさんからの荷物を手に走り出した。

　淀よどみなく、無駄がなく、流れるようにスムーズな作業。

　そう、ホームズさんは『ああだ、こうだ』と結論の出ない論争を繰り広げることもなく、いつも真っ直ぐに解決の道へと突き進む。

「一週間もあれば、この血が動物のものなのか、人間のものなのか、また血液型等もハッキリするかと思います。そうなると、いろいろなことが絞られてくると思いますよ。ああ、教会の外壁にカメラを設置しておくのも良いかもしれませんね」

　振り返ってそう言うホームズさんに、皆は再び圧倒されていた。





５






　キットを使って血痕を採取し、血を拭き取ったあと、私たちは今日はこれ以上ここにいても仕方ないと判断し、解散することとなった。

　帰り道、家に向かって歩きながら、ホームズさんは教会を振り返って、首を傾げる。

「……しかし、不思議な教会ですね」

「ええ、マリア像にあんなイタズラがされるなんて」

　頷いた私に、ホームズさんは首を振った。

「あ、いえ、そのことではなくて。中庭にマリア像があって、理沙さんの存在ですよ。不思議だと思いませんか？」

　そう尋ねるホームズさんに、今度は私が首を傾げてしまった。

「えっと、何がですか？」

　同じように不思議そうな顔をする母や弟の姿を見て、ホームズさんは、ぱちりと目を開く。

「ああ、なるほど。一般的には、不思議に思わない方も多いわけですね」

　ホームズさんは独り言のように言って、うんうん、と相槌をうつ。

　やっぱり、ホームズさんが何を言っているのか分からずに首を捻っているうちに、気が付くと家に着いていた。




「──もう、葵ちゃんの彼、本当にすごかったわねぇ！　さすが元京大院生！」

　一緒に付いてきた役員の鈴木さんは、家に入るなり興奮の声を上げた。

「本当ね、私もビックリしちゃった」

　お茶の用意をしながら、しきりに頷くお母さんに、弟も同調している。

「うん、俺もなんか圧倒された！　ホームズさんすごいなぁ！」

　教会の奇妙な事件は、はからずともホームズさんの株を更に上げてくれたようだ。

「いえいえ、そんな」

　ダイニングテーブルの席に着いて、にこにこ笑って首を振る。

　相変わらず、ソツがない人だ。

「お陰で、あれがなんの血なのか分かるし、そうしたら、ある程度のことが分かるかもしれないわね。もう、あんな気持ち悪いことがなくなればいいのだけど」

　鈴木さんは頬に手を当てて、ハーッと息をついた。

「……多分ですが、もうあんな奇妙なことは起こらないと思いますよ」

　静かにそう告げたホームズさんに、皆は「えっ？」と動きを止めた。

「どうして、そう思うのかしら」

　お茶をテーブルの上に置いて尋ねる母に、ホームズさんは微かに首を振る。

「あ、いえ、なんとなくです。失礼しました」

「そうね、二度あることは三度あるっていうけど、三度で終わることもあるだろうし」

　母と鈴木さんは、なんとなく相槌をうちながら顔を見合わせている。

「あの教会とゴスペルサークルメンバーについて、詳しくお訊きしたいんですが、よろしいでしょうか？」

　鈴木さんは「へ？」という様子で顔を上げた。

「詳しくって？」

「ええ、例えば教会の活動の様子や、それぞれのお子さんの年齢など」

「ああ、そうね。教会は日曜礼拝をやっているわ。ボランティア活動に、あとバザーなんかも時々。あの通り本当に小さいから、結婚式をやっているのは見たことがないわね」

　そう話す鈴木さんに、ホームズさんは、うんうん、と相槌をうつ。

「ゴスペルサークルのお母さんは、みんな年少さんなのよ。ああ、内山さんのところは、園に子どもが二人いて、お姉ちゃんが年長さんだったかしら。ゴスペルサークルは、理沙さんところの一人娘さんが入園したことからできたみたい。理沙さんは、あの通りとっても綺麗で上品な方でしょう？　まるで聖母マリアそのものだって、憧れている方も多いのよ。阿部さんと伊藤さんなんて、理沙さんに憧れてクリスチャンになったらしいわ。いろんな事情でサークルには入れないけど、同じように理沙さんに憧れている方はいっぱいいるみたい」

　なるほど、それはなんとなく分かる気がする、と私は頷く。

「阿部さん、伊藤さん、内山さん、江川さん、それぞれご主人の職業なんてご存知ですか？」

「阿部さんのところは、リサイクル業者。伊藤さんのところは印刷会社さんで、内山さんのご主人が教職員で、江川さんの家が美容室」

　さすが地区役員さん。そんな事情まで精通しているとは。

「教職員？」

「そうなの、中学校の教師ですって。内山さんも教員免許を持ってるそうよ」

「そうですか」

　ホームズさんは、頷きながら腕を組んだ。

　その後、鈴木さんは『それじゃあ、そろそろ』と立ち上がり、母は彼女を見送るために、リビングを出て行った。

　母たちの姿がなくなるなり、私はチラリとホームズさんを見て、口を開く。

「──あの中に犯人がいると思っているんですよね？」

　そうでなければ、職業まで訊かないだろう。

「一度ならず、三度も、しかも外部の人はなかなか入りにくいロケーションですからね。可能性はあると思います。また、あの中にというより、同じ幼稚園に通う誰かなのかもしれません」

　やっぱり、そう思っていたんだ。

　たしかに、あの敷地内に外部の人が入り込むって、すごく目立つだろうし、そもそも教会の敷地ってイベントでも行われていないかぎり、入れない雰囲気はある。

　何より、時間帯が早朝だったり、午後だったりと、明るい時間。

　見知らぬ人の嫌がらせだとするなら、真夜中にしそうなものだ。

　外からはマリア像の顔が見えないと、確信を持っている人間なのかもしれない。

　私も腕を組んで険しい表情を浮かべていると、母がリビングに戻ってきた。

「さあ、お夕食の支度に入りましょう。清貴くん、ぜひ食べて行ってくださいね」

「ありがとうございます」

「葵、手伝ってちょうだい」

「はーい」と私は立ち上がる。

「清貴くんは睦月とゲームでもしててね」

　母の言葉に、テレビの前でゲームをしていた睦月が目を輝かせて、振り返った。

「ホームズさん、ゲームしようよ。対戦！」

「ゲームはもうずっとやっていないので、お手柔らかにお願いしますね」

　ホームズさんは、楽しげに睦月の元に向かう。

　ややあって、

「あー！　ホームズさん、お手柔らかにとか言っておいて、めっちゃ強いし！」

　リビングから響く睦月の声に、母とともに思わず笑ってしまった。

「教会の話、お父さんには言わないでほしいの。心配するだろうし」

　コロッケを揚げながら静かに口を開いた母に、私は「うん」と頷く。

「もうひとつ。お父さんに言わないから、教えてほしいんだけど。清貴くんとは、今年の春からのお付き合いなのよね？」

「う、うん」

「本当のところ、二人はどのくらいのお付き合いなの？」

　油に目を向けたまま小声で尋ねるお母さん。

　ドキンと鼓動が跳ねた。

「……キスは、した」

　少しの沈黙のあと、私も小声でそう呟く。

　頬が熱くて仕方ない。

「──それだけ？」

　少し拍子抜けしたようにこちらを見る母に、さらに頬が熱くなる。

「そ、それだけ。元々、私が十八歳未満だからってのを気にしてて。今はもう十九だけど、ホームズさんもバタバタしてるし、多分だけど、そんな状態で、まだ先へは進めるつもりはないみたいで……」

　ぽつり、と告げた私に、お母さんはくすりと笑った。

「いい子ね。一ひと筋すじ縄なわではいかなそうな感じはするけど」

　──はい、その通りです、と私は頷く。

　一筋縄じゃいかない人だ。

　今回の件で、ホームズさんは株を上げたものの、母の中で『ただの好青年』というイメージからは少し離れたようだ。

　やがて、出掛けていた祖母が帰ってきて、食事の準備が整い、

「はーい、お夕飯の支度ができたわよ！」と声を上げた母に、

「あー、腹ペコ！」

　すぐに駆け付ける睦月。

　父は年末で忙しく、毎日帰りが遅いので、今日の真城家は母と祖母と睦月に私だけ。

『ちなみに、お父さんは忙しくなくても、無理やり残業してくると思う。娘の彼氏が来るなんて、気恥ずかしくて嫌みたい』と母は言っていた。

　テーブルの上には、炊き込みご飯、ポテトコロッケ、サラダ、筑前煮、出し巻き卵、茶碗蒸しと、美味しそうだけれど、やや渋めなメニューが並んでいた。

　洗面所で手を洗ってきたらしいホームズさんは、ダイニングテーブルを見るなり、大きく目を開いた。

「これはすごいご馳走ですね。炊き込みご飯にコロッケに、筑前煮に厚焼き玉子、茶碗蒸しまで。本当に僕の好物ばかりです」

「好物を聞いて、きっと厚焼き玉子に筑前煮や茶碗蒸しも好きじゃないかと思って」

「はい、大好きです！」

　目を輝かせて笑みを浮かべるホームズさんに、母も照れたように笑う。

　まるで、素晴らしい骨董品を前にしたような喜びように、こちらまで嬉しくなってしまう。

「ホームズさんって、地味な飯が好きなんだね」

　意外そうに言う睦月に、ホームズさんは「ええ」と頷いた。

「こんなに好物が並ぶことなんてないので、感動してしまいました」

「って、ホームズさん、大袈裟ですよ」

　嬉しいけど、気恥ずかしくなってしまう。

「さあ、いただきましょうか」

「はーい」

　皆で『いただきます』と手を合わせて、食べ始める。

「ああ、美味しいです」

　ホームズさんは、終始目を細めて美味しそうに食べ、そんなホームズさんを前に、母や祖母は、嬉しそうに微笑んでいた。

　夕食を終えたあとは、ホームズさんが持ってきたニューヨーク土産の、濃厚でコーヒーにピッタリ合うブラウニーを堪能し、その後、食器を片付けていると、

「清貴くんって、やっぱりいい子だと思うな」と母は小声で言った。

「えっ？」

「あんなふうに美味しそうに物を食べる子は、いい子だと思う」

　ふふっと笑う母に、私も頬が緩んだ。

「ちょっと気が早いけど、あんな子が葵のお婿むこさんになってくれたら素敵ね。とてもしっかりしているし」

　母の言葉に、私は目を丸くした。

「ほ、本当に気が早いよ」

　声が裏返った私に、母は楽しげに笑い、

「それより、ここはいいから、清貴くんのところにお茶かコーヒーを持っていってあげなさい」と私の背中を軽く叩いた。

　ホームズさんは今、私の部屋に行ってもらっている。

「うん、そうさせてもらう」

　私はコーヒーを用意をして、二階の自分の部屋へと向かった。




　私の部屋のドアは開いたままになっていて、そっと覗くと、ホームズさんはベッドにもたれかけるようにして座っていた。

「お待たせしました。ホームズさんのように美味しく淹れられないんですが」

　コーヒーをテーブルの上に並べると、ホームズさんは「ありがとうございます」とカップを手に取った。

「とても美味しいですよ」

「ありがとうございます」

　私はホッとして、トレイを机の上に置く。

「……リトグラフ、飾っていてくれているんですね」

　ミュシャのリトグラフを眺めて、嬉しそうにするホームズさんに、私は頷く。

「私の宝物です」

　そう言った私に、ホームズさんは「そうだ」と傍らに置いていたバッグを手にした。

「あらためて、葵さんにニューヨークのお土産です。リクエストいただいていたもの、そのままですが……」

　ホームズさんは中から紙袋を取り、差し出した。

「わあ、ありがとうございます」

　それは、メトロポリタン美術館のミュージアムショップで売られている文房具だった。

　ニューヨークらしいノートやペンに、嬉しさが募る。

　ホームズさんに、お土産はどんなものが良いかと問われ、私はこれをリクエストした。

「本当にそんなもので良かったのでしょうか？」

「ええ、嬉しいです。私、文房具が大好きですし……」

　なにより、高価なものをもらうのは気が引ける、と言いかけ、私はハッとしてホームズさんを見た。

「そうだ、ホームズさん、クリスマスなんですけど」

「はい」

「一緒に、過ごせたりするんでしょうか？」

　もじもじと尋ねると、ホームズさんは大きく頷く。

「はい、それはもちろんです」

「それで、あの、プレゼントなんですが、私は今までホームズさんにいっぱいいただいてきたので、クリスマスプレゼントはいりませんので」

　機会があったら言いたいと思っていた。

　これまで、もう、十分すぎるほどもらってきて、何も言わなければ、なんだか、また桁けたの違う物をプレゼントしてくれそうで。

　するとホームズさんは、驚いたように、動きを止めた。

「クリスマスプレゼントは、何もいらないんですか？」

　信じられない、という目を見せる。

「ええ、これ以上はもう、もらえないというのか」

「……それではクリスマスに何か素敵な物をプレゼントして、あわよくば、と思っていた僕の下心はどうなってしまうんでしょうか？」

　真顔でそんなことを言うホームズさんに、カハッと変な咳が出た。

「ななななななにを言ってるんですか」

「まぁ、それは冗談なんですが。クリスマスプレゼントが何もないって、寂しすぎませんか？　僕たちが交際して、初めてのクリスマスですよ？」

　そう言われると、たしかに、初めてのクリスマスだ。

　記念に残るものが何もないというのも、寂しい。

「それでは、お互いに手作りの物にするというのはどうでしょう？」

　それなら高価すぎずに済む。

　名案と手を叩く私に、ホームズさんは腕を組んだ。

「……手作りですか。そうですね、分かりました。何か考えておきます。でも、なんていうか、女性は物欲が強いものだと思い込んでいたんですが、葵さんは違うんですね」

　独り言のように告げるホームズさんに、私は肩をすくめた。

「そ、それはもちろん、物欲はありますけど」

　可愛い服だってバッグだって、小物だって、そうしたものはいつだって欲しい。

　だけど、バイトをがんばってるお陰で、少しずつ服は買えているし、何よりホームズさんからは、私の容量を越す贈り物をもらってきた。

「物欲って、食欲と同じで、お腹いっぱいになると、それで満足してしまうのかもです」

　ぽつりと洩らした私に、ホームズさんはぷっと笑う。

「なんだか、哲学的に深いですね」

「や、そんな大層なものでは」

　二人で顔を見合わせてクスクスと笑い合った。




「──今日は本当にありがとうございました。遅くまですみませんでした」

　ホームズさんが家の玄関を出たのは、夜八時。

　私もホームズさんを見送りに、外まで出ていた。

「いえいえ、みんなで引き留めちゃってごめんなさい」

　冷えた冬の外気。

　真っ暗な中、白い息が夜に溶けていく。

「とても楽しかったです。夕食も感動しました。ありがとうございました」

「私も、ホームズさんに食べてもらえて嬉しかったです」

「──葵」

　という呼びかけとともに、そっと唇が重なる。

　きゅん、と胸が詰まる。

「……ほんま、おおきに」

　至近距離に見えるホームズさんの顔に、目眩めまいを覚える。

「こちらこそ。変な相談までしてしまって」

　慌てて言うと、ホームズさんは「そうだ」と手を打った。

「もし可能でしたら、幼稚園に潜入して、内部の雰囲気を探って来てもらえませんか？　できれば、ゴスペルメンバーと、なんでも良いので話をしてきてもらいたいです」

「潜入って、どうやってですか？」

「例えば、何かお手伝いするという名目でとか」

「ああ、それなら、できそうな気がします。お母さんにも相談して、幼稚園の潜入計画を立てますね」

「よろしくお願いしますね」

　ホームズさんは歩き出そうとして、「そうだ。自転車お借りしてもいいですか？」と、敷地内に置いてある自転車に視線を移す。

　私の口から「へっ」と間抜けな声が出た。

「この自転車、随分ガタがきてますよね」

「あ、はい。キイキイと軋きしむような音がしていて」

「タイヤもすり減っていますし、このままでは危険な気がするので、僕が修理しますよ」

「ホームズさん、自転車の修理なんてできるんですか？」

「ええ、そのくらいなら。祖父に『仕組みを知るために、とりあえずなんでも自分で修理するように』と言われて育ったんですよ。業者に頼むのは、手に負えないと分かってからにしろと」

「はぁ、さすが、オーナーですね」

「十日くらいかかってしまうかもしれませんが」

「大丈夫です、そのくらいの期間なら、お母さんや弟の自転車も借りられるので」

「良かったです。それでは、今日は葵さんの自転車で帰ろうと思います」

「どうぞどうぞ。鍵はついてますので」

「敷地内とはいえ、不用心ですよ」と、ホームズさんはサドルを高くする。

「そんなボロ自転車、誰も盗まないかと思いまして」

　サドルの位置を調整したホームズさんは、くるりとこちらを向く。

「ほんなら、おやすみ、葵」

「はい、おやすみなさい」

　額にチュッとキスをしてくれたホームズさんは、そのまま自転車に乗り、走り出した。

　キイキイと軋むような音が暗い中、響いている。

　私はその音が聞こえなくなるまで、家の前に佇んでいた。

　冷たい外気。

　だけど、何もかもが嬉しくて、寒さを感じないほどだった。
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　そうして、数日後。

　大学が冬休みとなり、私は『聖母幼稚園』の教室内にいた。

「はい、これから『グラスリッツェン教室』を始めます」

　理沙さんは、皆の前に立ち、にこやかにそう言う。

　テーブルには幼稚園の若いママさんの他、近所に住む主婦やご年配の姿もあり、その中に私も紛れ込んでいる。

　ホームズさんから『幼稚園に潜入してほしい』というミッションを受けた私は、とりあえず母に相談してみることにした。

『幼稚園の中を探りたいんだけど』と正直に言ってみたところ、

『それなら、近隣の人たちを集めて、いろんな教室をやっているから参加してみたら？』と、幼稚園が配布しているチラシを差し出してきた。

　そこには、ビーズ教室、刺し繍しゅう教室、編み物クラブ、グラスリッツェン教室、とさまざまなミニカルチャー教室が紹介されていた。

『へええ、こんなのあるんだ』

　各カルチャーの講師は、幼稚園のママらしい。それぞれの特技を、他のお母さんや近隣の住民に教えているというもので、参加費もとても安い。

『グラスリッツェン教室』の講師を務めているのが理沙さんだったため、それに参加してみることにしたのだけど、それはどうやら正解だったようだ。

　教室には、阿部さん、伊藤さん、内山さん、江川さんと、ゴスペルメンバーが揃っていた。

　しかし、肝心なことを私は知らなかった。

　そもそも、『グラスリッツェン』ってどんなものなのだろう？

　そんな私の疑問に答えるように、理沙さんはワイングラスをテーブルの上に置いた。

　そこには『Ｒ』という飾り文字に、薔薇の花が散りばめられた彫り物がしてある。

　その美しさに、皆は目を輝かせて「わぁ」と声を上げた。

「これが、グラスリッツェンでして、ヨーロッパ生まれのガラス工芸です。ペン先にダイヤモンドがついた道具を用もちいて、ワイングラス、皿、宝石箱といったさまざまなガラス素材に模様を描いていく工芸で、デザインは花やリボン、果実等いろいろです。模様はすべて手で入れていくため、その繊細さはとても美しく、英国の上流階級マダムの間で流行ったこともあるというものですが、修しゅう道どう女じょたちもせっせと作っていたことで知られているんですよ」

　グラスを手に説明する理沙さんに、皆は「へぇ」と頷く。

　それは私も観たことがあるものであり、素人が作れるものだとは思っていなかった。

『グラスリッツェン』

　なんて素敵なんだろうと、私はうっとりと目を細める。

「今日は、この作り方をお伝えしていきますので、好きなグラスをお選び下さいね」

　理沙さんはテーブルの上に、ワイングラスにサワーグラス、ビアグラスと、さまざまな形のグラスを並べた。

「アタシはビール飲むから、ビアグラス」

「サワーグラスも素敵ね」

　皆は、楽しげにグラスを選んでいく。

　こういうのは、まずは絶対にワイングラスでしょう、と思うのだけど、まだ未成年の私はお酒は飲まない。

　ホームズさんは、ワインが好きだったはずだ。

　その時、ハッとして顔を上げた。

　そうだ、クリスマスの手作りプレゼント……いろいろ考えてはいたんだけど、ホームズさんのイニシャルが入ったワイングラスをプレゼントしよう！

　すごく素敵だから、良いかもしれない。

　潜入捜査でやって来たものの、思いのほかプレゼントできそうなものに出会い、これこそ一石二鳥と、私は頬を緩ませながら、グラスを手に取る。

　工程はまず、①デザインを決める。②チャコシートを使い、グラスにデザインの下書きをする。③先端にダイヤがついた専用のペンで優しく撫でるように彫っていく。

　このスリーステップだ。

　グラスリッツェンの作業は思っていた以上に楽しい上、理沙さんがとても優しく指導してくれるので夢中になってしまった。

「それでは、ちょっと席を外すので、作業していてくださいね」

　講師の理沙さんはそう言って、ホールから出て行った。

　理沙さんがいなくなり、そっと周囲を見渡す。

　リッツェン教室の大半が、ここの幼稚園のママさんだ。

　講義の間、みんなキラキラした目で理沙さんを見ていた。

　みんな理沙さんに憧れていることが、すごく伝わってくる。

「……理沙さんって素敵な方ですよね」

　手を動かしながらポツリと洩らした私に、近くにいた皆が強く頷いた。

「本当に、素敵な方よ」と頷いたのは、伊藤さん。

　続いて江川さんが、「そうそう」と身を乗り出す。

「こういうカルチャー教室を開こうって企画をしたのも理沙さんだし。アタシは別の日にネイルアートの講師をしているんだけど、『輝ける場』を作ってくれるっていうのか」

「……理沙さんが入園してから、本当に園内はキラキラした感じよね」

　内山さんが、頷きながらそう言った。

　すると、近くに座っていた阿部さんが、ぽつりと口を開く。

「私は結婚して北海道からこの京都に来たの。誰も友達がいなくて実家も遠いし、人付き合いも上手じゃないから、一人で孤独に子育てしていたんだけど、この園に来て、理沙さんに救われたの。あの人がいなかったら、私、自分がどうなってたんだろう、って思う」

　言い終えた時、彼女の目には涙が浮かんでいた。

「…………」

　これはもう、慕したっているというレベルじゃなくて、理沙さんの信者みたいだ。

　すると、江川さんが、ぷっ、と笑う。

「マジで阿部さん、普段は無口なんだけど、理沙さんのことになったらジョウネツになるよね」

「江川ちゃん、多分『饒じょう舌ぜつ』って言いたいんだよね」と、すかさず内山さんが突っ込む。

「やべ、ジョウゼツだった」

　悪びれもせずに舌を出す江川さんに、伊藤さんがくすくすと笑った。

「もう、江川ちゃんったら。……私もね、阿部さんの気持ち、分かるな。なんていうか理沙さんって、女子高の『憧れの方』みたいな雰囲気があるのよね。同性でも見み惚ほれてうっとりしちゃうのよね」

　思えば、伊藤さんの髪や服装は、理沙さんと似た雰囲気であり、憧れから真似たことが伝わってくる。

　そんな伊藤さんを、内山さんは『やれやれ』という様子で見ていた。

「内山さんは、どうしてゴスペルメンバーに？」

　多少の訊きき難にくさを感じながら、クリスチャンではない彼女がゴスペルメンバーに入った理由を知りたくて、尋ねた。

「私、クリスチャンではないんだけど、歌うのが好きで、ゴスペルに憧れてたの」

　内山さんは照れたように言う。

「そうそう、内山さん、めっちゃ歌ウマいし、留学経験があるから英語の発音とかマジですごいし」と江川さんが言う。

「留学経験がおありなんですか？」

「イタリアに一年行ってただけで、留学ってほどじゃあ。イタリアだから、英語はそこそこだし」

　内山さんは、そう言って微笑んだ。

「英語は理沙さんが堪能よ、なんていっても国際結婚してるくらいだし」

　皆の話を聞きながら、理沙さんは凄いな、と感心の息をつく。

「そうそう、今度は教会に変な貼り紙がしてあったって、マジ？」

　江川さんが身を乗り出す。

　貼り紙？

　私が瞬いていると、伊藤さんが首を傾げた。

「そうそう、なんだか、よく分からないことが書いてあったみたい」

「よく分からないことって？」

「『トマスなんとかの詩に注目しろ』とかなんとか」

「血の涙の件もあるし、なんだか気持ち悪いわよね」

　内山さんが周囲には聞こえない程度の小さな声で呟き、息を吐いた。




　そうして、グラスリッツェン教室を終えた。

　私は理沙さんにお礼を言って、荷物をまとめたあと、帰る前に用を足そうと、園内のトイレにそそくさと入る。

　個室に入ったその時、通路からワイワイと賑やかな声が聞こえてきた。

「なぁなぁ、今日も理沙様の教室があったん？」

「あったみたいやで。信者揃って目をキラキラさせてて、軽くドン引きやわ。キモいわ、ほんま」

　──えっ？

　驚くような言葉が耳に入ってきて、身体が硬直してしまった。

「ってかさ、最近さらに園内の空気悪くなってない？　クリスチャンじゃないと肩身狭い空気がハンパなく嫌なんだけど」

「あー、分かるわ。しかも、この幼稚園の経営者は理沙様のお祖父さんやろ？　軽く私物化してるし」

「ゴスペルメンバ─の内山さんなんて、『クリスチャンにならなきゃいけないかな』って、悩んでて。周りを固めてるのが理沙信者二人やし、江川さんはあの通りあっけらかんとしたヤンママやし、内山さん、真面目やからしんどそう」

「軽い圧力っていうか、無自覚のイジメかよって思うことがあるわ。クリスチャンじゃないと、人じゃないみたいやん」

「分かる。ってか、無自覚の振りした確信犯じゃね？　この前、あの人の正体見た気がしたし」

「えっ、なになに？」

「教会の壁に紙が貼られていて、それを見るなりものすごい剣けん幕まくで走っていって剥はがして、すぐにぐっしゃぐしゃに丸めてたの。まるで別人で、引いたわ」

「なんて書いてあったの？」

「それが、わけ分かんないことが書いてあった。『トマスなんとかが、どうこう』しか覚えてないんやけど」

「え、思った以上にわけ分かんない」

「ほんまや」

　アハハと笑って歩いていくママさんたち。

　トイレの個室内で、そんなリアルなママさんたちの陰口を聞いてしまった私は、しばらく便座に座ったまま、その場から動くことができなかった。
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「もうもう、私……なんだかいろいろショックで」

　翌日、『蔵』にバイトに入った私は、幼稚園での出来事の一部始終をホームズさんに話して聞かせた。

　理沙さんをとても慕う人たちがいる一方で、理沙さんのことを裏で悪く言う人たちのことや、その他もろもろのこと。

　ハタキを手に、重い溜息をついてしまう。

　ホームズさんはバインダーを手に、在庫をチェックしながら楽しげにくすりと笑う。

『蔵』で二人で働くのは久々なのだけど、こうしていると馴な染じみすぎていて、『久しぶり』という感じがまるでしない。

「まぁ、当たり前ですよね」

「今、当たり前って言いました？」

「はい。妄もう信しん的に支持されるというのは、一方で必ず良く思っていない方がいて当然ですから」

「ええ？」

「バチカンを見て下さい。世界中に熱狂的な信者がいながら、また悪く言う人の数も計り知れない。芸能人だってそうですよね？　ファンもいればアンチもいる。世の中の仕組みというものはそういうものなんです。手放しで理沙さんを支し持じし、心酔する者が多ければ、面白くなく思う人間が必ず出てくるもの。それはもう、宇宙のバランスですよ」

　ペンを手に当たり前のように言うホームズさんに、ポカンとしてしまう。

「そんな、バッサリと。あんなふうに陰口を言うって、ひどいと思いませんか？」

「そうですか？　全員が全員、同じように理沙さんを支持する方が僕には恐ろしいですよ」

　私は言葉に詰まって、口を尖らせた。

　ホームズさんの考え方とか視点って、いつも俯ふ瞰かんしているというか、物事を全体的に見ている気がする。

　幼稚園にいる全員が、あの教室のママさんたちのように理沙さんを熱狂的支持するとしたら、それはたしかに、ちょっと怖い話なのかもだけど。

　世の中のバランスか。

「……それって、良く言う人と悪く言う人が半々で、バランスが取れるものなんでしょうかね？」

「いえ、実際には、半々ではないでしょう。たとえば、十人中四人が支持していたら、あとの四人がニュートラルで、二人がひどく悪く言う。そのくらいのバランスだと思います。ただ、その二人の毒が強いので、当てられがちになってしまうんですよね。ニュートラルな方は、感情が右へ左へと動きがちですし」

「はぁ、なるほど」

　相変わらず、目からウロコなことを言ってくれる。

「しかし、なかなか良いことを聞かせてもらいました。阿部さん、伊藤さんが理沙さんの妄信的信者で、内山さんが肩身が狭く、江川さんはマイペースなわけですね」

「あ、はい」

「僕の方も調べました。というか、小松さんに調べてもらったんですが、理沙さんは旧姓、鷹たか宮みや理沙と言いまして、ご実家はかなりの資産家だそうです。彼女自身は幼稚園から大学までノートルダム女学院だったそうです」

「ああ、ノートルダム」

　北きた山やま通にあるミッションスクールであり、和泉さんの出身校だ。ノートルダム女子大の生徒さんは、みんなお洒しゃ落れで素敵で、構内に入るのは気が引けるほど。

「葵さんが仰ったように、聖母幼稚園のオーナーは鷹宮グループのようですね。表立ってはいないものの、理沙さんも経営に関わってるものと思われます。熱心にカルチャー教室などを開いているのは、そのためなのかもしれません」

　バインダーに在庫をサラサラと書き込みながらそう話す。

　そうか、ああしたカルチャー教室も経営目的なんだ。

　そう思うと、理沙さんは美しくて熱心で優しいだけではないんだな、という気もしたり。

「教会の活動は評判が良いですね。ボランティアにバザー、それ以外にもさまざまな奉ほう仕し活動。イメージとしては、『細々でも、良いことをやっていこう』というスタンスが感じられます」

　教会の評判は良いんだ、と私は相槌をうつ。

「……ちなみに、幼稚園と、血の涙、何か関係があると思いますか？」

「そうですね。二週間前に血の涙を流してから、短い期間で同じことがあったわけです。この後、急にそのイタズラがなくなったとしたら、犯人はやはりあの時のメンバーの誰かという可能性が高いですね。もうカメラも設置され、血痕まで採取されたことが分かってしまったわけですから。ですが、もし、またマリア様が血の涙を流したとしたら、外部の人間の悪質なイタズラという可能性が強くなるでしょう」

「そうですよね」

　犯人があの中にいたら、『これ以上は無理だ』と思うだろう。

「検査の結果、あれがなんの血であるかで、ある程度犯人は絞られると思いますよ」

　ホームズさんは、トンッとペンでバインダーを叩いた。

　検査の結果、人間の血だったら……自分の血を使って血の涙を流させたんだろうか？

　でも、パッと見で血の涙を流している、と思わせるくらいの量だ。明らかに、ダラリと流れていた。ちょっと指先を切るとかのレベルで出せる血の量じゃない。

　自じ傷しょう行為だろうか？　でなければそんな大量の人間の血を用意できる人となると、絞られるだろう。

　でも、もし動物の血だったら……。

　動物を殺あやめて血を採取して、イタズラに使ったとしたなら、恐ろしいことだ。

　どちらにしても、ゾッとしてしまう。

「それにしても、気になるのは、理沙さんが血相を変えたという『トマスなんとかの詩に注目しろ』ですね」

　ホームズさんは、そっと腕を組んで、天井を仰ぐ。

「詩人ですかね？」

「トマス・ワイアット、トマス・モア、ディラン・トマス、トマス・ムーア」

　おそらく、トマスの名がつく詩人なのだろう、ホームズさんは店内を歩き回りながらぶつぶつと言い、「……トマス・ムルナー」と口にして、動きを止める。

「なるほど、そういうことですか」

　何かが分かったかのように、口角を上げたホームズさん。

　一方の私は何も分からず、首を傾げた。
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　ホームズさんから血液検査の結果が出たという知らせが届き、私たちは再び、教会に集まった。

　牧師さんに、幼稚園のゴスペルメンバーである理沙さん、阿部さん、伊藤さん、内山さん、江川さん。そして、役員である私の母と、同じく役員の鈴木さんが、礼拝堂で緊張の面持ちを見せている。

　その中にはもちろん、私と、なぜか弟の睦月の姿まで。

　ホームズさんは大学に寄ってからここに来るとのことで、まだ到着していない。

　重苦しい空気が漂う中、

「家頭さんが来るまで、せっかくだから、ゴスペルの練習をしましょう」

　理沙さんが明るい笑顔で提案し、急遽ゴスペルの練習をすることとなった。

　皆はいそいそと、礼拝堂の十字架の前に一列に並ぶ。

　私と睦月は居場所に困って、観客のように椅子に座る。

　この時ばかりは、睦月がいてくれて良かった、なんて調子良く思ってしまう。

　やがてメンバーは、理沙さんの合図で口を開いた。

『Ohオー Happyハッピー Dayデイ』

　七人並んで、アカペラで歌い出した。その迫力に私たちは驚いた。

　手拍子に、ステップ。

　予想をはるかに上回る歌声に、思わず睦月と顔を見合わせる。

　素人が揃って歌うなんて、聴くに耐えなかったらどうしようなんて失礼ながらも思っていたけど、まさかここまで歌えるなんて。

　正規のゴスペルメンバーもすごいけど、母も鈴木さんも、なかなか歌えている。

　短い期間ではあるけど、相当練習したんだろう。

　みんなイキイキしていて、少し感動してしまった。

　歌い終えた皆に、私と睦月が拍手をしようとしたその時、背後でパチパチと拍手が響く。

　振り返ると、ホームズさんが笑みを湛たたえて拍手をしていた。

　ゴスペルに熱中していたメンバーの皆は、ホームズさんが入って来ていたことに気付いていなかったようで、少し驚いたように目を見開いていた。

「予期せず、素晴らしい歌声を聴くことができて、とても嬉しかったです。本番のクリスマス会はいつなんですか？」

　拍手をしながらそう尋ねるホームズさんに、

「それはもちろん、クリスマスイブに」

「良かったら、聴きに来てください」

「ぜひぜひ。ここでコンサートをやったあとに、幼稚園のホールで大パーティも開くんです」

　なんて次々言うメンバーに、ギョッとしてしまう。

　クリスマスイブにここでゴスペルを聴いて、幼稚園のホールでパーティなんて、ホームズさんは嫌に違いない、と思っていると、

「ええ、ぜひ。葵さんと一緒に聴きに来たいと思います」

　なんて言うホームズさんに、さらにギョッとしてしまった。

「清貴くん、そんな、無理して付き合わなくてもいいのよ」と慌てたように言う母に、

「いえ、お母さんの晴れ姿も観たいですし。何より素晴らしい歌声だったので」

　ホームズさんは、胸に手を当ててにこりと微笑んだ。

「ッ！」

　皆は、胸を打ち貫ぬかれたように頬を赤らめている。

　どうやら、京男子の笑みは、ミセスにも有効なようだ。

　でも、せっかくのクリスマスなのに……。

　と思うものの、なんだか嬉しそうな母と弟の姿に、これはこれで良かったかな？　と思い直した。

「そ、それはそうと、検査の結果が出たのよね？」

　声を上げた鈴木さんに、ほんわかとした空気が急に冷えた。

　そうだ、あの血の涙がなんの血なのか、明らかになったんだ。

「──はい。あの血の涙は、人のものではないということが明らかとなりました」

　書類を手にしながらそう言う。

　──人のものではない。

　少しホッとはしたものの、動物だから良いというわけではない。

「儀式を意識したのかもしれません。『羊の血』だそうです」

　そう続けたホームズさんに、私たちはどんな感情を抱いて良いのか分からずに、顔を見合わせる。

「血の件については、ひとまず、置いときまして。最初に、理沙さんと牧師様にお訊きしたいことがあるんです」

　理沙さんと牧師さんは戸惑いつつ、ホームズさんの方を見た。

「あ、はい、なんでしょうか？」

「この教会は、カトリックなんでしょうか、プロテスタントなんでしょうか？」

　そう尋ねたホームズさんに、理沙さんは一瞬表情を強張こわばらせた。

「僕はすごく不思議だったんです。教会にマリア像があるのは、一般的にカトリック教会が多いです。僕も詳しくはありませんが、イエスを処しょ女じょ懐じゅ胎たいした聖母マリアに大変な敬意を払っていると聞いています。しかしプロテスタントの教会には、いわゆる『マリア信仰』と言われるものがありません」

　そう話すホームズさんに、ほとんどの人が小首を傾げた。

　それがどうしたというんだろう。

　カトリックだろうが、プロテスタントだろうが、つまりはキリスト教なんだよね？

　私も皆も、そんな思いを抱いていると、

「カトリックは『神しん父ぷ』と呼ばれ、特例を除いて結婚はできないと言われています。一方、プロテスタントは『牧師』と呼ばれて、結婚はできます。ここは、カトリック様式の教会でありながら、プロテスタントの要素が入っていることが、とても不思議だったんです」

　そう話すホームズさんに、皆は驚き、理沙さんは苦笑した。

「う、うちの教会は『聖母教会』と言って、カトリックでもプロテスタントでもありません……」

「つまりは、キリスト教系『新しん興こう宗教』のひとつなんですよね？」

　より突っ込んで尋ねたホームズさんに、

「そ、それの何が悪いの！」と、阿部さんが声を上げた。

　いつもとても大人しい雰囲気の阿部さんが上げた大きな声に、皆は驚いて振り返る。

「新興宗教、新興宗教って、それがまるで『悪』みたいに！　聖母教会は……ブラウン牧師と理沙さんは素晴らしい人たちです。たくさんの人を救ってきました。時に、その身を粉こにして働いてくださったこともあります。その善行を無視して、そんな言い方、許せません！」

　目に涙を浮かべながら言う阿部さんに、理沙さんがそっと微笑んだ。

「ありがとう、阿部さん。ちゃんと説明します」

　理沙さんがそう言った時、「いえ、わたしが説明しマス」と牧師さんが一歩前に出た。

「わたしは元々カトリック教会の神父でシタ。神にすべてを捧ささげた身デス。ですが、ある日、わたしは教会で理沙に出会ってしまいまシタ。その時の衝しょう撃げき、忘れられまセン。わたしはマリア様に出会えたと思ったんです。衝撃は彼女も一緒で、わたしたちは一目で恋に落ちました。どうしようもなく引き寄せられたんデス。わたしはいけないと知りつつも、彼女を妻にしたい、家族になりたいと、強く強く思ってしまったのデス。カトリックでは、基本的に結婚は許されまセン。でも、わたしは神を信じ、神を愛すように、理沙も愛してしまったんデス。そうしてわたしは、カトリック教会を去る決意をしました。わたしは、裏切り者なんデス」

　牧師さんはそう言って胸に手を当てた。

「その後、わたしは母や子を集めて英会話教室を開きまシタ。そんな中、どうしても神の教えを説といてしまう自分がいまシタ。そこで理沙と話し合って、宗派もなにも関係ない、自分たちの教会を作ろうと、この『聖母教会』を作ったのデス」

　そう言って礼拝堂を仰ぐ、牧師さん。

　隣に立つ理沙さんが、こくりと頷く。

「はい。細々でもいい、小さくてもいい、地域に貢こう献けんできて、自分たちのできる範はん囲いで誰かが幸せになるお手伝いをすることができたら、と思ってやってきました」

　他の人がどう思ったかは分からない。

　少なくとも私は、寄り添う二人の姿が、とても素敵だと感じた。

　そんな二人を前に、ホームズさんはそっと頷く。

「──ええ、申し訳ございません、存じてました。勝手ながら、ここの教会のことを調べさせていただいていましたので。この教会は元々、廃はい教会で、隣の幼稚園とともに取り壊し寸前だったところを、理沙さんがお祖父様に頼み込んで修繕されて、幼稚園の活性化にも力を入れていったんですよね？　あまり高い月謝を取らずに、カルチャー教室で地域の人たちと交流し、奉仕活動も熱心に行っていた。阿部さんが仰るように、僕も素晴らしいと思います」

　その言葉に少しホッとしたのか、皆の強張った表情が柔らかくなった。

「ですが、阿部さんが過か剰じょうにムキになったのには、理由がある。この教会の事情を知った一部の人たちが『アヤシゲな新興宗教のくせに』と、裏で囁きだしたんですよね？」

　優しく尋ねるホームズさんに、阿部さんの体がビクついた。

　──えっ？

「……この教会がどれだけ素晴らしいかを見てきた阿部さんにとって、それはとても悔くやしかった。そんな時に、何者かに『マリア像にイタズラをされる』という事件が起こったんです。これは、理沙さんは内山さんと伊藤さんにしか話していないそうですが、人の口に戸を立てられるわけもなく、阿部さんも知ることとなります」

　そう話すホームズさんに、私は戸惑いながら身を乗り出した。

「どういうことですか？　マリア像の血の涙は、外部の人間のイタズラということですか？」

「最初の一回目だけはそうだったのでしょう。一回目は、理沙さんは『赤い液体』と言っていました。実際の血を塗と布ふした場合、赤くはありませんし、一回目だけが早朝で、二回目、三回目はともに同じような午後の時刻です。おそらく一回目は、『世界の仰天なニュース』という特番を観た者のイタズラでしょう。もしかしたら、理沙さんを妬んでいる人物が犯人かもしれません。

　ですが、そのことから阿部さんは『世界の仰天なニュース』を録画かネット配信であらためて観たのでしょう。僕もその番組を確認したんですが、血を流すマリア像に対して『神の奇跡だ。うちの教会は選ばれた教会なんだ』と、イタリアの神父さんが涙を流して喜んでいました。

　それを見た時、あなたは思った。聖母教会のマリアが血の涙を流したなら、ここも選ばれた奇跡の教会となるのかもしれないと──」

　阿部さんは大きく目を開いたまま、体を震わせていた。

「それで、僕が血の涙についてうかがった時、あなたの口からは『神の奇跡を見たと思い、その場に膝をついて涙を流してしまいました』という言葉が出たわけです。あなたは、この教会を『偽物』と揶揄する者たちに、一いっ矢し報むくいたかったんですよね？」

　穏やかな口調で問う。

　皆は、ただ立ち尽くし、阿部さんは何も言わずに唇を震わせていた。

「おそらく、理沙さんは、阿部さんだと気付いていたのではないですか？」

「えっ」

「それもあって、教会に貼られていたという紙をムキになって剥がしたのでしょう。その紙には、おそらく『トマス・ムルナーの詩に注目せよ』と書かれていたのではないでしょうか？」

　理沙さんは、下唇を噛んで俯いた。

「トマス・ムルナーって？」と江川さんが尋ねる。

「十六世紀初頭の風刺詩人です。

『計画は、欺ぎ瞞まんで腹黒かった。

　目の下にニスを垂たらして、聖母を泣かせるのだ。

　そうして、信心深い人を騙だます。

　シュテファン博士が後ろにいて、狡こう猾かつにも管くだに口をつけて、それはもっともらしく節ふしをつけて言葉を唱となえる。

　多くの人はあとで断言する。

　耳にした声はどれも、聖母マリアから出たものだと。

　本当は、シュテファン博士のものなのに』

　──と、こういう詩です。つまり、マリアが涙を流すのは、信者を増やすための狡猾な行為だと、遠回しに責めた紙が貼られていた。それを見て、理沙さんは慌てて処分したわけです。その紙を貼ったのは、おそらく──内山さん、あなたですね」

　ホームズさんは、内山さんに視線を送った。

　彼女は観かん念ねんしたように、目を伏せる。

「そうよ。私はね、理沙さんがやってることだと思ったの。この教会を神に選ばれた奇跡の教会に仕立てるために。でも、まさかという気持ちがあった。それで試す気持ちもあって、博識な彼女だけは分かるだろうと、張り紙を貼ったのよ。そうしたらムキになって剥がすから、『やっぱり』と思っていた。でも、違ったのね。阿部さんをかばっていたわけだ」

　内山さんは、大きく息を吐いた。

　阿部さんはギュッと目を閉じたかと思うと、「うわああああ」と声を上げて泣き崩れた。

「ごめんなさい、牧師様、理沙さん！　私は本当にバカで浅はかな人間です。こんな人間は、神様も愛想を尽かしますよね」

　床に手をついて嘆く阿部さんの背に、理沙さんが抱き着いた。

「──阿部さん！　そんなに聖母教会のことを思ってくれてありがとう。神様が愛想なんて尽かすものですか」と涙を流しながらそう言う。

　すると、牧師さんも阿部さんの前に、スッと跪ひざまずいた。

「その通りです、阿部さん。人は誰もが愚かで間違うもの。愛想など尽かしません。神もマリア様も、すべての迷える子羊をお救いになります」

「……牧師様」

　阿部さんは体を震わせながら、また涙を流す。

　そんな中、ホームズさんもそっと頷いた。

「ええ、僕もそう思いますよ。人は愚おろかで浅はかで、自分勝手ですぐ迷う。神はそんな子羊のことをよく知っていて、どんなに間違おうとも、決して見放したりはしないでしょう。

　阿部さんのことはもちろん……そして今も心のどこかで、ご自身を『裏切者』と責めているブラウン牧師と理沙さんのことも」

　そう言って優しい視線を送ったホームズさんに、牧師さんと理沙さんは大きく目を見開いた。

　言葉を失っているようだ。

「人という生き物は利り己こ的な面を持ちながら、不思議なもので人の罪を許せても、自分のことはいつまでも許せないものです。……牧師さんと理沙さんは、どうかもう、ご自分のことを許して差し上げて下さい」

　ホームズさんは、まるで、高尚な修道士のように胸に手を当てる。

　そんなホームズさんを前に、理沙さんも牧師さんも大きく目を開いて、ボロボロと涙を流した。

　そうだったんだ。

　自らの愛を貫くことで、これまでの教えに反してしまった二人は、文字通り大きな十字架を自分で背負ってしまっていたのだろう。

　そんな自分たちのことを許しきれないまま、その分、人の罪を許そうとしてきた。

　本当に人って、自分勝手な反面、こうした面も持つ。

「そう……ですね。神はお許しになりますよね」

　涙を流しながら笑みを浮かべる理沙さんに、

「ええ、すべての者を」とホームズさんは頷いた。

　他の人たちも皆、もらい泣きしている。

「阿部さん、羊の血はどうやって？」

「私の家はよくジンギスカンを食べるんで、ラム肉を大量に買うんです。それで……家頭さんの言う通り、羊の血なら儀式的にも良いかと」

　俯いたままぼそぼそと告げる。

「ジンギスカン……」

　その言葉に皆は瞬き、その後に噴き出しそうになって、口を押さえた。

「そうか、阿部さんは北海道出身だものね」

「でも、まさか、ジンギスカンの血だったなんて」

　心底ホッとすると同時に、笑って良いものか複雑な気持ちにはなったけど、とりあえず、一いっ件けん落らく着ちゃくだ。

　そんな中、理沙さんがそっとホームズさんを見詰めた。

「……家頭さんは、クリスチャンなんですね？」

　尊そん敬けいの眼差しで尋ねた理沙さんに、

「いいえ」

　ホームズさんはアッサリと首を振る。

「え？」と皆は驚いたように、動きを止めた。

「家頭さん、クリスチャンじゃなかったの？」

　あの語りは、まさに敬虔なクリスチャンを思わせたのだろう。

　思わぬ回答に、皆は目を丸くしている。

「はい。お葬式や法事は寺で行いますし、結婚式やお祭りは神社ですし、クリスマスはイルミネーションや讃美歌に誘われて教会に行くこともあります。僕はそんな、とても俗ぞくっぽい、至ってごく普通の日本人です」

　悪びれもせずに言うホームズさんに、皆は顔を見合わせたあと、今度は遠慮せずにブッと噴き出した。

「こんな僕でも良かったでしょうか？」

「ええ、もちろんです」

「教会はどんな人も歓迎よ。仏教徒も神しん教徒も、あなたのようにニュートラルな方にも気軽に訪れてほしい」

「なるほど、僕はニュートラルですか」

　笑いに包まれる『聖母教会』。

　そんな中、内山さんは、柔らかく微笑む。

「理沙さん、私……クリスチャンにはなれないけど、ここの教会の活動は素敵だと思っているし、いろいろ協力するわね」

「うんうん、うちも協力するし」と、すかさずそう言う江川さん。

「ありがとう。それじゃあ、この件はここですべておしまいね。とりあえず、クリスマスコンサートを成功させましょう」

　そう声を上げた理沙さんに、皆は「おー」と声を上げる。

　再び始まった練習。

　私とホームズさんは、邪魔にならないように、そっと礼拝堂を出た。

　マリア像が血の涙を流したのは、オカルトでも奇跡でもない人為的なものだった。

　それは、本人も言っていたように、とても愚かで浅はかな行為だったと思う。

　決して良いこととはいえない。

　でも、この事件が公になったことで、なんだか良い方に向かったように思える。

「……雨降って、地固まる、というやつですかね」

　ぽつりと零した私に、

「そうかもしれませんね。良くない隠し事が公になるというのは、良い方に進むしかないという気がします。とりあえず、クリスマスコンサートが楽しみですね」と手を握ってくれるホームズさん。

「……そうですね。でも、せっかくのクリスマスイブ、ここに来ちゃっていいんですか？」

「葵さんは、嫌ですか？」

「いえ、お母さんも嬉しそうだったし、ゴスペルも素敵だったし……」

「ええ、ゴスペルも楽しみですし、葵さんのお母さんのコンサートでしたら、その時にはお父さんにもお会いできますよね？　あなたのご家族と触れ合える貴重なチャンスなので、逃のがしたくないです」

　そう言うホームズさんに、胸が熱くなった。

「ありがとうございます」

「こちらこそ、おおきに」

　しっかりとつないだ手。

　見上げた夜空は、キラキラと星が瞬いていた。





８






　──そうして、十二月二十四日。

　十七時からスタートする、聖母教会クリスマスコンサート。

　私たちは、十六時半には、礼拝堂に訪れていた。

　すでに暗くなった空。

　教会はキラキラと輝くイルミネーションが施ほどこされて、とても綺麗だ。

「お父さん、お久しぶりです」

　ホームズさんは、父を前に嬉しそうに頭を下げる。

　中肉中背で割と無口な、至って普通の『お父さん』である父は、ホームズさんを前に弱ったように肩をすくめながらも、

「……まあ、葵がお世話になってます。今回は家内もお世話になったようで」

　弱った様子ながらも、静かにそう言った。

「いいえ、僕は特に何も」とホームズさんが首を振ると、

「いや、父さん。ホームズさん、マジですげーから！」

　目をキラキラさせて言う睦月。

　ここに一人、また、利休くんのような妄信的な存在を作ってしまったようだ。

　やがて、牧師さんの挨拶が始まり、拍手とともにゴスペルメンバーが現われた。

　皆は揃って真っ黒なドレスを身に纏い、十字架の前に横一列に並んだ。

　綺麗に化粧をして、髪を整えて、シックなドレスを着て……いつもは冴えないお母さんもとても素敵に見えて、なんだか嬉しくなってしまう。

　ちなみに気合が入りすぎている父と睦月は最前列を確保して、お母さんより緊張した顔を見せていた。

　やがて、スタートしたコンサート。

『Iアイ Willウィル Followフォロー Himヒム』『Joyfulジョイフル, Joyfulジョイフル』『Ohオー Happyハッピー Dayデイ』といった、誰もが聴いたことがある有名な曲を熱唱したゴスペルサークル。

　その予想を上回る歌声に、みんなは圧倒されながら、惜しみない拍手を送った。

「ね、ねぇ、うちのゴスペルサークルって、こんなにレベル高かったん？」

「う、うん。すごいやん」

　なんて声もチラホラ聞こえる。

　そうしてコンサートは大成功で終了し、皆はそのまま幼稚園の大ホールへと流れて行った。

　幼稚園ママたちが一人一品の料理を持ち寄っての、大パーティが行われるらしい。

　たくさんのゲームも企画しているとか。

　大人も子どももウキウキした様子で礼拝堂を出て行く。

「プレゼント交換会もありますよ。手作りのプレゼントを作ってきてくださった皆さまは、入口玄関に置いてある大きな箱に入れてくださいね」

　そんな言葉に、ホームズさんは「あ」と、こちらを見た。

「そうだ、葵さん。自転車を直して持って来ているんですよ」

　教会の外に出るなりそう言ったホームズさんに「わあ、本当ですか？」と顔を上げた。

「こっちです」と、そのまま駐輪場へと歩き、ホームズさんは自転車を押してきた。

「……えっ？」

　その自転車は、ボディは深みのある赤で、お洒落な籐とうのバスケットがついた、それは、可愛くピカピカの自転車だった。

「ホームズさん！　もしかして、新しい自転車を買ってくれたんですか？」

　驚きに声が裏返ってしまう。

　同時に、『しまった』と思ってしまった。

　前のグレーの自転車はダサいし古いしとは思っていたけど、まさか新しいのを買ってくれるなんて。

　嬉しいけど、自転車なんてそれなりに値段もするし、前の自転車を気に入ってはいなかったけど、まだ乗れるのにもったいなかったような……。

　嬉しさの前に、ためらう気持ちでいると、ホームズさんは首を振った。

「いえ、違いますよ」

「えっ？」

「葵さんの自転車をリメイクしたんです。カゴを籐のバスケットに変えて、グリップのゴムはブラウンに。ボディは一度全部ヤスリをかけて、赤く塗り直しました。あ、もちろん、ブレーキもチェーンも直して、綺麗になりましたよ。これもがんばれば、『手作りのクリスマスプレゼント』になるかなと思いまして」と、にこやかに笑う。

「────ッ！」

　今度は、驚きに声が出ない。

「素人仕事なので、プロほど綺麗にはできなかったんですが。……円生とかなら、完璧に仕上げるんでしょうね」

　少し申し訳なさそうに眉を下げたあと、自分で口にした円生の名前にカチンときたのか、面白くなさそうな表情を浮かべた。

　ホームズさん、と私は思わず笑う。

「そんな……ホームズさん、やっぱりすごいです。あの自転車をこんなに綺麗に可愛くしてくれるなんて、想像もしてなかったです」

　そう言いながら、鼻の奥がツンとなって、ポロポロと涙が零れた。

　……嬉しくて、胸が熱くて。

「も、もう、すごく嬉しいです。ホームズさん。ありがとうございます」

　涙が止まらないままに頭を下げると、グッと手首をつかまれて、ギュッと抱き締められた。

「──葵。ほんま、あかん。毎度、反則すぎやで」

　強く抱き締めながら、そう言う。

　それは圧迫されるほどで、ドキドキと強く打ち鳴らす心臓の音が伝わってしまいそうだ。

　ホームズさんの方が、何もかも反則すぎる。

　その時、

「わー、ギューしてるね」

「ママ～、らぶらぶだよぉ」

　という子どもの声が背後に響いて、私たちは体をビクつかせた。

　互いに顔を見合わせてくすりと笑い、隠れるように再び教会の中に戻った。

　誰もいない礼れい拝はい堂どう。

　たくさんのキャンドルの明かりがステンドグラスを彩り、とても幻想的で美しい。

　さっきまでの賑わいが嘘のように静かだ。

「……幼稚園ママさんたち、みんな大絶賛してましたね」

　並んで椅子に座りながら、そう洩らした。

　きっと悪口を言っていた人も、拍手をしていたに違いない。

「ええ、人は自分の感動に素直な生き物ですからね」

　頷くホームズさんに、そっと視線を合わせた。

「あらためてホームズさん、いろいろとありがとうございました。ホームズさんが事件を解決してくれたことも、今日来てくれたことも、お母さんやみんな、とても喜んでいました」

「良かった。少し株が上がりましたか？」

「上がりまくりですよ」

「お父さんは、あまり目を合わせてくれませんでしたけどね」

　残念そうに肩をすくめるホームズさんに、私は、ふふっと笑った。

「気にしなくていいですよ。でも、なんだかせっかくのクリスマス、私の家族の行事に付き合わせたみたいでごめんなさい」

「何を言うんですか。僕の方こそ、いつもいつも僕の身内に葵さんを巻き込んでるじゃないですか」

「でも、それは楽しいですよ」

「ええ、僕も同じです」

　優しく微笑むホームズさんに、キュンとしてしまう。

「……あ、そうだ。クリスマスプレゼントを作ったんです。せっかく教会の中だし、今渡しちゃいますね」

　ゴソゴソとトートバッグの中からラッピングした箱を取り出して、ホームズさんに手渡した。

「ありがとうございます。見てもいいですか？」

「ど、どうぞ」

　スルスルと丁寧にほどかれるリボン。

　中には、ワイングラスに彫った『Ｋ』という装飾文字に、薔薇の花。

「──えっ？　これ、グラスリッツェンですよね？　葵さんが作ってくれたんですか？」

「はい。それこそ素人なので、下手くそで恥ずかしいんですけど」

「いえ、すごく素敵ですよ！　めっちゃ、嬉しい、おおきに」

　ホームズさんは本当に嬉しそうに顔をクシャッとして笑った。

「よ、良かった。本当はホームズさんの『Ｈ』にしようかと思ったり、家頭清貴でイニシャルの『ＫＹ』にしようかと思ったんですけど、それはちょっとやめたんですよね」

「『Ｈ』で『ＫＹ』だと、なかなか救われないですね」

　なんて言うホームズさんに、また笑ってしまう。

「実は僕もプレゼントがあるんです」

「えっ、自転車ですよね？」

「それとは別に。『手作りの物を』という約束を破ってしまって申し訳ないんですが、これを……」

　差し出されたのは、小さな箱。

「えっ？」

　胸がドキドキしてくる。

「ありがとうございます。開けてもいいですか？」

「ええ、ぜひ」

　ドキドキしながら、そっと箱を開けると、そこには、小さな花が付いた指輪が入っていた。この花には覚えがある。

　以前、誕生日プレゼントでもらった葵の花。つまりネックレスとセットともいえる指輪だ。

「もう、ホームズさんこそ反則ばかり。あんまり泣かせないでください！」

　目を擦りながら言うと、ホームズさんは「葵さんこそ、あんまり煽あおらんといて」と額に手を当てる。

「えっ？」

「……いえ。それは、僕のあざとさなので、どうかお気になさらず。虫むし除よけですから」

「虫除け？」

「他の男が寄り付かんように」

　そう言って、髪に手を触れる。

　ドキンと、痛いくらい心臓が音を立てた。

「やっぱり、反則です」

　顔が熱すぎて、俯いてしまう。

　なんとなく訪れた沈黙。

　ホームズさんは、礼拝堂の十字架を眺めながら、そっと目を細めた。

「……今回のことで、葵さんのお母さんやゴスペルメンバーにとても褒めていただけて、嬉しく思いながらも、僕は胸が痛かったです。自分はそんな素晴らしい人間じゃないので、なんだか過か剰じょう評価されている感じがして」

　静かに告げるホームズさんに、私はそっと顔を上げた。

　そう、みんなはホームズさんのことを『神の御み使つかいのようだ』なんて囁いていたくらい。

「……せっかくの聖夜、教会にいますし、この機会に懺ざん悔げするのもいいですね」

「えっ、懺悔、ですか？」

「ええ、自分の罪や愚ぐ行こうを」

「──ああ。それなら、私も懺悔したいです」

「葵さんが？」

　息をついて言うと、ホームズさんは驚いたように瞬く。

　私は「はい」と頷き、そっと手を組んで、目を瞑つむった。

「……かつて私は自分のことしか考えられず、亡き祖父の……家族の宝を勝手に売ろうとしてしまった罪人です。あの時、ホームズさんが止めてくれて、もしかしたら止めてくれなくても実行できずに帰ったような気もするのですが、だけど、そんなことをしようとした自分が許せなくて、今も胸が痛みます。今宵こよい、その罪を懺悔します」

　口に出したことで、幾いく分ぶんか気持ちが楽になった。

　それでも、涙が零れてしまったけれど。

　指先で目頭を押さえていると、ホームズさんがハンカチで涙を拭ってくれる。

「つくづく、元カレが羨うらやましいですね」

「えっ？」

「僕も、あなたに罪を犯してもらえるくらいに、想ってもらいたいです」

「そ、そんな。あれは今にして思えば、エゴでしかない気がして」と肩をすくめる。

　元カレとホームズさんなんて、比べられないくらいに、ホームズさんを想っている。

「僕も正直に懺悔をします。僕はずっと、葵さんに過去の話をするのを避さけてきましたが、ちゃんと言わなければ駄目な気がしまして。あなたに嫌われてしまうかもしれませんが」

　その言葉に、今度は別の意味で鼓動が高鳴った。

　そう、和泉さんに裏切られたあと、女性不信になってしまったホームズさんは、『出家とは真逆の生活を送っていた』と言っていた。

　それは、どんな乱れようだったのか。

　ホームズさんは、小さく息をついた。

「僕は……和泉との確執のあと、ちょっと歪ゆがんでしまったんですよね。『彼氏がいる女性』を選んで、親しくなっていました」

　こちらを見ようとせずに、そう告げたホームズさん。

『彼氏がいる女性と親しくなる』の『親しくなる』とは、大人な意味合いなのだろう。

　私は何も言わずに次の言葉を待つ。

「当時の自分なりに大事にしてきた彼女を、たかが合コンで知り合った男にパッと寝取られてしまったことが本当にショックで。自分の未熟さを棚に上げて、何かに仕返しをしたかったのかもしれません。かといって、その親しくなった方とは決して交際せず、自分で誘惑まがいのことをしていながら、彼氏がいるにもかかわらず、簡単に僕になびくことに幻滅して、さらに女性不審になったりしていました。……ひどいですよね」

　それはたしかに、いろんな意味でひどい。

「本当にクリスチャンとは程遠い、腹黒くて薄汚れた男です」

　ふう、と息をつく。

　初めて語られる、ホームズさんの過去に、私は何も言うことができなかった。

「……すみません。本当に最低な男です。僕はあなたには相応ふさわしくないのでは、と悩むこともありまして」

　ほんの少しの沈黙が訪れ、私はそっと口を開く。

「もう、そうしたことは、間ま男おとこ的なことはしてないんですよね？」

「……間男!?　は、はい。それはもちろん、そんなことはしていないです。葵さんとお付き合いするようになってから、いろいろとあらためました。ですが幻滅されましたよね？」

「いえ、その。なんていうか……、想像の範はん疇ちゅうでした」

　そう呟いた私に、ホームズさんは「えっ!?」と顔を上げた。

「私は、ホームズさんはもしかしたら、不ふ倫りんとかしてたんじゃないかと心配していたんです。ホームズさんって年上の女性に好かれそうだし、腹黒いし、お金持ちと出会う機会も多いから、お金持ちの人妻さんを巧たくみに操って、そういう人を何人も確保していたのかと思ってました。だから、『僕は不倫ばかりしてました』なんて言われてしまうのかと……。そう言われたら、どうしようかと思ってまして」

　するとホームズさんは、前の椅子にゴンッと額を落とす。

「ホームズさん？」

「……本当に葵さん、相変わらずひどいですよ。『腹黒いから、金持ちの人妻を何人も確保して不倫』って」

　突っ伏したまま、ホームズさんは心底楽しそうに、くっくと笑う。

「ご、ごめんなさい。でも、当たらずとも、遠からずですよね？」

「そうですね。さすがに不倫はしませんでしたが、遠からずです」

　ホームズさんはそう言って、顔を上げた。

「もし、あなたの想像通り、僕が不倫ばかりしていた男だったら、どうしましたか？」

　そう問われて、言葉が詰まる。

　どうしていたのだろうか？

「……ショックですけど、さっき懺悔したように、私も罪人ですから……」

　力なく笑ったその時、ホームズさんに肩を引き寄せられ、気が付くと強く抱き締められていた。

「あらためて実感しました。葵さん、僕は絶対にあなたには敵わないです」

「そんな、私に敵わないだなんて」

「……いえ、あなたには敵いません。ほんで、あなたは僕の表も裏も目をそらすことなく、真っ直ぐに全部見てくれる。ほんま、たまらんわ。おおきに、ありがとう……。こんな最低やった僕やけど、大切にしたいて思うてる」

　ホームズさんは、抱き締めた腕に力をこめる。

　園の方から美しい讃さん美び歌かが流れてくる。

　ゆらめくキャンドルの明かり。

　そっと額を合わせて、まるで祈るように愛の言葉を囁き合った、それは甘く愛しい聖夜だった。









掌編　『宮下香織の困惑』











　一人で行動するのは、嫌いではない。

　映画もファミレスも町ブラも一人で平気だ。

　もちろん友達と一緒ならば、楽しさは倍増かもしれないけれど、だからといって一人が寂しいというわけではない。

　友達とは友達の、一人には一人の良さがあるものだ。

　──一月五日。

　私・宮下香織は一人で三条の映画館に入り、映画を観た帰りに、ふらりと骨董品店『蔵』を訪れてみた。

　ここは、親友・真城葵のバイト先であり、彼女がいるかもしれないと思ったからだ。

　なかなか入りにくい店構えであり、多少の緊張感を覚えながら扉を開けると、『カラン』とドアベルが優しく鳴る。

　同時に、コーヒーの香りが鼻び腔こうをかすめた。

　この店はまるで喫茶店のように、いつもコーヒーの香りがする。

「ああ、香織さん、いらっしゃいませ」

　聞き慣れた男性の声に少し驚いた。

　この声は、『ホームズさん』こと、家頭清貴さんの声だった。

　彼は修業中で、ここにはいないと思ったのに。

　思わず体が強張るも、目に飛び込んできたのは、店長の温和な微笑み。

「なんだか、お久しぶりですね」と、店長は続ける。

　どうやら、声の主はホームズさんではなく、彼の父親である店長だったようだ。

　以前、葵が、『ホームズさんと店長が似ている』と話していたことがあり、それを聞いた時は『そやろか？』とよく分からなかった私だけど、今初めて理解した。

　声や話し方、雰囲気が本当によく似ている。

　電話で聞いたなら、混乱しそうや、と私は微かに笑った。

「香織さん？」

　何も言わない私に、店長は不思議そうに首を傾ける。

「あ、すみません。あの、今日は葵は？」

「ああ、今日は、祇園ぎおんで古美術業界の者が集まった新年会がありまして、それに清貴と一緒に参加しているんです。わたしは留守番でして」

　そうなんや、と私は洩らし、それではこれ以上ここにいる用事はないため、頭を下げて帰ろうとした時、

「今、自分にコーヒーを淹れたのですが、一人では飲みきれないほどになってしまいまして、もし良かったら飲んでいかれませんか？」と、店長がにこやかに尋ねた。

　その言葉に、私の頬が緩む。

「おおきに。呼ばれます」

「どうぞ、おかけください」

「はい」と会釈をして、私はカウンター前の椅子に腰を下ろした。

　店長が言うように、ガラスポットにはコーヒーがなみなみと入っていて、思わず笑ってしまう。

「ほんまにたくさん淹れたんですね」

「ええ、つい豆を入れすぎまして」

　店長は気恥ずかしそうに肩をすくめながら、カップにコーヒーを注いで私の前に置いてくれる。

「おおきに」と、私はコーヒーを口に運んで、ふぅ、と息をついた。

「清貴のように上手く淹れられないのですが……」

「美味しいですよ」

「それは良かった。よく失敗するんですよ」

「そういえば、前にホームズさんに聞いたんですが、店長、インスタントコーヒーをドリップしたって……」

　その話を思い出して口に手を当てると、店長は照れたように頭に手を当てる。

「いやはや、お恥ずかしい。実はうちの店にインスタントコーヒーが置かれていたことがなかったので、『インスタントがあるはずない』と思い込んでいたんですよ。豆だと信じてドリップしたら、溶けてなくなってしまったので仰天してしまいました。清貴に言ったら、『ええ、インスタントですからね』とアッサリ言われてしまいまして」

　そのやりとりが目に浮かぶようで、堪えきれずに笑ってしまう。

「そやけど、なんでその時はインスタントがあったんですか？」

「修業で留守にする清貴が、わたしのために買ってくれたようです。インスタントなら失敗しないだろうと」

「ホームズさん、優しい」

「ええ、あの子はああ見えて優しいですよ」

　店長は、ふふふと笑う。

　素敵な親子や、と思いながら視線をカウンターの上に落とす。

　店長の前には、原稿用紙があった。

「お仕事されてたんですね？」

「ええ。これがあるために、新年会には参加せず、留守番を引き受けたんです。締め切りが迫ってまして」

「時代小説ですよね？」

「ええ」

「時代小説を書けるって、すごいですよね」

　しみじみと告げると、店長は小さく笑う。

「時代小説だからすごいということは、けっしてありませんよ」

「そやけど、時代考こう証しょうとか大変ですよね？　それに当時は、今と感覚も違う思いますし」

「まあ、そういう苦労はたしかにありますが、基本的に時代設定が過去なだけで、人間ドラマとしては何も変わらないんですよ」

「そうでしょうか？」

　ええ、と店長は頷く。

「たとえば、源氏物語なんかを読んでみると、平安時代は一夫多妻でしたが、嫉妬に苦しんで葛藤する気持ちは今と同じですし、何に怒りを覚え、何に感動するか、今と大差はないんですよ。過去も現代も人の気持ちは、そうは変わらないということです。現代が舞台の恋愛ドラマがあったとして、まったく同じ展開でそれを江戸時代に変えるだけで、『時代小説』になるわけです」

　そう話す店長に、私は「そう言われたら、たしかに。ほんまや」と感心して相槌をうつ。

「店長、さすが作家先生や」

「いえいえ、そんな。退屈な話を失礼しました。香織さんは、葵さんにご用があったんですか？」

「いえ、ちゃいます。そこの映画館の帰りで、ふと寄った感じで」

「一人で観られたんですか？」

「あ……はい」

　少し言い難くてぎこちなく頷くと、店長は柔らかく目を細めて、「そうですか」と頷く。

「それは素敵ですね。一人でどこでも行ける女性は素敵だと思います」

「ありがとうございます。そやけど、お陰で彼氏がなかなか」

「葵さんと清貴の話を横聞きしてしまったんですが、清貴の友達が香織さんを気に入られたとか」

「……ホームズさんを通して、『今度四人で食事に行きませんか？』って誘われてまして」

「四人とは、清貴と葵さんと、その彼とあなたですか？」

　私はこくりと頷く。

「気乗りしない感じですか？」

　その問いに、私は「うーん」と唸った。

「正直言うて、小日向さんはとびきりやなくても、そこそこの男前で、すごく優秀やし、気に入ってもらってるらしいのは、嬉しくもあるんやけど……」

「ピンとこない、というわけですね」

「はい」と、私は思わず強く頷いた。

「それなら、四人で食事はちょうど良いですね。会話に困ることもないでしょう」

「まあ……そうですね」

「断るのは、相手を知ってからでも遅くないと思いますよ。第一印象と第二印象が変わることもありますし。わたしもそうですが」

「店長が？」

「ええ、妻に初めて会った時、第一印象はあまり良くなかったんです。彼女は人見知りだったのもあり、とても素っ気なくて。『綺麗だけど、感じの良くない人だな』と。ですが、ちゃんと話すことで、『不器用なだけで、素直で優しい人なんだ』と印象が変わりました」

　私は、へえ、と相槌をうった。

「香織さんは、優しくて賢い素敵な女性ですから、可能性を自ら摘つんだりされないでくださいね」

　にこり、と店長に微笑まれて、どきん、と鼓動が音を立てた。

「お、おおきに」

　今も打つ鼓動の早鐘に、戸惑いを覚える。

　頬が熱くなって俯くと、

「香織さん、どうされました？」

　と、店長に顔を覗かれて、さらに心臓が音を立てた。

「あ、いえ、なんでも」

　──あかん。

　ほんまにあかん。

　葵、どないしよう。

　私……店長のこと、好きになってしもたみたいや。

　今も響く自分の心音が聞こえるのではないかと懸念して、今すぐ逃げ出したい気持ちと、まだここにいたい気持ちの間で揺れて動けないまま、私はそっと店長の淹れてくれたコーヒーを口に運んだ。

　それは、甘く苦しい午後。

　静かに店内に流れるジャズが、どこか遠くで聴こえるようだった。









エピローグ











　一月五日の新年会。

　まさか、こんな日が来るなんて、と私の顔が引きつる。

　祇園にある料亭の宴会場の大広間には、鯛の塩焼きをはじめ、ご馳走が載ったお膳がズラリと並んでいた。

　そこにいるのは、

「今日の新年会は、わしの弟子のお披露目や」

　満面の笑みを浮かべる柳やなぎ原はら先生と、

「──円生と申します。どうぞよろしくお願いいたします」

　深々と頭を下げる円生の姿。

　その席には、見知った古美術業界の面々や華道家の先生、そして、私や好江さん含む家頭家メンバー、

「いやぁ、なんだか、すげえな」

　なぜか秋人さんの姿もあった。

　相も変わらず坊主頭の円生は、白地の羽は二ぶ重たえを黒に染めた長なが着ぎと羽織に、仙せん台だい平だいらの縞しま柄がらの袴という、着物の礼装姿。

　畳に手をついて頭を下げて、ゆっくりと顔を上げる姿は、とても堂々としていて、ほぉ、と会場のあちこちから、熱い息が洩れた。

「へー、ああして見ると、円生って男前だなぁ」

　私とともに末席にいる秋人さんは、遠目に円生を眺めながら、感心の声を上げた。

　秋人さんの言う通り、円生って、あんなに男前だった？　というほどに精せい悍かんで凛り々りしい。

　贋作師だった円生はその罪を認めて、自首したそうだ。

　その罪は詐さ欺ぎ罪に当たるそうだけれど、彼がすでに柳原先生のところに弟子入りしており、更生の意志は強いことから情じょう状じょう酌しゃく量りょうの余地があるとして、執しっ行こう猶ゆう予よがついただけで済んだそうだ。

「しっかし、見ろよ、あのホームズの顔！」

　秋人さんは肘ひじで私の腕を軽く突きながら、ホームズさんに視線を送る。

　家頭家のテーブルにいるホームズさんは、黒いスーツ姿だ。

　これまた、とても凛々しくスマートで、よく似合っている。

　だけど、その顔は驚くほど冷ややかだ。

　ホームズさんの心情がその顔に表れていて、思わず笑ってしまいそうになる。

「な、あの顔ウケるよな」

「ウケるって、秋人さん」

　たしかに笑ってしまいそうになるけれど、ここは笑ってはいけない空気だ。

　秋人さんとともに、笑いを堪えて肩を震わせていると、

「二人とも、シーッだよ」

　対面に座る利休くんが、呆れたように人差し指を立てた。

　年下の利休くんに窘たしなめられてしまい、私たちは、決まり悪く肩をすくめる。

　円生の自己紹介が終わったあと、柳原先生の挨拶へと移っていた。

「わしの子も孫も、古美術とは関係のない世界に進み、なかなか良い目を持った若者にも出会えず、今後の美術界を懸念していた時に、この円生に出会いまして……」

　そんなふうに話す柳原先生の顔は、とても嬉しそうだ。

『京都寺町三条のホームズに負けない目を持っている』

　と断言した円生のことを、最初はきっと訝しく思ったに違いない。

　彼を知ることで、その類たぐい稀まれな才覚を感じ取り、今や自慢の弟子なのだろう。

　なんといってもホームズさんと張り合う……、ううん、認めたくないけれど、時にホームズさんをしのぐ存在だ。

　柳原先生の喜びも分かるような気がした。

　末席から遠目に柳原先生と円生を眺めていると、

「これまた、イイ男だなぁ」

「本当ね。清貴くんと並ぶ、古美術界のプリンスになってくれそう」

　なんて声が、ちらほら聞こえてきた。

「…………」

　私はこれまで円生に対して、『怖い』という思いしかなかったから、その容姿に対しても冷静に見ることができなかったけど、立ち居振る舞いも気品があって、裏の世界を生きてきたとは思えず、そんな声が上がるのも分かる気がしないでもない。

　元々、円生は人の仕草や表情の作り方、話し方まで、完璧にコピーできるような器用な人間だ。

　きっと、高貴な人の動きや仕草を真似ているのだろう。

「どうかご指導ご鞭べん撻たつをよろしくお願いいたします」

　ぐるりと会場の皆を眺めたあと、私を見てピタリと視線を合わせて、にこり、と柔らかく微笑む円生に、

「っ！」

　息が止まりそうになった。

　あまりにホームズさん、そっくりで。

　そうか、ホームズさんをコピーした動きだったんだ。

　あえて私を見て、ホームズさん的な笑顔を浮かべるなんて、性格の悪さはそのままだ。

　ホームズさんは、どんな気持ちなんだろう？　と家頭家の席の方に目を向けると、相も変わらず冷ややかな目を見せている。

　いや、その目は、先ほどよりさらに冷たくなっているように感じた。

「なぁ、なんだかホームズ、めっちゃ怒ってねえ？　体から、青白いものが出てるよな」

　耳打ちする秋人さんに、「……怒ってますね」と私も小声で頷いた。

　おそらく円生に、自分の真似をされているのを察していて、不愉快極まりないのだろう。

　円生も、ホームズさんがかちんとくると分かっていて、やっているわけで……。

　円生が贋作師から足を洗い、美術界に入ってきて一件落着と思っていたけど、これはこれで前ぜん途と多た難なんだ。

　楽しげな円生と、冷ややかかつ青白い炎を出しているホームズさんの姿を眺めながら、私はそっと肩をすくめた。

　やがて堅苦しい挨拶が終わり、ようやく『乾杯』となり、私たちは食事に手を付けられることとなった。

　急に広間はなごやかになる。

「あー、ようやく食える」

　箸を手に目尻を下げる秋人さんに、対面に座る利休くんが、ぷっと笑う。

「秋人さんは相変わらずなんだね」

「おうよ」

　私たちが笑い合っていると、柳原先生とオーナーの会話が耳に届いた。

「これからよろしく頼むでな。あんたんとこの清貴くんと、古美術界の二大プリンスいうことで」

　そう言った柳原先生に、オーナーは訝しげに腕を組んで、ふんと鼻を鳴らした。

「そんなポッと出と、うちの清貴を比べられとうないわ。大体、どれほどのもんやねん」

　オーナー……、と私は苦笑する。

　面白くなく思っていたのは、ホームズさんだけじゃなかったようだ。

　オーナーの失礼全開な発言に、周囲はギョッとするも、

「そう言うと思ったわ。だがな、ほんまに円生の目はたしかやねん」

　柳原先生は、気にもしていない様子だ。

「ほんなら円生、お前にあの書が分かるか」

　オーナーはそう言って、部屋の壁の『書』を指した。

　それは大きな書で、『雅』と描かれている。

　円生はジッとその書を見て、首を傾けた。

「『本物』いうことは分かります。せやけど、自分にはまだ知識がないので、誰の『書』かは分かりまへん」

　悪びれずに答える円生に、オーナーは、少し得意げな笑みを浮かべた。

「清貴、教えたり」

　ホームズさんは小さく頷いて、箸を置く。

「あの書は、明治から昭和初期に活躍した奈良県出身の書家、辻つじ本もと史し邑ゆうの書ですね。伸びやかかつ飄々とした佇まいが、彼の色を出しています。おそらく、この料亭のために書き下ろしたものかと」

　さらりと答えるホームズさんに、「おお」と会場内に声が上がった。

「さすが、清兄」

「ああ、われらがホームズだ」

　と、拳を握りしめる利休くんに秋人さん。

「さすが、清貴くんだなぁ」

「ああ、円生くんは『本物』と言ったけど、わたしにだってそのくらいは言える。でも、清貴くんのように誰の書まではなかなか」

　そんな嘲笑めいた言葉が飛び交う中、円生は柔らかく目を細め、

「──お手数ですが、そこの鞄を取ってもらえますか？」と、秘書の田口さんに向かって、手を伸ばした。

「はい」

　田口さんはすぐに黒い鞄を差し出す。

　一体、なんだろう？

　皆が戸惑う間もなく、円生はそこから筆や墨、硯に半紙を取り出した。

　円生は少しの間、辻本史邑の『書』を眺めたあと、しっかりと筆を手にし、半紙を食い入るように眺める。

「っ」

　円生が、呼吸を止めたのが分かる。

　かと思うと、手が動き出す。

　目は見開いたままで、まるで何かに取り憑つかれたように手を動かし、やがて、紙に『雅』という文字が描かれた。

「────っ！」

　それは辻本史邑の『書』と、まるで同じであり、一同は絶句した。

　円生は、ふぅ、と息をついて、自らの『書』を手に取り、立ち上がる。

　そっくりな『書』をかざされて、誰も何も言葉を発することができない。

「この通り、自分はかつて贋作を手掛けていたという過去を持っております。それは本当に恥ずべきことで、二度とそのような罪を犯さないと心に決めております。今の自分には、まだ『知識』はありまへん。せやけど、かつて贋作に手を染めた自分だから分かることも多く、偽物に敏感で、誰よりも鋭い目を持っていると自信を持って言えます。自分の罪を償うことに賭けて、この目をもって贋作を見逃さないことをここに誓います」

　皆は、強い口調で言い放った円生に圧倒されながらも、わっ、と声を上げて拍手をした。

　遅かれ早かれ、円生が贋作師だったことは、伝わるだろう。

　彼はこれ以上ないタイミングでカミングアウトし、自らの恥ずべき過去すら武器に変えた。

　──本当に、並の人間じゃない。

「いやぁ、すごかったな」

「ああいう者が、こちら側についてくれるとは心強い」

　皆は、すっかり円生に心を奪われていた。

　ホームズさんは、大丈夫だろうか？

　もう宴会ムードだから、席を移動しても良いだろう。

　少し心配になって、家頭家の席にそっと移動しようとしたその時、

「ホームズはん、あらためてこれからもどうぞよろしゅう」

　円生がビール瓶を手に、ホームズさんの元に歩み寄っていた。

「……ええ、よろしくお願いします」

　ホームズさんは目を弓なりに細めて、コップを差し出す。

　トクトクと注がれるビール。

　その光景は、傍で見ているととても微笑ましいのに、私は背筋が寒くなって仕方ない。

　それは秋人さんも同じようで、顔色がなかった。

　だけど、利休君はというと、「あの、冷戦具合が最高だね」と、目をキラキラさせている。

「ところで、円生さん。先ほどの『書』をお貸しいただけますか？」

「ああ、ええよ」

　ホームズさんの申し出に、円生は自らが書いた『雅』という『書』を差し出す。

　ホームズさんは内ポケットから万年筆を取り出して、蓋を取らぬまま書を指した。

「ここと、ここと、ここ。『あなた』が出てしまっていますね。一見そっくりに見えるかもしれませんが、贋作の出来としては、イマイチかと。まぁ、引退されたわけですし、それで良いのかもしれませんが」

　皆には聞こえない程度の声で言って、ふふっと笑うホームズさんに、円生は一瞬動きを止める。

「……やっぱ、あんたは気に食わんわ」

「お互い様です」

　笑顔のまま見詰め合う二人に、

「まぁ、仲が良さそう」

「素敵な二人ね」

　といった声も聞こえてきて、顔が引きつって仕方ない。

　どうして、この光景がみんなには微笑ましく写るのだろうか？

　この二人の様子に、オーナーは心を掴まれたらしく、愉しげな笑みを浮かべる。

「ほう、龍りゅうと虎とらが揃ったか。これはなかなかおもろいの」

「せやろ」

「しゃあない、認めたるわ」

「おうよ」

　なんて乾杯するオーナーと柳原先生。

　どうやら円生は、オーナーにもホームズさんのライバルと認められたらしい。

　多分、その基準は『おもろい』なんだろうけど……。
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「ふうぅぅぅ」

　宴会が進む中、私は会場を抜けて化粧室に行き、手を洗いながら、大きく息をついた。

　なんなのだろう、あの緊張のお披露目新年会は……。

　ひたすら嬉しそうな他の皆さんと私の温度差も、なんだかいたたまれない。

　秋人さんも私と同じ気持ちかと思えば、今や利休くんと一緒になって結構楽しんでいるようだし。

　まあ、こんな会もそうはないから、そんな気を揉む必要もないのかもしれないけど。

　再び息をついて、ハンカチで手を拭った。

　気を取り直すように、姿勢を正して鏡に映る自分を見た。

　礼服にもなるデザインの可愛らしい黒のワンピース。

　気合いを入れてトリートメントした艶々の髪に、ほんのり施したメイク。

　我ながら、いつもより大人っぽいかもと、頬が緩んだ。

　私も、もう女子大生だ。

　そっと口紅を塗り直し、「──うん」と頷いて、化粧室を出た。

　磨かれた畳の廊下を歩く。

　壁には日本画、角には生け花、窓の外には、夜の日本庭園と、情緒がある。

　──さすが、祇園の料亭。隙のない美しさだ。

　感心しながら大きなホールまで出た時、ほんのりライトアップされた庭の喫煙スペースでタバコを吸う男性の後ろ姿が目に入った。

　あれは、もしかして円生？

　主役が宴を抜け出して、喫きつ煙えんタイムですか、と私は肩をすくめる。

　少し呆れながら眺めていると、私の視線に気付いたらしい円生が設置された灰皿にタバコを押し付けて、中へと入ってきた。

「こんばんは、葵はん。今宵は俺のために、おおきに」

　顔を近付けて、ニッと笑う。

「いえ、別にそんな、あなたのためでは……」

「ほんなら、これは誰のお披露目会なん？」

「……円生、さんです」

「ほんま、おおきに」

　今度は屈託ない笑みを見せる円生に、私の頬が引きつる。

「ま、でも、ほんまにおおきに。あんたらのお陰で、日陰から脱することができたわ。こんなとこで自分のお披露目会なんて、考えられへんで」

　庭園を眺めながら、静かにそう告げた円生の姿に胸が詰まった。

　前には感じられなかった、柔らかな雰囲気。

　きっと、愛しい人と一緒にいられるからなんだろうな。

「……今は、ユキさんと一緒に暮らしているんですか？」

　ポツリと尋ねると、円生は目を見開いて私を見た。

「──いや？　俺は柳原先生んとこで修業中やけど」

「あ、そうなんですね。住み込みのお弟子なんですね。ちゃんとユキさんとは会えてますか？」

「会おうたけど、そんな頻ひん繁ぱんには会わへんわ。兵庫までめんどい」

「へっ？」

　思わず素っ頓狂な声が出た。

「なんや、葵はん、勘違いしてへん？　俺とユキは恋仲ちゃうで」

「そ、そうなんですか？」

「ま、三十年も生きとったら、男も女も抱いたことはあるけど」

　そんなことを言う円生に、私の顔がさらにひきつる。

「そんなこと、私にはどうでもいいです」

「ほんまやな」と笑う円生。

　まったく。とことん、イレギュラーな男だ。

「でも、ユキさんは、すごく特別な存在ですよね？」

　ずっと仕送りして、支えていたくらいだ。

「せやな。ユキは大切な存在やけど、それは俺にとってほんまの弟いうか、唯一心を許せる家族やねん。自分がまともやなかったから、ユキだけにはまっとうな道をと思うて。俺の代わりと言うてはなんやけど……、ちゃうな。ユキを支援することで、俺は自分のやってることを正当化しようとしてたんや」

　そう言って、円生は自嘲的な笑みを浮かべる。

　私は何も言うことができずに、ただ、ジッと円生の横顔を見ていた。

「ずっと自分は、ユキに憧れられてきたんや。『テレビのヒーローよりも真しん也やくんのがカッコええ』って」

　真也とは、円生の本名だ。

「そのユキの中でのヒーロー像を崩したなくて、ほんでもってユキに憧れられていることが、自分の支えでもあったんやろな」

　それは、利休くんがホームズさんに羨望の眼差しを向けているのと、とてもよく似ているのだろう。

「せやから、『罪をあらためるため』なんて、カッコつけて出家したのかもしれへん。けど、あかんわ。坊主生活しんどかったで。そんな時に、ホームズはんに出会ったもんやから、爆発してもうた」

　やっぱり、ギリギリのところだったわけだ。

「しっかし、ユキと僕がええ仲やと思われてたって」

　ははっ、と笑う円生に、頬が熱くなる。

　気恥ずかしさに目を合わせられずにいると、

「俺は、あんたが気になるけどな」と言われて、驚いて顔を上げた。

「えっ？」

「最初は、なんでホームズはんがあんたを側に置いとるのか、分からへんかったんや。せやけど、今は分かった気がするわ。あんたは、なかなか、ええ女やな」

「っ！」

　からかわれているのだろう、と私は睨む。

　円生は口許に笑みを浮かべてはいるものの、目は真剣だった。

「まぁ、これでもホームズはんには恩を感じとるから、あんたにちょっかい出すつもりはないんやけど。あんたがホームズはんの女やなかったら、絶対に手に入れとるわ」

「て、手に入れるって！」

　私は、あなたの手に入るつもりはありませんから！

　強くそう言いたいのに、円生の持つ得体の知れない迫力に気け圧おされて、言葉が出ない。

　まるで野生の獣のような迫力。

　オーナーがホームズさんと円生を龍と虎に譬えていたけれど、間違いなく円生は虎だ。

　強く反論しない私に、円生は「お」と目を開いた。

「なんや、もしかして脈あるん？　一回くらい浮気しよか。あいつより上手い自信あるで」

「な、なにを言い出すんですか！」

　信じられない、やっぱり信じられない！

　目をグルグルさせる私に、円生はハハハッと笑う。

　次の瞬間、円生は勢いよく顔を上げたかと思うと、バシッと飛んできた何かをつかんだ。

　円生がつかんだのは、閉じている扇子。

「おー、怖い顔や」

　視線の先には、恐ろしいほどに冷ややかな目をしているホームズさんの姿があった。

「──葵さんに何を？」

　低い声で尋ねるホームズさんに、円生は大袈裟に肩をすくめた。

「そんな怖い顔せんでも、本気で口説こう思ってないで。あんたには感謝しとるし。で、これはなんやねん。危ないわ」と、円生は、扇子を開いた。

　そこに描かれているのは、紅葉と『勝』の文字。

　これは、かつて円生が描き、源げん光こう庵あんで円生がホームズさんに突き付けたもの。

　あの時、ホームズさんがボッキリ折ったのだけど、それは綺麗に修復されている。

　──ずっと、ホームズさんの部屋にひっそりと飾られていたものだ。

「今日はそれをお返ししたいと思っていまして、差し出すつもりが……すみません、手が滑りました」

　そう言ってホームズさんは、にっこりと微笑む。

「手が滑ったって、どんだけや」

　円生は、やれやれ、という様子で扇子に視線を落として、小さく息をつく。

「これはいらん。あんたがいらんのやったら、捨ててかまへん」

　パタンと扇子を閉じて、ホームズさんに差し出した。

「そう仰るなら、ご自分で処分してください」

　どうして僕が、と眉根を寄せるホームズさんに、円生はそっと口角を上げる。

「……そもそも、これは、あんたに渡すために描いたものやし」

　えっ？　と目を開くホームズさんに、円生は扇子を開いた。

「源光庵にあんたがやって来たら、あんたが俺の贋作を見破ったということで、『あんたの勝ちや』と、この扇子を渡そう思って描いたものや。だから、あんたのものやで。いらんかったら、捨てるなり燃やすなり好きにしてや」

「──僕に」

　それには、さすがのホームズさんも、驚いた顔を見せていた。

「……そういうことでしたら、なおのこと受け取れません」と息を吐くように言う。

　なんで？　という様子で目を細める円生に、ホームズさんは決まり悪そうに目をそらす。

「あれは、ほとんどマグレ勝ちです。あれで勝利の証あかしをもらっても嬉しくないです。今後、同じ鑑定士として、時に競うこともあるでしょう。僕があなたに決定的に勝利した時に、その扇子をいただきたいです」

「あんたも負けず嫌いやね。もう、俺に勝てへんかもしれへんで」

　円生は扇子を手に、口角を上げた。

「ご心配なく」

　火花を散らしながらも、それは以前と違っていて、そんな二人の様子に、私は少し感動してしまった。

「その紅葉の絵や、以前いただいた蘇そ州しゅうの風景画は、紛れもなくあなただけの作品です。……こんな素晴らしい絵を描けるのですから、これからは、もっとご自分の絵を描いてください」

「おおきに。あんたに褒められるて思わなかったわ」

「できるなら、褒めたくはないんですよ。それはそうと、一言言いたかったんですが」

「なんやろ」

「あなた会場にいる時から、チラチラ葵さんに色目を使っていましたよね？　今後、僕の彼女にちょっかい出したら、ほんまにその頭カチ割るで」

　見下すように腕を組んで言うホームズさんに、

「なにをカリカリしとるんかと思ったら、それかいな。色目なんて使つこうてへん。ただ、見ただけやで。見るくらいええやん」

　円生は、ぷっと笑った。

「いえ、あれは色目でした。不愉快や、ほんま許さへんで。……あと、柳原先生がお呼びです」

「それを早よ言わんかい。ほな行くわ」

　円生は宴会場に向かって駆け出した。

「こうした場で走らないでください。子どもですか」

　呆れたように目を細めたあと、ホームズさんは振り返って、私に向かって手を差し出す。

「行きましょうか」

「はい」

　見詰め合って、しっかりと手をつないで歩き出す。

　少し前を歩く円生の後ろ姿を眺めながら、私の胸には爽やかな風が吹き抜けていくようだった。









あとがき











　いつもご愛読賜りまして、ありがとうございます。

　シリーズも八巻目。いよいよ、葵の大学生編スタートです。

　とはいえ、主に社会人に片足を突っ込んだ清貴メインの話になってしまっていますが、すみません、ご了承いただけると嬉しいです（笑）

　今回の作品を書く前、大学院を修了した清貴が修業にいく展開を決めていたものの、さて、どこに修業に行かせようか、と考えていた時のことです。

　二〇一七年四月下旬に行われた私のサイン会に、とあるご縁から松花堂庭園・美術館の副館長様がお越しくださり、「いつか、松花堂庭園・美術館が寺町三条シリーズに登場することができたら夢のようです」と言っていただけたのです。

「これは、ぜひ、清貴の修業先に！」と思った私は、その旨をお伺いしたところ、「そんな嬉しいことはないです。ぜひ、同じ八幡市の石清水八幡宮も舞台に」と快諾してくださりました。こうしたキッカケで、今回のコラボが実現となったわけです。

　事件は神社内で起こるので、石清水八幡宮の神主様に、「こういう展開を書いても大丈夫でしょうか？」と、お尋ねしたところ、「殺人事件などではないですし、大丈夫です。思う存分書いてください」と、こちらも快諾していただけて、とても嬉しかったです。

　ちなみに作中に登場した副館長井川さん、杉並さん、神主の児島さんも、名前は少し違いますが、実在の人物です。皆様、ご出演、本当にありがとうございました。

　読んでくださった方が、少しでも松花堂庭園・美術館や石清水八幡宮、八幡市に興味を持ってくださったのなら、そんな嬉しいことはないです。

　あらためて、松花堂庭園・美術館様、石清水八幡宮様、本当にありがとうございました。




　今巻もこの場をお借りしてお礼を伝えさせてください。

　双葉社様、エブリスタ様、校正様、取次様、書店様、京都弁監修をしてくださった明美様ご夫妻様、カバーデザイナー様。

　今回も素晴らしい扉絵を手掛けてくださったイラストレーター・ヤマウチシズ様。

　そして──この本をお手に取ってくださった、読者様。

　私と本作品を取り巻くすべてのご縁に、心より感謝とお礼を申し上げます。

　本当に、ありがとうございました。





望月　麻衣












参考著作・文献等（敬称略）





中島誠之助『ニセモノはなぜ、人を騙すのか？』（角川書店）

中島誠之助『中島誠之助のやきもの鑑定』（双葉社）

出川直樹『古陶磁　真贋鑑定と鑑賞』（講談社）

藤田君代監修『藤田嗣治画集 素晴らしき乳白色』（講談社）

近藤史人『藤田嗣治「異邦人」の生涯』（講談社）

徳善義和・百瀬文晃編『カトリックとプロテスタント どこが同じで、どこが違うか』（教文館）

トマス・ホーヴィング著、雨沢泰訳『にせもの美術史　メトロポリタン美術館長と贋作者たちの頭脳戦』（朝日文庫）






取材協力（敬称略）





石清水八幡宮

松花堂庭園美術

日本料理料亭　京都[image: ]兆（松花堂店）









望月麻衣●（もちづきまい）

北海道出身、現在は京都在住。二〇一三年にエブリスタ主催第二回電子書籍大賞でデビュー。二〇一六年本作が『京都本大賞』を受賞。『花嵐ガール』（主婦の友社）『わが家は祇園の拝み屋さん』（角川文庫）など。（二〇一七年九月現在）







京都寺町三条きょうとてらまちさんじょうのホームズ（８）見習みならい鑑定士かんていしの奮闘ふんとう




発行日：２０１８年１月31日




著　者：望もち月づき麻ま衣い




発行人：稲垣　潔




発行所：株式会社双葉社


〒１６２－８５４０




東京都新宿区東五軒町３番28号




http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）



製　作：中央精版印刷株式会社




（Ｃ）Mai Mochizuki 2017




本電子書籍は株式会社双葉社刊『京都寺町三条のホームズ（８）見習い鑑定士の奮闘』（２０１７年９月17日　第１刷発行）に基づいて制作されました。




本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。




OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		目次


		登場人物紹介


		プロローグ


		第一章　『一生に一度は』


		第二章　『小さなホームズ』


		第三章　『聖母の涙』


		掌編　『宮下香織の困惑』


		エピローグ


		あとがき


		奥付









Guide



			Cover


    		目次








OEBPS/Images/embed0001.jpg





OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg
Lothmes at /f/(/(
e

(l’(l/ll(l(/l)(l}l O

I =50

IR—AL K-8






OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg
’%#Mﬂ%%b<%b
B Th— A X)), BRCiE i
W BT

B LIl WEICEI R
Vobfﬂbélékhﬁo b






